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俺様黒王子とニセ恋!?契約










憧れの人を〝お持ち帰り〟しました




　自分でも、なにが起きているのかわかりません。

　他に方法がなかったかどうか、もしあったというなら教えてください。

　社会人になって四年目。

　二十六歳の誕生日を迎えてから、一カ月と一日が経過したその夜。

　私は、生まれて初めて、男の人をウチに連れて帰ってきてしまいました――。




　ちょっと甲高いブレーキ音を立てて、マンションの前でタクシーが停まった。メーターを確認して、うっと思いながらも、お財布から一万円札を出した。お釣りはほとんど戻ってこない。

　運転席側のドアから、まず自分が外に出る。車の前を回ってから、反対側のドアを開けてもらう。そこから、ほとんど引っ張り出すように〝大荷物〟を降ろした。

　振り返って見ていた運転手さんが、ニヤニヤしながら、最後にひと言……。

「お姉ちゃん、頑張れよ～」

　それに対して、「はい！　頑張ります!!」と答えてしまったけれど、よくよく考えたら、それは大間違いだっただろう。

　気付いた時には、すでに遅し。

　タクシーは、なぜかプッとクラクションをひとつ鳴らして、走り出していった。

　ち～が～う～の～!!

　……と、手を挙げて訴えたいところだけど、きっとあの運転手さんにはもう二度と会わないだろうから諦める。

　私は、肩にずっしりと重い〝大荷物〟を、しっかりと背負い直した。

　エレベーターも廊下もヨレヨレになって蛇だ行こうしながら、ようやくひとり暮らしの我が家に辿たどり着く。ワンルームの部屋は狭いけれど、ドアを開けてすぐベッドが視界に飛び込んできてくれる。この狭さをこんなにもありがたいと思ったことはない。

　玄関先の段差でなだれ込みそうになりながらも、私は最後の数メートルをなんとか歩ききり、その長い右腕を自分の肩に回して背負うように担いでいた〝大荷物〟をドサッとベッドの上に降ろした。

　これぞまさに、肩の荷が下りた瞬間。

　お腹の底から深い息を吐きながら額に浮かんだ汗を拭って、ベッドの上の〝大荷物〟……彼をぼんやり見つめた。

　――まだ信じられない。

　夢でも見てるのかな、と、私は無意識に自分の頬をつねってみた。彼ほどではないにしても、私も少しだけ酔っている。アルコールのせいで麻ま痺ひしているのかもしれないけど、あまり痛みは感じなかった。

　そうだ。やっぱり夢に違いない。

　だって、こんなのありえないんだから。




　高校生の時の二年上の先輩。学校中の女子を虜とりこにしていた弓道部の王子様・片かた桐ぎり篤あつ樹き。

　あの篤樹先輩がウチの会社の営業部にヘッドハンティングされて、今日から同じオフィスで働くようになっただなんて……。

　これは夢。夢なんだ、と自分に言い聞かせてから膝立ちして、ベッドの上の篤樹先輩をそおっと観察してしまう。

　ああ……眼がん福ぷくとはこういうことだと実感する。もう、身み悶もだえしそうになるくらいカッコいい。

　人より少し色素の薄い茶色い髪。短めにすっきり整えていた高校生の頃より長く、前髪は目元にかかっているけど、私がよく覚えている印象と比べても、違和感を感じるほどではない。

　今は閉じられているスッとした切れ長の目。伏せているとわかるけど、とても睫まつ毛げが長い。

　その奥の茶色い瞳は力強くて、今日の彼の歓迎会の時も、高校生の頃と変わらず周りの女性社員を釘付けにしていた。

「う、……ん」

　ちょっと乾いた薄い唇から、どうにも色っぽい低い声が漏れ聞こえた。

　ドッキーンとしながらハッとする。

　篤樹先輩の質のよさそうなブラックスーツ。このまま寝かせてしまったら、朝には無惨にシワシワになってしまう。

「え、えっと……篤樹先輩、起きてください」

　反応を求めて声をかけているのに、そおっと小さな声しか出ない。当然、彼を起こす力にもならず、私はゴクッと唾を飲み込みながら、シングルの上着に手をかけた。肩から抜くようにして、なんとか脱がせる。

　ホッとしながらハンガーに掛けてカーテンレールに引っ掛けると、呼吸で小さく上下する彼の胸元に目がいった。

　飲み会の時から少しネクタイは緩めていたけど、眠るとなるとまだ苦しそうだ。

　そう思って、光沢のある水色のネクタイの結び目を解いた。ついでだから、白いワイシャツの第二ボタンまで外してみる。

　これで完璧！と思いながら目線を下ろしていくと、ベルトのバックルが目に入ってしまう。そして、いったん気になり出すと止まらない。

　いやいや、それはちょっと……とさすがに躊ちゅう躇ちょしたけど、眠っている時にお腹が締められてるとやっぱり窮屈だ。

　きっと篤樹先輩も、無意識に自分で緩めたと思ってくれるだろう。

　えーい！　こうなったら、もうヤケだ。勢いづいてる今のうちに……！

　とはいえ……。男の人のネクタイを緩めるのも、もちろんベルトを外すなんてことも、今までしたことがない。

　しかも、相手は無防備に眠っている、思い出の中の憧れの彼だ。妙な罪悪感と背徳感で、とても顔を見ていられない。

　顔を背けて見ないようにしながら、私は彼のベルトに手を伸ばした。カチャカチャと硬質な音がする。なんだか割と複雑で、どうやったら外れるのかわからない。

　焦りながらつい大きく手を動かしてしまった時。

「……人の股間でモゾモゾと……痴ち女じょか」

「……っ!?」

　その両手をいきなりギュッと掴まれて、私の行動はピタッと止まった。

　ハッとして目を向けると、目の下を赤らめながら眉間に皺しわを寄せた篤樹先輩が、軽く上体を起こしていた。そして、目線を下ろして私の行為をガン見する。

「おま……なに脱がせてんだよ……」

「えっ!?」

「……ここ、どこだ？」

　私の手を離すと、篤樹先輩は額に手をやりながら、しっかりと身体を起こした。

　その茶色い綺麗な瞳で、訝いぶかし気に、私の狭い部屋をグルッと見渡す。

「す、すみません。私の部屋です」

　慌てて説明しようと、ベッドサイドに肘を置いて身を乗り出した。

「篤樹先輩、歓迎会で散々飲まされて、酔い潰れちゃったんです。……すみません。うちの会社、歓送迎会では主役をとことん潰すのが社風なとこあって」

「え」

「それで、私、同じ方向だったので、帰りに一緒にタクシー乗ったんですけど。篤樹先輩、眠っちゃって住所も言えなくて……」

「マジか。完全に記憶飛んでるわ」

　ガシガシと頭を掻かきながら、篤樹先輩はギュッと目を閉じた。

　私は立ち上がってキッチンに向かうと、冷蔵庫からミネラルウォーターのペットボトルを取り出した。再び篤樹先輩の元に戻ると、おずおずと差し出す。

「篤樹先輩、どうぞ」

「ん？　……ああ。サンキュ」

　短くそう言って、彼の手が伸びた。けれど、その手はペットボトルではなく、私の手にかけられる。

「ひゃっ!?」

　そのままベッドに引っ張り込まれて、視界が回転した。

「あ、あの……篤樹先輩……」

　私を腕で囲い込んだ彼が、細めた目で見下ろしてくる。

　初めて知る角度の篤樹先輩に、ドキドキと胸が高鳴ってしまう。

「……懐かしいな。その呼ばれ方」

　篤樹先輩は、口角を上げて微笑みながら、ボソッとそう呟いた。

「高校時代までは、そう呼ばれることが多かった」

「えっ。……あのっ……私っ！」

　篤樹先輩の言葉に被せるように、私は声を上げていた。

「私、高校生の時、篤樹先輩にっ……！」

　今さら思い出してほしいとは願っていなかった。

　だけど、あの頃。私は本当に彼が好きで、人生で初めてありったけの勇気を奮い起こして告白をした。

　いつもいつも女の子や友達に囲まれていた篤樹先輩を、学年も違う私は人垣の向こう側に眺めるだけだった。そんな私の一世一代の告白なんか、記憶の片隅にも残っていないだろう。

　だけど、今の言い方……。もしかしたら覚えてくれているかもしれないという期待がよぎり、思いきってあの時のことを伝えてみようとした。

「……そっか、君の家か。ふ～ん……いいよ、別に」

　なのに、篤樹先輩は私の声を遮さえぎって、なにに納得したのか、妖よう艶えんに微笑んだ。

「え？」

　ドキッとしながらも、意味がわからなくて混乱しかける。

「『え？』じゃないよ。俺をお持ち帰りして、脱がせようとしたからには、目的はそこだろ」

「は、い……？」

　篤樹先輩の言葉は字面ではその通りなのだけど、そのまま聞くとなにやらものすごい語ご弊へいがある。いったい篤樹先輩はなにを〝目的〟と考えて納得したんだろう。

「お持ち帰りではなくて、連れてきてしまっただけなんですけど……」

「どっちでも結果は同じだ」

「はあ……」

　なにをどう訂正しようか、と思考を働かせた時。

「いいよ。俺、今ちょうどフリーだし」

　そんな、挑発めいた声が私に降ってきた。そして、次の瞬間……。

「……っ!!」

　噛みつくように、キスをされた。

　お酒の味がするねっとりと濃厚なキスに、私にまで篤樹先輩の酔いがうつされる。頭の芯が灼きついたように、なにも考えられなくなってしまう。

「ふ、ぁ……」

　離れていく篤樹先輩の唇を、トロンとした目で追いかけた。

　私の視線に気付いて、彼は唇を舌で舐めながらニヤッと笑った。

「大人しそうに見えて、結構エロい顔できるんだ。いいね、そういうの」

　なにか言い返したいのに、なんて言えばいいのかもわからない。意識して呼吸しないと苦しくて、大きく胸を喘あえがせる。私はただ、篤樹先輩の瞳を見つめていた。

「……お持ち帰りされた身としての義務、果たしてやるよ」

　――え？

　思わず聞き返した時には、もう彼は私に体重を預けてきていた。




　私、四しの宮みや澪みお。

　大手飲料メーカーの営業企画部に勤務している、ごく普通のＯＬだ。

　焦げ茶色に染めた髪は、肩下レングスのセミロング。百六十センチの身長と、どちらかというと痩せ型の体型。

　服装は、黒・白・紺のベーシックカラー中心のトップスに、膝より少し短い丈のフレアスカートが基本。とりたてて目立つことのないオフィスカジュアルで、『かわいいね』とか『今日はいつもと雰囲気違うね』とは言われたこともない、冒険心のないおしゃれ感覚。

　顔の造りも十人並みだ。他のパーツに比べて大きめの二重の目が、チャームポイント……と言えなくもない。

　仕事でも抜きん出て目立つ功績はない。特に褒めどころもないけど、コツコツ真面目にこなしてるから、周りに比べてミスは少ない。頼まれた仕事の期限を破ったこともないし、上司や先輩からも部下としての評価はそう悪くない。

　総合してひと言でまとめると、地味で大人しくおもしろみがない。なににおいても平均点、というのが二十六年間生きてきた私という人間だ。

　それでも、普通の人生を歩む上では、こんな私でもなにも困ることはなかったのだけれど……。

　去年あたりから、学生時代の友人の結婚式の招待状が届くようになった。それが年に五回も続けば、いやでも危機感は生まれる。

　地味な上に、臆病な性格。そのおかげで、私は恋愛経験が乏しい。

　ちょっと『いいな』と思う人にはいつもたいてい彼女がいて、まったく踏み出せないまま、想いを育てることなく終わらせてきた。そのくせ、相手から好意を向けられると怯んでしまい、過剰なほど逃げて逃げまくった。

　そんな私でも一度だけお付き合いした人がいるけれど、結局相手のほうがつまらない私に飽きて、ほんの数カ月で別れを告げられてしまった。

　自他共に認める極度の恋愛下手の私は、結婚どころか、まずちゃんとしたお付き合いができるようにならなければいけないのだ。

　そんなわけで、〝少しは積極的になってみないと！〟という意識が働いたという事情もあったんだけど……。

　昨夜、営業部の歓迎会に誘われて、何人かの同僚と一緒に参加した。

　うちの営業企画部と営業部はいわゆる親密部署で、オフィスではワンフロア違いだけど、一緒に関わる仕事が多い。だから社員の異動に関する飲み会は、お互いの部署に声をかけることが日常茶飯事。

　営業部は華やかな男性も多くて、私もいつもは参加することすら消極的だった。でも、今回は悩んだ挙句、『行きます』と手を挙げてみた。

　残業で少し遅れてしまったけれど、オフィス近くの居酒屋のお座敷席に足を踏み入れた。そこで私は、篤樹先輩を見つけてしまったのだ。そして……。

　予想外の奇跡の再会が、とんでもない事態に発展していた。




　歓送迎会明けの翌朝――。

　私の隣で穏やかな寝息をたてているのは、営業部に昨日付けで中途入社したふたつ年上の男性社員で、高校一年生の時、私が恋い焦がれた相手。

　あの頃、どんなに願っても手が届かない存在だった篤樹先輩と……。

　シてしまった。

　――ひゃあああっ……。

　ベッドの上で三角座りになって、胸を毛布で隠しながら、私は両腕で頭を抱えた。

　どうして拒めなかったんだろう……。

　お互いお酒が入ってた。

　私にとって篤樹先輩は昔からの憧れの人で、そんな彼から強引に来られて、嫌というより、ときめいてしまったのはごまかしようがない。

　でも……どうしよう。考えるだけで恐ろしい。

　週明けからは、同じオフィスで日常的に関わるようになる人。こんなことになってしまって、これからどんな顔で仕事をすればいいの。

　いっそ、篤樹先輩が目覚める前にこの場から消えてしまいたいと思ったけれど、悲しいかな、ここは私の部屋だ。私がいなければ篤樹先輩も帰れないだろうし、そう考えるとちょっと外出……すらできない。

　とにかく、今私にできることといえば、篤樹先輩が目を覚ますまでに、この状況をどう言い繕うか考えること。それだけしかない。

　そして、ハッと思いついた。

　昨夜、篤樹先輩は相当酔っていた。ここに来るまでの記憶も飛んでると言っていたし、それならもしかしたらごまかせるかもしれない。

　とにかく、服を着せてしまえばいい。なにもなかったと思わせるシチュエーションさえ作り上げてしまえば、このマズい事態もなんとかやりすごせるかも……！

　だけど私は、すぐに最大の難関にぶち当たった。篤樹先輩の身体にかかる布団をそおっと持ち上げて、途端に慌ててかけ直してしまう。

　私もそうだから当然だけど、篤樹先輩は本当の本当に全裸なのだ。

　どうやったら、気付かれないように服を全部着せられるのか。それ以前に……そんなことをしたら、私は彼の身体を直視しないわけにはいかなくなってしまう。

　想像して、カアッと頬が熱くなるのを感じた。

　いや、裸を見る、見られるくらい、今さらだ。酔っていたとはいえ、昨夜私は篤樹先輩と、もっともっと恥ずかしいことをしてしまったんだから。

　けれど、どうして朝になると思考は冷静になってしまうのか。もう、恥ずかしすぎて死んでしまいたい……！

　そんな思いで、再び頭を抱えた時。

「ん……」

　モゾッと布団が動いて、彼が寝返りを打つ気配を感じた。

　思わずビクッと視線を下ろすと、うっすらと目を開く篤樹先輩と正面から目が合ってしまった。

「……あ？」

「っ……！　お、おはようございます」

　怪け訝げんそうに眉を寄せる篤樹先輩に、とっさにお行儀のいい朝の挨拶をしてしまった。

　違う……。普通の挨拶をしてどうするの、私……。

　泣きたくなるくらい自分が情けない。

「……はよ」

　篤樹先輩は訝しそうに、とても短い挨拶を私に返しながら、目線をゆっくり下げていく。裸の背中から腰に彼の視線を感じて、無意味に背筋を伸ばし、今度は自分のバカさ加減に隠れたい気分になってしまった。

　なんで、私だけでも服を着ておかなかったんだろう。悶もん々もんと考える前に、まずそれをするべきだったのに……！

　素肌を滑る彼の視線に、なにも言えずにただ身体を強ばらせた。

　篤樹先輩は布団の中を覗き込み、どうやら自分の姿を確認したようだ。

　だからこそ、次の反応がとても怖い。

　さらに身を縮こめると、背後で、深い深いため息が聞こえた。そして……。

「……シた？」

　昨夜の出来事を、どこまでも短く簡潔に確認してくる。

　私はちゃんと覚えてるけど、頷くのがとても怖い。その仕草ひとつで、もうなにもごまかせなくなってしまうのだから。

　けれど、私の答えを待たずして、篤樹先輩は身体を起こすと、ベッドの下に脱ぎ散らした服を見下ろした。そのままベッドサイドのゴミ箱を見遣る。

「……マジか」

　どうやらそこに、動かぬ証拠を見つけてしまったようだ。そして、右膝だけ立てて座り直すと、ガシガシと頭を掻いた。

「すみません……」

　明らかに後悔しているような篤樹先輩の反応に泣きそうになりながら、私は消え入りそうな声で謝った。すぐに、「は？」と聞き返される。

「わ、私が昨夜一緒にタクシー乗ったりしなかったら……」

　どうにもならなかったとはいえ、私の家に連れて帰ってきたりしなければ。

「ああ、そうしたら俺は、どっかの街角で無様に行き倒れてるんだろうな。だから、そのへんはむしろ感謝しなきゃいけないんだろうけど……参ったな」

　自分を落ち着けようとしているのか、意識的にゆっくりそう言いながら、篤樹先輩はチラッと私を見み遣やった。改めて向けられる視線に、緊張して身体が震えてしまう。

「……で、お前、誰だ？」

　もしかして、と思ってはいたけれど、やっぱり歓迎会で話したことも覚えてくれていなかった。

「篤樹先輩と同じ会社の営業企画部所属の、四宮澪と言います……。昨夜はうちの部も篤樹先輩の歓迎会に呼ばれていて……」

　地味に傷つきながら、腹をくくってもう一度自己紹介をする。

「あの……それと、実は私、篤樹先輩と同じ高校出身で……」

「同じ会社……そりゃマズいな」

　続けた私の言葉は完全にスルーして、篤樹先輩が口元を手で覆おおいながらボソッと呟いた。

「え？」と聞き返すと、彼はわずかに逡しゅん巡じゅんしながら、「ああ」と声を返してくれた。

「酔った勢いとはいえ、シてしまったようだから。俺は今フリーだし、責任とって付き合おうか、と思ったんだけど」

「えっ!?」

　思いもしない言葉に、ドクンと鼓動が跳ねた。

『付き合う』!?　今、篤樹先輩、『付き合う』って言った!?

　信じられない。どうしよう。

　私が篤樹先輩と……なんて思ったら、先輩がどこまで本気で言ってるかわからないのに、胸が弾んでしまうのが抑えられない。なのに……。

「悪いけど俺、社内恋愛はしない主義なんだよな」

　――え？

　思わず身を乗り出してしまった私に、篤樹先輩はシレッとそう言った。

　呆然と固まった私の顔を見て、彼はプッとおもしろそうに吹き出す。

「なに？　その顔。もしかして本気でガッカリした？」

「え、いえ。あの……」

「ああ、今、同じ高校だったとか言ってたっけ？　俺のこと覚えてたみたいだし……もしかして、俺に憧れてた……とか？」

「っ……」

　言い当てられて赤くなった頬を隠せない。それを見て、彼はニヤッと笑った。

「……まあ、いっか。お前も大人しそうな割に、酔っぱらって簡単に身体開くあたり、結構遊んでるんだろうし、こういうの慣れてるんだろ」

　考えるように独り言を呟いて、今度は彼のほうから身を乗り出して、ジーッと音が出そうなくらい私を見つめてくる。

　慌てて顔を背けようとすると、篤樹先輩が私の顎あごをグッと掴んだ。まっすぐ正面で固定されて、視線だけしか逃れられない。

「四宮……澪って言ったっけ」

　篤樹先輩は、私の名前を口の中で転がして味わうように呟いて、顎を離した手を私の頭に乗せた。

「〝みをつくし　恋ふるしるしにここまでも　めぐり逢ひける　えには深しな〟……源氏物語の『澪みお標つくし』の章にこんな和歌があるの、知ってる？　……離れてもまた巡り会う。そんな恋があるのか、って思うけど……きっと俺たちもそれだけ縁が深いってことなんだろうな」

　スラスラと和歌を諳そらんじてしまう篤樹先輩に、ただドキドキと鼓動が速まる。

　自然と高校時代に恋い焦がれた篤樹先輩を思い出す。

　弓道部のエースで袴姿がとてもよく似合っていた。矢を番つがえる時のピンと伸びた背筋と、的を絞る鋭い瞳。なにもかもが凛りんとしていて、とてもカッコよかった。

　そんな、思い出の中の王子様が。

「バレそうになったら、速攻終わりにする。ゆえに、お互い本気にならないドライな付き合い。そういう条件で付き合ってやるよ」

　どこまでも上から目線でそんなことを言って。

「……あ、篤樹せんぱ……？」

「篤樹って呼べ」

　思いもしなかった言葉を放つ唇を、私の唇に重ね合わせていた。










思い出に泥を塗りました




　高校時代の私は、今とそう変わらない、地味～な生徒だった。

　周りのクラスメイトは、中学より格段にかわいい制服をさらにかわいくコーディネートして、オシャレを楽しんでいたけれど、私は指定のブレザーとチェックのミニスカートを少し着崩すだけ。抜き打ちの服装検査にもまったく焦ることのない……平凡かつおもしろみのない女子高生だった。

　そんな私が篤樹先輩と出会った……いや、私が一方的に先輩を知ったのは、高校に入学して一週間が経った頃。新入生歓迎会が行われた後に向かった弓道場だった。

　歓迎会の中では部活紹介もあった。私はこれといって興味のある部活はなく、無理に入らなくてもいいかな、と思っていた。そんな私に、出席番号が近くて仲良くなったクラスメイトが、コソッと教えてくれたのだ。

『ね、帰りに弓道部見に行かない？　こういう場では出し惜しみして絶対顔出しさせない真打ちがいるって噂なんだよ』

　それがどういう意味なのか。

　武道だけに実力面でのことかと思った私は、それほど興味は惹かれなかったけれど、友達付き合いだと割り切って、放課後の弓道場に足を向けた。

　まず驚いたのは、ギャラリーの大半が同じ新入生らしい女子生徒だったことだ。みんな、コソコソと『どの人？』『あ、あれじゃない!?』なんて人探しをしてるのが見え見えだったから、きっと真打ちの噂を聞きつけて一目見ようと集まったのだろう。

　肝心の部活風景は全然見えないけれど、矢が的を射るパンッという乾いた小気味よい音が耳に届く。

　きっとギャラリーのお目当ての真打ちは、道場にはまだ現れていないんだろうな、と思ったけれど……。

　弓道って、本来こんな騒々しい中でやる競技じゃないだろう。先輩たち、やりづらいだろうな……と、なぜだか申し訳ない気分になった時、ギャラリーから『きゃああ～っ』とアイドルに向けられるような黄色い歓声が沸き上がった。その途端。

『静かにしろっ！　射しゃ手しゅが集中できないだろうがっ』

　黄色い歓声を蹴散らすように、低い凛とした声が一喝した。

　あれだけ騒がしかったギャラリーが、波が引いていくように静まる。

『弓道部の見学に来たなら、呼吸音も自じ粛しゅくするくらいのつもりで気配消して佇んでろ。それができないなら、邪魔なだけだ。さっさと神聖な道場から出ていけ』

　居い丈たけ高だかな言葉に、一瞬周りがどよめいた。

『こら、篤樹。見学者が多いのはいいことなんだから。そんな冷たいこと言うなって』

　なだめているのは、部活紹介の時にマイクを通して聞いた声だとわかった。『篤樹』と呼ばれた彼も、それ以上はなにも言わなかった。

『なにあれ～』と言いながらコソコソと道場から出ていく生徒。『すごい、カッコいい……』と本当に呼吸を鎮めて微動だにせず見学する生徒。

　ほんのわずかでも人垣の厚みが減ったせいで、私はようやく的に向かう射手の姿を目にすることができた。

　道場の中央で、それまでの射手と交替して、的に向かって一礼する人物。その姿に、バシッと胸を射抜かれたような気がした。

　一喝した瞬間を見ていないけれど、あの声を発したのは彼だと一目瞭然だった。

　道衣に袴姿の長身。色素の薄い茶色い髪がほんのちょっとアンマッチだけど、とにかく所作も佇まいも洗練されて美しくて、彼の周りの空気だけが凛と張り詰めた――。そんな瞬間を目にしてしまった気分だった。

『あ～、今日は見学ありがとうございます。俺は弓道部部長の静しず川かわです……』

　部活の説明を始めた部長さんの声が、どれだけのギャラリーの耳に届いていただろうか。少なくとも私は、ギリッと弓をしならせて、矢を番える彼の凛々しい姿から目を離せなかった。

　さっきの不ふ遜そんな一喝も、彼が真剣に弓道と向き合っているからこそだろう。

　その佇まいがすべてを証明していた。

『ほらね！　あれが南みなみ高こうが誇る和服の王子様だよっ』

　隣で、私を連れてきてくれたクラスメイトが少し弾んだ声で囁くのが聞こえた。

『うん』と短い返事をできたかも覚えていない。

　あの時、私のハートは盗まれた。

　一目惚れってやつだったのかもしれない……。




　その後、大量の一年生女子が体験入部したらしい。けれど、その八割方が一カ月経たずに辞めていった。

　その理由は、お目当の王子様がとにかく厳しいから。

　結局、純粋に弓道に興味を持った新入生しか残らなかったということだ。

　噂で聞いただけだけど、弓道に対する彼は王子様というよりも〝鬼〟だったそうだ。

　けれど、休み時間の彼は明るく爽やかな普通の高校生で、たまに廊下ですれ違う時には、弾けるような笑顔で友人たちとふざけ合ったりもしていた。

　運動センスのない私は、さすがに弓道部に入部するまではできなかったけれど、時折校舎の片隅で姿を目にするのだけを楽しみに、彼への想いを募らせていった。

　夏のインターハイが終わって彼が弓道部を引退するのを待って、私はなけなしの勇気を奮い起こして、彼に告白することにした。

〝疲れた時には甘い物をバカ食いする〟という情報を得て、何種類かのクッキーを作って、かわいくラッピングした。

　彼は引退してからも、毎週水曜日は部活に出て後輩指導と自主練を続けている。そして、部活が終わるより少し早く帰宅する。そのタイミングを狙えば、ひとりになる時に捕まえることができる。

　ドキドキを通り越して、ドッドッと早鐘のように打ち鳴る鼓動を必死に抑えて、私は道場から出てきた彼を、決死の覚悟で呼び止めた。

『篤樹先輩っ……!!』

　制服姿の彼が『え？』という形で唇を動かして、一度は通り過ぎた私を振り返ってくれた。

　いつも人垣の向こうか、ほんのたまにすれ違う時しかはっきり目にすることができなかった彼が、この瞬間は私だけを見てくれている。

　そう思ったら、どうしようもなく浮足立って、舞い上がった。

『す、好きですっ!!』

　だから、超一方的な告白しかできなかった。

　またしても、『え？』と目を丸くする彼に、名乗ることもできないままクッキーの包みを押しつけた。

『えっ？　ちょっと、君……？』

　彼がわずかに戸惑いながら私をまっすぐ見つめて、声をかけてくれた。それだけで、張り詰めていた緊張は臨りん界かい点を突き抜けた。

　その時。

『篤樹、お待たせ～』

　聞き覚えのある元部長さんの声が道場の中から聞こえてきて、ドッキ～ンと鼓動のリズムが狂った。反射的にクルッと背を向けて、私は逃げ出していた。

『あ、君っ……!!』

　彼が呼び止める声に、振り向くこともできないまま……。

　告白の答えなんてわかり切っていたから、返事は期待していなかった。

　自己紹介もできなかった上に、押しつけたクッキーの包みにもクラスは書かずに名前を書いただけのカードを添えただけだ。

　それでも……。

　私の告白からわずか一カ月後。彼が、同じ三年生で校内一の美人と噂されていた先輩と付き合い始めたのを知った時は、ショックで一週間ご飯を食べられなくなった。自分の落ち込みように驚いて初めて、篤樹先輩への想いの強さを思い知った気分だった。

　それでも、高校入学後の短い時間をウキウキと楽しく過ごせたのは、篤樹先輩を好きになったからだ。

　実ることはなかったけれど、勇気を出して告白できた。それが私の誇りになる。

　そうやって、彼への想いも失恋も、私の心の中では綺麗なまま、何年経っても色褪せない素敵な思い出として大事にしてきた。

　なのに――。

　大事なキラキラした思い出に泥を塗るような事態になるなんて。

　本当に好きだったのに。

　その彼から『本気にならないドライな付き合い』なんて言われたら、私はどうしたらいいんだろう……？




　＊　＊　＊




　親密部署とはいえ、あくまでも別の部署。特に連絡を取り合う案件もなければ、数日くらい顔を見ずに過ごすことは可能だ。

　結局私は、篤樹先輩……いや、篤樹とは接点を持たないまま、週明けから四日間をとても平穏にやり過ごした。

　ところが、週末の金曜日になって、とうとう顔を合わせる機会が来てしまった。

「では、来春発売予定の女性向けカクテルのプロモーションの件ですが……」

　逃れられない合同会議。

　入社してたった一週間なのに、篤樹はすっかり営業部の空気に溶け込んでいた。

　臆する様子もなく、堂々と声を張って手元のレジュメを開く。そして、営業部のアシスタントの女の子に、目配せをする。

　まっすぐ篤樹に目を向けている彼女が、パワーポイントの操作を任されているはずなのに、プロジェクターにはなにも映し出されない。

　篤樹がコホンと小さな咳払いをして、彼女を名指しして注意を引きつけた。それに慌てたように、彼女がようやくマウスを動かした。

「まず都心の大型高級スーパーで一月に先行発売します。また、この商品は〝ひとり飲み〟を満喫したい三十代・四十代の独身ＯＬをターゲットに、高級感・開放感をイメージして開発されていますから、都心のオフィスビルで大々的なイベントを仕掛けようと思います」

　低いけれどよく通る篤樹の声が会議室に響いて、営業部と営業企画部の面々がレジュメをめくる。

　私も同じ行動をとりながら、アシスタントの女の子にそっと目を向けた。きっと彼女も篤樹に見惚れて、上の空になっていたんだろう。

　彼女は、営業部でも指折りの〝かわいい〟女子社員として、うちの部でも有名な橋はし本もと美み和わ子こさんだ。

　背中の半分まであるダークブラウンのストレートロングヘア。白く透き通った卵肌に、ぱっちりつぶらな大きな目。そして、エクステ使いのバサバサの睫毛。もしも瞳が青かったら、気品あるフランス人形のような整った顔立ちだ。

　エンジ色のチェックのブラウスは、程よくフリルがあしらわれて女性らしい印象。それにベージュの膝上タイトスカートが、清楚なイメージを強めている。

　篤樹が高校時代に付き合っていた彼女とはほんのちょっと路線が違うけど、少なくとも私よりはずっとお似合いだ。

　そう思うと、ますます居たたまれない思いに駆られる。

　どう考えても〝私〟じゃいけない。

　心底からそう思うけれど、あんなにかわいい橋本さんでも、同じ会社というだけで本気の相手にはしてもらえない。

　この会社の社員でいる限り、誰もが恋愛対象外だというのなら、〝本気にならない恋〟もアリなのか……なんて、らしくない葛藤に陥る。

　いやいや……。でも、普通に考えておかしいだろう、と気持ちを鎮めた。

　もしもバレそうになったら速攻終わらせるなんて。

　そんなの、どう考えても恋じゃない。そうわかっているのに、始めるなんてできない。

　だから週明けからずっと、私は篤樹からのＬＩＮＥも社内メールも無視してきた。

　もちろん、仕事で関わる相手だし、無視し通せるはずがない。

　悪あがきなのは重々承知していた。

　会議が終わって、出席者全員がガタガタと音を立てて椅子から立ち上がる。今日の議題の立案者である篤樹に、うちの部長が直々に声をかけるのを横目に、次々と廊下に出ていく。

　各自の仕事に取りかかるためにみんな急ぎ足で、会議室に残ったのは機材の片付けがある橋本さんだけ。急ぐのは、私も同じだ。なのに……。

「……四宮さん」

　ドアから出ようとしたタイミングで、篤樹の低い声に呼び止められた。

　ドキッとして、不覚にも足を止めてしまう。

　プロジェクターの配線を抜きながら、橋本さんが一瞬気にするように目を向けたのがわかる。

「お疲れ様でした」

　誰が聞いても自然な挨拶を口にして、私は篤樹の顔を見ないまま、彼の前を通り過ぎて廊下に出た。数歩歩いたところで、ドアが閉まった音を耳にした。

　その途端、後ろからグイッと腕を掴まれた。そのまま引き寄せられて、慌てて振り返る。

「澪。ちょっと来い」

『澪』……。

　彼の唇が紡ぐ自分の名前にキュンとしながら、私は抵抗する間もなく非常階段の踊り場に引きずり込まれた。

「なっ、なにするんですかっ!!」

　抗議したら、吹き抜けの非常階段に、思いのほか声が反響した。それに慌てて、私はグッと唇を閉じる。

「なんで無視すんの？」

　私の言葉などまったく意に介さず、篤樹が眉間に皺を寄せて、私を重い防火ドアに追い詰めた。

「いろいろアレだけど、付き合うって宣言した相手にこれほど袖にされると、ムカつくんだけど」

「か、勝手なこと言わないでください！　付き合うなんて、私、言ってない！」

　言い返す声がまたしても響き渡って、私は自分の口を両手で塞ふさいだ。

　それを聞いて、篤樹が、「あれ？」と首をかしげる。

「もしかして澪、俺とのセックス、満足できなかった？」

「はっ……!?」

「あんまり言われたことないからすげえ悔しいけど。まあ、相当酔ってたし、俺自身が覚えてないくらいだし。……気持ちよくなれなかった？」

　ねめつけるような上目遣いの視線に晒さらされて、私はグッと言葉に詰まる。

　満足……かどうかは経験不足で比較のしようもないけれど、それをオフィスで素直に答えられるわけがない。

　無言を貫く私を存分に観察した後、篤樹はニッと人の悪い笑みを浮かべた。

「……そこは心配しなくてよさそうだ」

　自分でもカアッと頬が赤らむのがわかる。

　悔し紛れに、私は限界ギリギリまで顔を背けて、篤樹を視界から遮断した。

「責任とか考えなくていいです。お互いもう大人なんだし、お酒に流されての失敗をいちいち気にしてたら……」

　虚きょ勢せいを張ってそうは言っても、もちろん割り切れないのは私のほうだ。

　だけど、バレそうになったら速攻終わらせるドライな関係なんて、私には絶対無理。

　だから、最初から始めない。

　そう決めて、篤樹の誘いをシャットアウトし続けた。

「それは、お前が決めることじゃない」

　いけしゃあしゃあとそう言って、篤樹が私の顔を覗き込んだ。綺麗な茶色い瞳に射抜かれて、ドクンと胸が高鳴ってしまう。

「な、なに言って……」

　声を上げた瞬間、篤樹がドンとドアに両手を突いて、私をその腕の中に囲い込んだ。

　免疫のない私は、それだけで鼓動のリズムを狂わせてしまう。

「こうなったら、お前にはとことん付き合ってもらう」

「……は？」

　強気で不遜な言葉に目を丸くした私に、篤樹はニヤリと腹黒い笑みを浮かべた。

「東京狭し、とはいえ。転職先の会社で再会した高校の後輩と、綱渡りのラブゲームっていうのも、なかなかレアな体験だろ。そういうのもちょっとおもしろいかなって」

「え？」

「この間も言ったろ。俺とお前、多分縁が深いんだ」

　そう言って妖しく目を細めると、篤樹は軽く背を屈めて、私の耳元に顔を寄せた。

「今夜、行くから、待ってろ。先週のリベンジ戦してやる」

　低い声で囁いて、私の耳をフッと吐息でくすぐる。

　思わずビクンと身体を震わせる私の反応を確認して、篤樹は腕をどけた。そして私を置き去りにして、重いドアを開けて廊下に踏み出していってしまう。

「……～～っ!!」

　いろんなところでプスプスとショートして、思考がまともに働いてくれない。

　私は息を吹きかけられた耳を押さえて、その場にうずくまった。

　どうしよう。

　これじゃ落ち着いて家に帰れない。

　こんな形で篤樹との恋を始めたくないのに……強引にスタートラインに立たされたら、どうすればいいの。




　一時間ほど残業した後、マンション近くのスーパーに駆け込んで食材を買い込んだ。

　普段のひとりご飯なら絶対こんな量にならない。

　私は白いビニール袋を両手に下げて、ヨレヨレしながら帰路に着いた。

　部屋に辿り着くと、狭いキッチンでさっそく料理に取りかかる。篤樹の好きな食べ物なんか知らないから、絶対外さないであろう万人受けするメニューに決めた。

　軽く下ごしらえを終えると、鍋を火にかけながら、床に置きっぱなしの雑誌やら服やらをクローゼットに放り込む。

　少しだけ広くなった床に掃除機をかけてから、炬こ燵たつテーブルの上を拭く。

　ふうっと息をついて部屋を見渡し、「よし」と小さく呟いた後、私はハッと我に返った。

　なにをしてるんだ、私は。

　部屋を掃除してご飯も作って篤樹を待つなんて、迎える準備万端みたいじゃないか。

　そうじゃない。こんなんじゃいけない。

『行くから』と言われたとはいえ、ほんとに来たら追い返さなければ。

　そうすべきなのは、私だってちゃんとわかってる。けど……。

　きっと、夕食を済ませずに来るんだろうな、と考えたら、そのまま追い返すのも冷たすぎる。それならせめてご飯くらいと思ったし、部屋に上げるのなら掃除もしておこうというのは、ごく普通の思考の流れだろう。

　それに、せっかくだから、ちゃんと冷静に話し合いたい。同じオフィスで働いてるとはいえ、人に聞かれて困る話をする時間も場所もないのだから。

　必死に言い訳する自分にもツッコミを入れたくなるけど、そこはとりあえずスルーしておく。




　狭い部屋にいい匂いが漂い始めた時、エントランスのインターホンが鳴った。

　なんてグッドタイミング。

「俺」

　短く名乗る篤樹の声に、恋人っぽいと不覚にもキュンとしながら、オートロックを解除した。それから数十秒後、今度は部屋の外の廊下からインターホンが鳴らされる。

「はい」

　直接ドアを開けて返事をした。

　ドアの外には、昼間と同じ黒いスーツ姿の篤樹が立っている。思った通り、仕事を終えてすぐ来た感じだ。

「お、お疲れ様」

　私の短い言葉に、篤樹は何度か瞬きした後、フッと柔らかい笑みを浮かべた。誰もが認めるであろう完璧な王子様スマイルに、大きく胸が弾んでしまう。その上……。

「ただいま」

　背を屈めて耳元で囁かれて、さらに心臓がバクバクと騒ぎ出す。ボッと顔が熱くなるのを感じた。

　絶対からかわれているとわかるのに、本当に恋人っぽい挨拶にお約束の反応を見せてしまった。

　案の定、篤樹は笑いをかみ殺しながら部屋に上がり込む。

「お、いい匂い」

　スーツの上着を脱ぎながら、篤樹がクンクンと鼻を利かせた。匂いの元を探すように、コンロにかけたお鍋の蓋をヒョイッと持ち上げる。

「肉じゃが。お前、割とやることベタだな」

　そんなことを言いながら、今度は隠しもせずにブッと吹き出して笑った。

　篤樹の上着を先週と同じようにカーテンレールに掛けながら、私は「え？」と聞き返した。

「〝彼に初めての手料理〟の定番だよな。肉じゃがって」

「か……」

『彼』。その響きに、またしてもドキッとしてしまう。

　そんな私を肩を揺らして笑いながら、篤樹は先週よりはるかに片付いた部屋を見渡した。その後、チラッと向けられるちょっと意地悪な視線。

『あんなこと言った割に、俺が来るってウキウキしてたんだろ』と言われた気がして、慌てて篤樹から鍋蓋を奪い返した。

「ち、違います。今日は私がそんな気分だっただけで」

「へえ？」

「っていうか、篤樹に食べさせる分なんかないしっ！」

「お前のひとり分って、量多くね？　食いすぎじゃねえの？」

　腕組みしてニヤニヤと観察してくる篤樹に、私はただ口ごもる。

　どう考えても免疫不足の私が、この人を言い負かせる気がしない。

　プイッと顔を背けると、篤樹のクスクス笑う声が聞こえた。

「ま、いいや。食わせてもらえるメシがないなら、こっちを先にいただくから」

　意識的に低めた声が耳に届いて、反射的に振り返ろうとした。なのに、それより一瞬早く、後ろから腕が伸びてくる。

「っ……！」

　逃げる間もなく、ギュッと抱きしめられた。

　背中に感じる篤樹の体温と、身体に巻き付く力強い腕。

　いやでも先週の夜を思い出して、鼓動が速まるのがわかる。

　そんな私の反応に気付いているのか、篤樹は低い笑い声を漏らしながら私の耳を甘噛みした。ビクンと身体が震えてしまう。

「……み～お」

　甘えるような呼び方をしながら、篤樹はわずかに腕の力を緩めた。

　強い抱ほう擁ようが解かれたことにホッとした瞬間。

「っ!?」

　今度は身体を硬直させた。

　篤樹の右手が、私の左胸をふにふにと揉んでいる。

「ちょっ……、篤樹っ!!　どこ触って……！　は、離してっ」

「俺もどこ触ってんのかわからないくらい、ボリュームねえなあ……」

「ひどっ……！」

「ああ、でも安心しろ。俺、別に巨乳好きじゃないし」

　意味不明な慰め方をしながら、篤樹が私の首筋に唇を這わせる。胸を触る手の動きが、エッチになってくるのがわかる。

　本気でパニクりながら、私は慌ててその手を引きはがした。

「なんだよ。嫌？」

　ちょっと拗すねたような声色で、篤樹が私を肩越しに覗き込んでくる。

　茶色い綺麗な瞳で、瞬殺力抜群の上目遣い。

　一瞬くらっと流されそうになったけど、私はなんとか足に力を込めて踏み止まった。そして、渾身の力を込めて、篤樹の腕を解いて逃げた。それだけなのに、ハアハアと肩で息をする。

　篤樹は薄い唇をキュッと結んで、つまらなそうな表情を浮かべていた。

「さ、さっきも言ったけど、責任とか、本当にいいんです！」

　流されるな、と自分に呪文のように言い聞かせて、私は篤樹と向き合った。

「お酒の勢いで……なんて、割とよくある話でしょ？」

　問いかけるように言いながら、ほんとにあるのか？なんて、疑問がよぎる。

「……なるほどね。澪には、よくあるの？」

　篤樹が腕組みをして、探るように私を見遣った。

　篤樹の瞳から逃げるように、私は大きく顔を背けた。

　よくあるわけがないじゃない。ドラマや小説の世界ならそんな軽すぎる恋の始まりもあるだろうけど、少なくとも、私にはそんな経験あるわけないし、一生経験しえないことだと思っていた。

「よくあることだから、一回ヤっただけで付き合うとか言われたら、『私何人の男と付き合う羽目になるのよ！』とか言いたい？」

　皮肉げな笑みを浮かべる篤樹の声に微妙な蔑さげすみを感じて、胸がキュッと締め付けられる思いだった。

　そんなわけないじゃない。こんなの本当に初めてなんだから。

　酔ってたけど、篤樹じゃなかったら、私はちゃんと拒めたはずだ。

　篤樹の言葉だって、『本気にならない』なんて言われなければ嬉しかった。

　崖っぷちギリギリで背を向けているような始まりじゃなければ、私は篤樹を振り払ったりしない。

「あ、篤樹こそ」

　こんな関係を嬉しいなんて思っちゃいけないから、私は言い返す。

「酔った勢いでシちゃった人全員に責任とってたらキリがないほど、該当者多いんじゃないんですか？」

　かわいくない……。

　こんなこと言いたくないのに、篤樹が言った『ラブゲーム』という言葉が、私を頑かたくなにしていた。

　ゲームなんて……遊びの意味合いしかないそんな関係を、私は始めたくない。

「……そうだな。まあ、今まではそんな責任とったことないけど」

　篤樹は軽く目を伏せて、クスッと笑いながら挑発に乗る。

　私は、ギュッと唇を噛みしめた。

「……高校時代、篤樹に憧れてた女子が聞いたら、幻滅しそう」

　悔しまぎれにそう言い捨てると、「そうか？」と返される。

「澪にとってどんな俺だったか知らないけど。俺はそんなに変わってないよ」

「じゃ、王子様とか言われてたあの頃も、こんなスケコマシだったんですね」

「……何世紀前のけなし方だ、それ」

　私にとっては本気の言い合いだったのに、篤樹はブッと吹き出した。あまりに愉快そうに笑うから、私の不機嫌は限界を通り越して穏やかになってしまう。

「……もう」

　はは、と短く漏れた笑い声をきっかけに、私も篤樹につられてクスクス笑った。それを見て、篤樹がフッと目を細める。

「な、なんですか？」

　さっきまでの険悪な空気が一転して、なんだか和む中、篤樹の目がとても優しく感じられる。

「やっと笑った」

「……え？」

　短く低い声にドキッとして、私は無意識に胸に手を当てていた。

「笑わないな～って思ってた。どんな顔して笑うんだろう、って興味持った。で、やっと笑ったとこ見た感想」

　篤樹は早口で淡々とまくし立ててから、そこで意味深に言葉を切った。そして、ニヤリと笑う。

「今度は鳴かせてみたくなった」

　――え？

　予想外の言葉がかけられて、私は一瞬本気でポカンと口を開けた。

　その隙をついて、一度振りほどいた篤樹の腕が、再び私に伸びてくる。

「今日さ」

　不意打ちで捕獲されて、今度は正面から抱き寄せられる。

　弾む鼓動を意識しながら身体を強ばらせる私に、篤樹が楽しそうな声で呟いた。

「涼しいくらい無表情で淡々とした様子で会議に出てる澪を見てて、思ったんだけど」

「え？」

「コイツのエロ顔なんか、誰も想像できないだろうな～って」

「なっ……!!」

　あの凛としたプレゼンの真っ最中に、この人はなんてことをっ!!

　あまりの衝撃に、声も出ない。

　それでも必死の抗議のつもりで、真っ赤になった顔を上げると篤樹を睨みつけた。

　けれど、篤樹は私より何枚も上手だ。

「っつーか。俺も残念ながら覚えてないんだよなって思ったら、ものすごいもったいないことしたような気がしてね」

　胡散臭いくらい綺麗な微笑みを私に向けて、小首をかしげた。そして……。

「今度は絶対目に焼き付けてやる、って、欲情した」

　一層低めた囁き声が、私の耳に妖しく響く。

「っ……！」

　鼓動が大きくリズムを狂わせたのは、この距離じゃきっと見透かされている。

「か、帰って」

　どうしようもなく追い詰められるのを感じて焦りながら、私は必死にそのひと言を口にした。

　ダメだ。もう話し合いどころじゃない。なんていうか、もういろいろヤバくて、それどころじゃない。

「バ～カ。誰が帰るか。せっかくのウィークエンド。自分の女の部屋に来てるのに。泊まってくに決まってんだろ」

　篤樹は飄ひょう々ひょうと宣言して、もう凶器としか言えない、妖艶な色をたたえた瞳で私を捕らえた。

「……澪。見せろよ。お前の感じてる顔」

「っ……」

　大事な大事な淡い恋の思い出の相手から、そんなこと言われたら――。

　篤樹の声も仕草も、ぬくもりも、私から冷静さと理性を奪いとる強力な麻薬になる。

　余裕なんか保てない。

　強引に唇を奪われたら、もうその後はなにも考えられなかった。




　夜の帳とばりが下りて、照明を消した部屋に、カーテンの隙間から月明かりが射し込んでくる。

　篤樹の乱れた息に、同じように乱れる私の息が絡み合うのが、とても不思議な感覚だった。

「……っく、は、あ……」

　一度ビクッと大きく身体を震わせた篤樹が、眉間に皺を寄せて艶めかしい吐息を漏らした。荒い息を整えながら、ベッドを軋きしませて、私の身体から離れる。そして、ゴロンと私の隣に仰向けで横たわると、ふうっと大きく息を吐くのがわかった。

　重なり合ってひとつになっていたふたりの熱は、離れると同時に冷めていく。

　さっきまで絡み合っていた私と篤樹の呼吸のリズムも少しずつ狂い始める。

　私はなにも言わずにクルッと篤樹に背を向けた。

「……澪？」

　怪訝そうに、篤樹が私を呼ぶ。私はギュッと目を閉じて、身体を小さく丸めた。

「……おやすみ」

　私の頭を軽くポンと叩いてから、篤樹がそう言った。

　篤樹の声は聞こえているのに、返事ができなかった。

　ちゃんと拒むつもりだったのに、結局私は篤樹の思惑通りに鳴いて、感じて、乱れてしまった。

　篤樹は私のこと好きなわけじゃないのに、こんな簡単に流されてどうするのよ。

　夢中にさせられてしまった自分に対して自己嫌悪が強まる。

　いやでも、現実を思い知った。

　どんなに経験不足でも、私も二十六歳の大人の女なのだ。

　憧れ続けた人に求められれば嬉しい。愛される喜びに震えてしまう。

　私と篤樹の心は、明らかに不協和音を奏でているのに、いつか共鳴する日が来るんじゃないか、と淡い期待をしてしまう。

　高校生の頃のように、純粋な気持ちだけではいられない。大事な大事な思い出の恋に、二十六歳になった私自身が泥を塗る。

　篤樹と再会してしまった今、もう綺麗な思い出で留めておくことはできないのかもしれない。










矛盾してることはわかってます




　篤樹がプレゼンしたカクテルのプロモーションイベントは、営業企画部一のホープである金かね子こ健けん一いちさんが担当することになった。

　すっきりと短く整えられた黒髪。男らしい太い眉に、力のこもったキリッとした黒い瞳。長身で肩幅が広く、とても体格がいい人だ。

　大学時代はラグビー選手で、ポジションはスタンドオフだったと聞いた。攻守の要になるそのポジションのイメージ通り、頭の回転が速く、とても戦略的な考え方をする。そうやって、今までにいくつものイベントを成功させて、商品のヒットに繋げた実績がある。

　年齢的にも篤樹のひとつ年上と近くて、中途入社の篤樹をうまくサポートしてくれるだろう……と、抜擢した課長は言っていたけれど……。

「だからな、首都圏先行発売の一カ月前じゃ、有名オフィスビルのイベントホールなんか空きがあるわけないだろうが。なんの時期かわかんないのか？　クリスマスだよ、クリスマス」

「わかってますよ、そのくらい」

「なにもデカいイベントホールじゃなくても、サンプル配布や試飲会って形で、クリスマスイベントにかこつけてやらせてもらってもいいだろ」

「金子さんは、自社製品を売る気ないんですか。そんな気の抜けたビールみたいなイベントじゃ、やらないほうがずっとマシです」

「だったらな、片桐。場所、日時、規模。どれかひとつでも妥協してみろ」

「無理ですね。譲れません」

　――と。プロジェクトの始動担当者である私たち三人が集う会議は、このように平行線だ。

　私は金子さんのアシスタントとして、このプロジェクトのメンバーに招集されたのだけど、実は裏から篤樹が指名してきたことは聞いている。

　篤樹も何度か顔を合わせるうちに金子さんとはウマが合わないだろうと読んでいたのか。抗議した私にあっさりと『潤滑剤になってくれ』なんて言ってのけた。

　とはいえ私自身も、これまで金子さんと同じプロジェクトに参画したことはない。同じ部署の先輩だし、それなりの交流はあるけれど、潤滑剤になれるほど親しいわけではない。

　おかげで、今日が二度目になるこのプロジェクト会議も、篤樹がシレッと妥協案を却下した後は、だんまりが続いている。

　営業部は商品を売り上げてナンボの部署だ。そして営業企画部は、そのためのイベントや販促を企画する。

　もちろん、篤樹の希望通りのイベントが開催できれば、初期売り上げにかなり貢献できるだろう。でも、現実的にできることとできないことがあるから、見切り発車するよりは、規模の縮小を提案した金子さんの言い分もわかる。実際今まで規模で妥協しても成功させてきたんだから。

　ここまでくると、篤樹と金子さんのガチンコプライド勝負の様相を呈してくる。三人しかいない会議室の空気が、どんよりと重くなっていく。

「……四宮さん。君はなんか提案ない？」

　大きく足を組んで腕組みして、ため息交じりに、篤樹がいきなり私を指名した。

「えっ!?」

　今までこういう会議で意見を求められたことなんかない。私はただのアシスタントで、プロジェクトの中枢に関わる役割ではないからだ。

　焦る私を一いち瞥べつして、篤樹は言葉を続けた。

「中立案でもいいし、どっちか寄りの意見でもいい。それほど準備期間もないことだし、会議室で沈黙を続ける時間がもったいない」

「片桐。四宮さんはただのアシスタントだよ」

　動揺して口ごもる私に、金子さんが助け舟を出してくれた。

　思わずホッと胸を撫で下ろすと、篤樹が不快そうに眉を寄せた。

「アシスタントでも、プロジェクトメンバーでしょう。俺たちの意見のぶつかり合いを聞いていて、彼女なりに感じたことくらいなきゃ困る。感情のないお人形じゃないんだから」

「そうはいってもな。アシスタントっていうのは、あくまでも俺たちの補佐が仕事だ。こっちも欲しいのは意見じゃなくてサポート。四宮さんもこのスタイルで四年勤めてるんだから。いきなり意見とか言われても……」

「上司や先輩に守られて、誰にでもできる仕事をこなすだけで満足していていいのは、三年目まで。四年目ならもっとアグレッシブに仕事に向き合う必要もあるんじゃないですか？」

　篤樹は、畳みかけるようにそう言い切って、『どうです？』と問いかけるように、上目遣いに鋭い視線を投げる。

　それを見て、金子さんが一瞬声をのむ。そして、大きなため息をついた。

「君の前の勤務先が、社員をどう育ててたかはわからないが、うちはこれでいいんだよ。それに……」

　少し言葉尻を弱めて、金子さんが私をチラッと横目で見遣った。

「……四宮さんは、大人しい人だから。こんな状況で意見を求めても、なにも言えないどころかますます委縮するだけだよ」

　この四年間、同じ部署で私の仕事ぶりを見てきた金子さんが口にするのは、私を率直に表す言葉。いつもならその通りだからなにも感じないのに、今はなぜか、私の胸がチクンと痛んだ。

『だから意見なんて求めても無駄だよ』

　いつものフォローと大差ない言葉が、ニュアンスを変えてそう聞こえたのだ。

　再び降りる沈黙の中、金子さんはフッと腕時計に目を遣って、「失礼」と立ち上がった。

「次の会議があるんだ。今日はこれで。四宮さん。この次の日程は、スケジューラー飛ばしておいて」

「……はい」

　私の返事を聞いて、テーブルに広げた資料をかき集めると、金子さんは会議室を出ていった。その背中を見送って、私も大きく肩で息をした。

　さっきから私をジッと見据えている篤樹の視線に意識が向く。とても居心地が悪くて、私も自分のデスクに戻ろうとした。

　そんな私を「澪」と篤樹が低い声で呼び止めた。その声色に、ドキッとしてしまう。

「……片桐さん。オフィスでその呼び方、やめてください」

「大人しいから意見を求めても委縮するだけ。そんな言い方されて、悔しくないのか」

　フッと息を吐きながら、篤樹が長い足を組み替えた。それを横目に、私は黙って資料を片付ける。

「俺が知ってる澪は、感情豊かで言いたいことはちゃんと言うし、表情だってコロコロ変わる。……俺は、俺といる時の澪のほうがいいと思う」

「っ……」

　サラッと言われた言葉が、思いのほか心に染み入った。

　だけど私は、グッと唇を噛んで俯いた。

「片桐さんといる時の私？　……大人しそうな割に、簡単に身体を開く遊び相手の私のこと？」

　篤樹自身が私に向けた言葉だ。

　篤樹は黙ったまま、目線だけ横に逸らした。

　私は、資料の上でギュッと手を握りしめる。

　それならば、篤樹が『いい』と言ってくれた私は、本当の私じゃない。ちゃんと拒めないのは流されてるだけで、遊ぶどころか全然不慣れだ。

　それでも篤樹に否定できないのは、彼が私を〝そういう女〟だと思ってラブゲームの相手にしたと、わかっているからだ。

　自分でも、バカだと思う。どう考えても、とても矛盾している。

　そんな恋は始められないと心が拒絶しているのに、私は篤樹の関心が失せるのを恐れている。

　だって、悔しいけれど幸せなのだ。篤樹のほうに心はないとわかっていても、今篤樹のそばにいられることが、たまらなく幸せなのだ。

『好き』と気持ちを伝えることもできない、本気にならない恋だとわかっている。

　そんなゲームでしかなくても、彼のそばにいたいか。

　私もいつかはしたい結婚を意識する年頃。彼じゃない他の人と本気の恋を求めるべきか。

　私は、答えを出せずにいる。

「……そっちじゃねえよ」

　私の皮肉に対する返事を考えていたのか、間を空けた後で、篤樹がボソッと呟いた。そして、苛立ちを隠すように、ガタンと音を立てて立ち上がると、大股で私に近寄ってくる。

　座ったままの私に、フッと影がさした。篤樹が背を屈めて私に顔を近付けてくる。

　それがわかって、私は慌てて手でガードしながら顔を背けた。

「や、やめて！　ここがどこだと思ってるんですか!?」

「ここ十日ほど、仕事が忙しくて澪に触ってなかったなあと思って」

「なっ……!?　オフィスなのに、やめてくださいっ」

　必死の防衛が功を奏した。顔にかざした両腕で篤樹の顔をグッと押しのけると、私は肩で息をしながら篤樹を睨みつけた。

　篤樹は悪びれた様子もなく、明後日の方向に目を遣っている。

「社内恋愛しない主義なんでしょ。……こんなのバレたら困るのはお互い様じゃないですか」

「そうなんだけど。オフィスくらいしか一緒にいる時間とれないし」

　飄々と言い放って、口角を軽く上げて微笑む篤樹。

　確かに、ここ十日ほどは篤樹も忙しくて、プライベートをふたりで過ごす時間はなかった。会えない状況にホッとしながらも、私は心のどこかで切なくなっていた、けれど……。

　矛盾しているのは私だけじゃない。篤樹も同じだ。

　篤樹はなぜだか、こうやって仕事で顔を合わせると、ふたりになる隙を狙うようにして仕掛けてくるのだ。

『バレそうになったら速攻終わらせる』

　そう言って勝手に始めたのは篤樹なのに。

　――もしかして。

　篤樹の言動を思い起こしてみてハッとした。

　むしろ篤樹はバラそうとして、わざとオフィスで仕掛けてきているのか。

　誠実ぶって『責任』なんて言ったけれど、本当に『責任』だけの関係を続けるつもりもない。社内恋愛どうこうも、ただの伏線。

　本当はすぐに終わらせるつもりで、早々と周りに気付かせて『はい、終わり』と言うつもりなのか。

　そんなの、嫌だ……!!

　そう思う私もさらに矛盾してる。

　始めないようにしてるくせに、『バレて終わりにしたくない』と思ってるみたいじゃないか。

　自分の思考にグルグルと巻き込まれて黙り込む私に、篤樹は小首をかしげた。そして、隙あり！とでもいうように、再び私に顔を近付けてくる。

「……ダメっ!!」

　わからないなりに、ここはオフィスだという強い意志が働く。

　再び両手で篤樹の顔を押しのけると、うぐっと篤樹が妙な声を上げた。私の渾身の抵抗を感じたのか、篤樹は不貞腐れた表情を浮かべて、私から一歩離れた。

「はいはい。……わかりましたよ」

　そう言って、クルッと私に背を向けた。

　その背中にホッとしながら、やっぱり私はキュンとする。

　篤樹は、俯いた私に背を向けたまま。

「……お前さ。もしかして……」

「え？」

　聞き返す私に、一瞬言葉を躊躇するように、篤樹は黙り込んだ。そして、「いや」と短く自身の言葉を打ち消す。

「とにかく、澪は俺が選んだメンバーなんだから、自分の意見くらい持ってくれ。次は逃がさねーぞ」

「っ……」

　虚を突かれて黙り込んだのは私のほうだ。

　その短い沈黙の間に、篤樹は自分の資料を片付けると、ドアに向かって歩いていった。

「お先に」

　チラッと視線を交わしただけで出ていく背中を、私はぼんやりと眺めることしかできなかった。
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　今年六回目の結婚式。新婦は高校時代の友人で、私は久しぶりに会った親友の大おお山やま沙さ穂ほと並んで座った。

「え～っ!?　それ、すごいラッキーじゃない！」

　現況報告……と称して、篤樹と同じ会社で働いていることを告げると、沙穂は頬を紅潮させてそう叫んだ。

　沙穂は、自分の声の大きさにハッとして肩をすくめるけれど、今は歓談の時間。どのテーブルも会話が盛り上がっていて、ちょっとくらい声を上げても特に目立ちはしない。

「澪、超憧れてたじゃん。チャンスだよ、頑張れ!!」

　手放しで応援してくれる沙穂に、はは、と短い笑い声を漏らした。

　きっと、相変わらず遠くから眺めているだけだと思ったんだろう。一緒の会社で働いてることを報告はできても、その後に続く関係を告白することはできない。

　身体の関係を持ってしまった。しかも、一度で終わらず流され続けてる。

　そんなことを言ったら、高校時代から私を知ってる沙穂は、心臓発作を起こすかもしれない。

「……なに？　浮かない顔」

　横から覗き込まれて、私はハッと我に返った。

「ご、ごめん。なんでもない」

　取り繕って必死に笑みを浮かべる。

　そんな私をジトッと観察すると、沙穂は肩をすくめてから、背もたれに大きくのけぞった。

「私さ。あの時は言わなかったけど、澪、バカだな～って思ってたの」

「へ？」

　繰り出される言葉に、思わず目が点になる。

　沙穂は私にチラッと横目を向けると、ワイングラスを大きく傾けた。口を離すと同時に、式場スタッフがグラスに注ぎ足しに来る。

「せっかく勇気出して告白したくせに、返事も聞かずに、しかも学年もクラスも告げないままで。そりゃ、篤樹先輩が本気で探してくれたら見つけてもらえたと思うけど、告白自体を言い逃げにしちゃって」

　白ワインが注がれたグラスを軽く揺らす沙穂に、私は曖昧な笑みを浮かべた。

「……でも、結局あの後、篤樹先輩は超美人な彼女作ったんだし」

　答えを聞くまでもない。玉砕覚悟の告白だったから、確かに私は言い逃げした。一方的に想いを告げたことに満足して、返事をもらえることは期待していなかった。

　それなのに、篤樹に彼女ができたことを知って、泣いた。落ち込んだ。

　考えてみれば、どこまで自分勝手な告白だったんだろう。

　言葉を尻すぼみにして黙る私に、沙穂は一拍置いてから、「ねえ」と声をかけてきた。

「今の篤樹先輩って、どんな感じ？」

「え……」

　答えようとして、とっさに答えが浮かばない。それほどに、今の篤樹が私に見せる顔がその時々で違うのだ。

　言動に幻滅するのにキュンとする。

　あの頃とたいして変わらないようでいて、その実全然違っていたりして……。

　結局私は、仕事中の篤樹を思い浮かべた。

「……仕事中は、弓道してた時の雰囲気がある」

　ためらいながらの答えだけど、それが正解だと思った。

　凛とした空気。堂々とした佇まい。自信溢れる物言いと、動じない強さ。

　それ以上、なんて言っていいのかわからず無言になった私をジッと観察した後、沙穂はフフッと笑った。

「じゃあ、変わらず誠実で男気溢れる人なんだ」

　サラッと言われて、私のほうがきょとんとして何度も瞬きをした。

「……え？」

　否定の言葉は出ないけれど、沙穂の言い方に疑問は感じる。

　そんな私に、沙穂のほうが驚いた顔をした。

「なんか間違ってる？　弓道部での篤樹先輩って、〝武士〟だったから」

　親友の言葉は、今の私にとって目から鱗うろこだった。
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　三回目のプロジェクト会議は、前回の重苦しさを存分に引きずったままで始まった。

「……片桐。もう大枠だけでも決めないと、広報部にも報告できない。どんなに大がかりなことをやったとしても、広報活動が遅れれば、意味はないんだぞ」

　理性に任せて、窘たしなめるように開口一番でそう言った金子さんに、篤樹も渋い顔をしている。

　結局いつも、どのプロジェクトもこうなる。第一線で顧客層に向き合う営業部には申し訳ないけれど、企画できない以上、プロジェクトは進まないからだ。

　そのことは理解しているんだろう。篤樹は一瞬俯いて、ギュッと唇を噛んだ。

　その様子を確認して、金子さんが自分の案を記したレジュメを差し出そうとした時。

「待ってください」

　私が止めた。

　これまで二回の会議でも、そしてそれ以前も、こんな状況で口を挟んだことのない私の声に、金子さんは驚いて目を見開いた。篤樹もつられるように、私に視線を移す。

「どちらの意見も充足できるわけじゃないんですが。この間、片桐さんが中立案でもいいとおっしゃったので、考えてみました」

　プロジェクトの中心ふたりを前に緊張で鼓動を速めながら、私は会議の前、ギリギリまでかかって作った企画書を差し出した。

　篤樹に言われた通り、四年目になった今、甘えてばかりの仕事で満足してはいけないと思った。

　なによりも……私が一目惚れしたあの時そのままの篤樹が、私の前で真剣に取り組む仕事がある。そのプロジェクトのアシスタントに、彼が私を指名した。その意味を、私なりによく考えてみた。

「会議で挙がった会場候補の空き状況を調べました。確かに、片桐さんの希望の日程は、クリスマスイベントで塞がってるんですけど」

　緊張しながら、自分でもレジュメをめくる。つられるように同じ動作をしたふたりが、ハッと目を見開いて、そのページを食い入るように見つめた。

「その中の一日……。うちの子会社の食品部が、クリスマス向けの高級チーズを紹介するイベントが企画されています。本当はワインとのコラボを狙ったようなんですが、輸入商社との連携がとれず、単独企画になっています」

「……四宮さん。この情報、どこで手に入れた？」

　本当に驚いたように、金子さんが私をジッと見つめた。

　私は肩をすくめてから軽く微笑んでみる。

「女子トイレの噂です」

　私のひと言に、篤樹がブッと吹き出した。そして、心から愉快そうに肩をゆすって笑う。

　それにつられるように、金子さんも、はは、と苦笑を浮かべた。

「……うちの女子トイレは、子会社の未発表情報がどこよりも早いのか」

　私は金子さんに微妙に首をかしげてみせてから、しっかりと顔を上げた。

「ワインではないけれど、カクテルならチーズとのコラボも提案できます。子会社のほうには、会議での決定を待って正式に申し入れる旨、お伺い立ててます」

「……よし」

　金子さんがニヤッと笑ってそう返事をしてくれた。

「さっそく申し入れして、合同プロジェクトを立ち上げよう。広報への情報伝達はどうなってる？」

「あちらもまだ正式な企画発表ができない状態なので、自社の広報への報告はしてないそうです」

「よし。急がないとな」

　いつも厳しい金子さんの強い瞳が、私に『よくやった』と言ってくれている。

　そっと窺い見ると、篤樹も満足そうな瞳を私に向けてくれていた。

　これまで二回の会議が嘘のように、その後は会議室の利用時間ギリギリまで、白熱した議論が交わされた。

　生き生きと仕事をする篤樹の姿に心が洗われる気がして、ただただ嬉しかった。

　会議が終わると、いつもと同じように金子さんが真っ先に会議室を出ていった。

　残された私と篤樹は無言のまま。

　篤樹のほうが先に私に向かって声を発した。

「……やるじゃん」

　短い称賛の言葉に、私は胸を張って微笑んで見せた。

「でも、まあ、たまたまだったんですけど……」

「運も実力のうちだよ」

　シレッとした篤樹の言葉も、どうしようもなく嬉しい。

　私はひと息ついてから、隠すように持ち込んでいた紙袋を、思いきって篤樹に差し出した。

「ん？　なに？」

　手にした包みを眺めてから、篤樹が私に質問した。

　私は俯いて返事をする。

「片桐さん、ここんとこずっと休日出勤してたでしょ？　疲れてるだろうなって思ったから……」

　私の言葉に促されるように、篤樹が包みを開けて確認する。

「あの……。高校時代に、聞いたことあるから。疲れた時は、甘い物バカ食いするって」

　彼に渡したのは、かなり久しぶりに焼いたクッキーだった。

　手にした包みを見つめる篤樹を見ていると、妙な気恥ずかしさが込み上げてきた。

　私の視線の先で、篤樹が口元だけわずかに歪めて微笑んだ。

「……甘い物バカ食いしてたのは、高校時代まで。今は大人だし、酒に走るよ」

「あ……。ご、ごめんなさい。そう、ですよね……」

　私ったら。なんて思考がワンパターンなんだろう。

　篤樹が高校を卒業してから、もう十年経つんだ。あの頃のように、甘い物でストレス解消とかしてるわけがない。

「……けど、サンキュ。ありがたくいただく」

　続く篤樹の言葉に、思わず顔を上げた。

　篤樹が、包みからマーブル模様のクッキーを一枚取り出して、口に放り込んだ。それを目を丸くして凝視していると、篤樹はモグモグと咀そ嚼しゃくしながら、私から顔を背けた。そして、ゴクンと飲み込む。

「……澪」

　少し沈黙を保った後、篤樹がボソッと私の名前を呟いた。

　今は私も、『オフィスなのに』なんて無粋なツッコミをするつもりはなかった。けれど……。

「……俺の疲れが一瞬で吹っ飛ぶ方法は、他にあるんだけど」

「はい？」

　聞き返した私を手招きして、篤樹が私に耳打ちした。途端に、私の顔がボッと熱を持つ。

　篤樹は、私の反応にニヤリと笑った。

「……今夜、いい？」

　篤樹の指が、私の髪をサラッと梳すく。その手が下に降りてきて、意味深に頬を撫でた。

　ドキッと鼓動が跳ね上がる。

　思わずコクンと頷いてしまいそうになった時、会議室の外の廊下が騒がしくなった。隣の会議室から廊下に出てくる人の気配が感じられる。

　ハッとして頷くことを踏みとどまった。

「ばっ、バカッ……!!」

　私は篤樹を突き飛ばすと、急いで会議室から逃げ出した。
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　営業企画部と営業部の定例合同会議で、金子さんがプロジェクトの進捗状況を報告した。

　最初こそ不安な始まりだったけど、子会社との合同プロジェクトが発足してからはとても順調だった。

　お互いの広報部への報告も先週終えて、これから一カ月ほどの間で発売予定の女性向け月刊誌の広告ページの確保もできている。

　オフィスビルオーナーの不動産会社担当者への挨拶も済んだ。

　二社合同という形になって、結果的に予算の縮小にも繋がり、営業部の収益予測は上方修正だとか。

　金子さんの報告を聞いて、部長も課長も満足そうに何度も頷いていた。

　いつもと同じように、表情を動かすことなく真面目に聞くだけの私も、そんな上司の反応は嬉しかった。

　会議を終えて、心の中にはいつもと違う充足感があった。

　会議室からみんながぞろぞろと出ていく。

　篤樹も金子さんに声をかけられて、並んで歩きながら言葉を交わしている。

　ふたりの背中を見送っていた私に、営業部の橋本さんが、おずおずと話しかけてきた。

「あの……四宮さん」

　篤樹を見つめてしまっていたのがバレたのか、と慌てて気を引きしめて、歩み寄ってくる彼女を警戒する。

「プロジェクト、順調みたいで……おめでとうございます」

「あ、ありがとうございます」

　ぎこちなく笑みを浮かべて、当たり障りのない返事をする。軽く会釈して、私も外に出ようとした。そこを、また呼び止められる。

「あの……四宮さんって、片桐さんと親しいんですか？」

「え？」

　反射的に、ギクッとした。

　思わず振り返ると、橋本さんは真っ赤な顔をして俯いている。

「あのプロジェクト、私もアシスタントに志願したんです。でも、営業企画部のほうから四宮さんを、って指名したのは片桐さんだと聞いて……」

「あ、えっと……」

　それは、以前篤樹が言った通り、金子さんとの〝潤滑剤〟としてだ。篤樹の期待に応えられているのかは微妙だけど。

「営業部でも、片桐さん、よく四宮さんのこと褒めてるから。なんか親しそうだなって思って……」

　橋本さんがなにを勘繰って言葉尻をすぼめたのか。私の心には、ジワジワと焦りが広がっていた。

「もしかして……片桐さんと付き合ってる、とかじゃないですよね？」

　探るように上目遣いに見られて、ドクンと心臓が騒いだ。

　嫌な予感はもちろんしていたけれど……。

　橋本さんが、私と篤樹の仲を疑っている。これって、間違いなく〝バレそうな状況〟じゃないのか。

　それに続く、胸に刺さったままの篤樹の言葉が、私の頭の中でグルグル回る。

「そんなこと、あるわけないじゃないですか」

　心臓をバクバクさせながら、私は橋本さんの言葉を否定した。声がひっくり返らないように、細心の注意を払う。

「私と片桐さんとか……絶対あり得ないです」

　繰り返しそう言うと、橋本さんがホッとしたように笑顔を浮かべた。それを見て、チクンと胸が痛む。

　ああ、やっぱり橋本さんって……。

　気持ちが落ち込んでいくのを感じながら、私は今度こそ頭を下げて、急いで会議室から出た。

　誰もいない廊下を、靴の爪先だけを見ながらまっすぐ歩いた。非常階段に続く角を曲がろうとした時。

「バ～カ」

　すぐ横からそんな声が聞こえてきて、私はビクッと身体を震わせながら足を止めた。

　廊下の壁に、篤樹が腕組みして背を預けている。

「あつ……片桐さん！」

　思わず声を上げてしまって、慌てて口を手で塞いだ。

「言えばよかったのに。片桐さんと付き合ってます、って」

　からかい交じりのクスクス笑い。

　私は反射的に篤樹を睨んだ。

「付き合ってない」

「やることやってんのに」

「っ……！　そんなの、わざわざ自分からバラすことないじゃないですか」

　カッと頬が赤くなるのを意識しながら言い返すと、篤樹はハアッと深い息を吐いた。

「……どうするんだよ。あの子、近々俺に告ってくるぞ」

　軽く会議室のほうを見遣る視線から、私は顔を背けた。

「好きに返事すればいいじゃないですか。『社内恋愛はしないから、本気じゃなくていい？』とか」

「澪がいるから、それも無理だな」

　当然のように言われるから、思わずグッと言葉に詰まった。

　そんな言葉を嬉しいと思っちゃいけない。篤樹が本気で私を好きなわけじゃないんだから。

「は、橋本さんも平等に相手してあげたらどうですか……。そもそも私、最初からそんなつもりじゃ……」

「平等に、って。……あのなあ。言っとくけど、俺はこれまで複数同時進行なんかしたことないし、する気もない。澪だけで十分だよ」

　わずかな苛立ちを感じさせる言葉に、ドキッと胸が高鳴った。無意識に顔を上げて、篤樹を見つめてしまう。

「だ、だってこの間……」

「該当者どうこうの話？　酔った勢いでやったのは、お前が初めてだよ」

「っ！　嘘」

「なんで嘘だよ。あの時はお前が決めつけたいみたいだったから、流しただけ。正直なとこ、あの朝は俺だって混乱したんだ。まさか同じ会社で一緒に仕事するヤツと。……高校の後輩と……」

　私の視線から居心地悪そうに顔を背けて、篤樹は一歩踏み出すと先に立って歩き始めた。私は慌ててその背を追う。

「あつ……き」

　思わず、名前で呼びかけてしまう。

　篤樹が足を止めて、私を振り返った。そして、口角を歪めて笑う。

「初めてオフィスで名前呼んだな」

「……！」

「それでいい。オフィスだからって、ふたりで会話してるのに『片桐さん』じゃ、よそよそしいだろ」

「……よくない」

　俯いて、そう呟いていた。

　篤樹が仕事で私を指名した。一緒に仕事をする私を褒める。それだけで橋本さんの疑いを招くのだ。

　どこで誰が見てるか、聞いてるかわからない。もっと意識的に隠さないと、社内恋愛なんてどこでバレるかわからないのに。

　篤樹が、私だけと言ってくれた。それがただ嬉しかった。

　沙穂が言ってたように、篤樹が私に構うのも、本当に誠実さの表れなのかもしれない。

　そう感じて、篤樹に甘えてみたくなった。

　そんな私らしくない考えが、ほんの一瞬でも油断に繋がってしまい、つい名前で呼びかけてしまった。

「バレそうになったら、終わりだって言ったくせに……」

　唇の先で呟いた声は小さくて、篤樹には届かなかったようだ。「ん？」と促すように首をかしげて、私が追いつくのを待っている。

　私は黙って首を横に振って、大きく二歩歩いて篤樹の隣に並んだ。

「……片桐さん、どうして社内恋愛否定派なんですか？」

　思いきって、そう訊ねる。

　頭上で、篤樹が苦笑した。そして、黙ったまま先に一歩踏み出す。

「……聞いちゃいけないことですか？」

　ほんの少しはばかるように声をひそめて、チラッと篤樹を見上げる。

　篤樹は前を向いたままで、フッと笑った。

「後始末が、面倒だったからね」

　降ってきた返事に、チクッと胸が痛んだ。

「……食わず嫌いじゃないってことですね」

「味見済みです。……まあ、おかげでヘッドハンティングの話受ける気になったし」

　あまりにシレッと語られるから、後始末がどれほど面倒だったのかはわからない。

　なんだか悶々と考えながら、私は篤樹の視線を感じて、ふいっと顔を上げた。そして、不覚にもドキッとしてしまう。

「ここに来たから、澪と出会えた。いや、再会できた、か？」

　そんなことを言って、篤樹が優しい瞳を私に向けていた。

　思いもよらない言葉に、思わず息をのんでしまう。

「だ、誰にでも同じこと言ってるんでしょう」

　鼓動が高鳴るのを気付かれたくなくて、かわいくないことを口にしてしまう。

　本当は、そんなふうに思ってない。さっき篤樹が、私だけって言ってくれて、あれだけ嬉しかったのに。

「……本当に、お前だけにしか言ってないよ」

　篤樹は、さっきの言葉を繰り返してくれた。まるで私が、同じ言葉を返してほしいと願ったのを、見透かしているみたいに。

　ときめいちゃいけないのに。

　どうしようもなく、胸がキュンとした。










堕ちる覚悟はできてました




　子会社との打ち合わせを終えてオフィスに戻る途中、ちょうどお昼時になったので、金子さんの提案で、ランチをとってから帰ることになった。

　イベント会場になるオフィスビルのレストランフロアは、サラリーマンやＯＬで賑わっている。ガレットが有名なカフェレストランに決めると、篤樹が胸ポケットから携帯を取り出して、「ちょっと」と断りを入れた。

「一本電話入れてきます」

　そう言って、人気のない静かなスペースを探して離れていく。篤樹を見送って、私と金子さんは先に店内に入った。

　隣はＯＬグループで、私と金子さんがテーブルに着くと、チラッと視線が向けられるのを感じた。そして、会話を再開するのが聞こえてくる。

「でさあ。なんとなくいい雰囲気になったし、そのままシちゃったんだよね……」

「え～!?　経理の宮みや部べさんと？　エリートどころだし、ラッキーじゃん。……どうだった？」

「それがさあ……。もうちょっとどうにかならないかなあ……とか」

「ちょっと、評価辛くない？　よくなかったわけじゃないんでしょ？」

　お水を飲みながら、ブホッと吹き出しそうになってしまった。向かい側に座って頬杖をついている金子さんの耳にも、もちろんちゃんと聞こえていて。

「……女ってえげつないこと話してんのな」

　眉をひそめて、ボソッと小声で呟いた。

　暑くもないのに、変な汗が背中を伝う。真昼間のカフェで堂々とこんなことを話題にされたら、こっちのほうが肩身が狭くなる。

　テーブルのこの近さじゃ嫌でも聞こえてしまうのに、どうしたらいいんだ。

『えげつない』と言いながらも、金子さんが隣の会話に耳をダンボにしているのがわかる。「金子さん」と声をひそめてたしなめると、彼は肩をすくめて私を見遣った。

「もしかして、四宮さんも女同士だとそういう話で盛り上がるの？」

「……はっ!?」

　予想外の質問に、ギョッとして目を見開いてしまう。

　答えずとも、私の反応で十分だったのか。

「……まあ、ないだろうな」

　金子さんはあっさりと質問を自己完結して、大きく何度か頷いた。

「あ、当たり前じゃないですか、なんてこと聞くんですかっ」

　微妙に赤い顔で金子さんを咎とがめた時、彼のスーツのポケットから携帯が振動する音が聞こえてきた。「ん？」と反応して携帯を取り出すと、金子さんは一瞬眉間に皺を刻んだ。そして、私にひと言告げる。

「悪い。社からだ。片桐が戻ってきたら、適当にオーダーしておいて」

「はい」

　私の返事が届いたかどうか。金子さんはすでに背を向けていて、大股でお店から出ていく。

　なんとなくホッとしながら肘をついて両手で顎を支えると、隣のＯＬの話題はさらにヒートアップしていた。

　ああ……。いたたまれない。どう聞いても、〝彼じゃない人と勢いでシちゃった話〟で、私にも身につまされるものがある。

　頼むから、筒抜けになってしまう場所で、普通の顔してこんな話をしないでほしい。

　聞いてるうちにどんどん赤裸々になっていく話題から、私は徐々に隠れるように顔を背けていた。その時。

「……際どいこと話してんな～……」

　私の向かい側の椅子がガタッと音を立てて引かれ、篤樹がドカッと座った。そして、少し身を屈めて私に小声でそう呟く。

　ギョッとして、思わずしゃきっと背筋を伸ばしてしまった。

「あっ……あつっ……」

「なに？　聞き耳立てて俺とのこと思い出してたとか？」

「ちょっ……！」

　ニヤッと意地悪に笑う篤樹に慌てて、私はキョロキョロと辺りを見回した。

　篤樹はそんな私をおもしろそうに眺めて、シートに深く背を預ける。

「金子さん、至急の呼び出し食らったから先戻るって。思いがけずふたりになったな」

　なんとも愉快そうにクックッと小気味よく肩を揺する篤樹に、なんとなく隣のＯＬが視線を向けたのが感じられた、次の瞬間。

「……っ」

　彼女たちが大きく息をのんだのがわかった。それを気配で感じたのか、篤樹も頬杖をついたまま、チラッと目だけを彼女たちに向ける。

　すると、彼女たちの視線が、おもしろいくらいサーッと引いていった。そして、さっきまでの勢いはどこへいったのか、とても大人しくコソコソと隠れるような声で話し始めた。しかも、どうやら話題も真っ当なものに変化しているらしい。

「……イケメンには聞かせられない……か」

　態度があまりにあけっぴろげで、金子さんに失礼じゃないかと思いながら、私は辿り着いた答えをボソッと呟いた。「は？」と篤樹から聞き返される。

　私は慌てて首を振って自分の呟きを打ち消した。

　篤樹はきょとんとした目で一度首をかしげてから、「そうだ」と思い出したように切り出す。

「澪。明日の夜、空けとけ」

「は？」

『暇か？』じゃなくて『空けとけ』ときたか。

　命令調で言われて、ムッとしていいはずなのに、ドキドキして顔が綻びそうになってしまう自分をどうすればいいのか。

「……なんの用ですか？」

　だけど私の口をつくのは、警戒心いっぱいの、下から探りを入れる言葉だ。

　それでも、篤樹は特段気にした様子もない。

「接待の予定が急きょ延期になって、ぽっかり予定が空いた。だから」

　篤樹はそこで言葉を切って、意味深に瞳を妖しく光らせると、グッと身を乗り出して私を上目遣いに見つめた。

「ヤらせろ」

　ギョッとして、私は大きく目を見開いた。思わずゴクッと飲み込んだ唾でむせる。

「なっ……ちょっ……!!」

　むせて息ができないのと、篤樹のとんでもないひと言で、顔が茹でダコのように真っ赤になる。

　その上、隣にも篤樹の声が聞こえたのか、小さな悲鳴のような声と、好奇の視線がビシビシと突き刺さる。

「篤樹っ!!」

　ようやくむせが治まって、私は涙目になりながら篤樹に抗議の声を上げた。

「八時には終わるから、マンションで待ってろ」

「ま、待ってください。私っ……！」

　恥ずかしさのあまり、泣きそうだった。

　ふるふると身体を振るわせて篤樹を睨むと、彼も無言になって肩をすくめた。

「……ま、半分は戯たわむれとしても……。とにかく空けとけ。ちょっと、確認したいことがある」

　からかう色をスッと引いて、篤樹はシートに背を戻すと、軽く腕組みをした。

　そのガラッと変わった口調に、私はハトが豆鉄砲状態で目をぱちくりさせた。

「な、なに……？」

　今度は警戒心でいっぱいになる。

　さっきと同じように篤樹の表情を探ると、篤樹は小さく苦笑した。

「たいしたことじゃないよ。ちょっと……ここじゃ無理だし、だから明日」

「……？」

　篤樹がなにをしようとしてるのかわからなくて、私はただ首をかしげた。

　けれど、話を完全に切り上げた篤樹から、それ以上聞き出せることはなかった。




　＊　＊　＊




　篤樹がウチに来るなんて、何週間ぶりだろう……？

　久しぶりだな、なんて帰りの電車でつい手帳を見て日にちを数えてしまってから、ハッと我に返った。

　いやいやいや……。違う!!　断じてウキウキしたりしてない！ラブゲーム宣告されてから、実際に既成事実は一回だけ……なんて思い返したりなんかしてない!!

　そんなことを考えてドキドキするなんて、私のほうが期待してるみたいじゃないか。

　ふざけた遊びの相手にされるなんて絶対嫌。篤樹がゲームに飽きるまで、私は逃げて逃げて逃げまくらなきゃいけないのに。

　今朝からすでに、下着の色とか、すごい真剣にセレクトしたりした自分が情けない。

　手に持ったままの手帳を慌ててバッグに戻すと、火照る頬を押さえ、浮き足立つ心を抑えるように、大きく息を吐いた。

『ヤらせて』は篤樹が言った通り、戯れと捉えるとして。篤樹が確認したいことって、なんだろう。言葉で解決できないこと？

　だから、ウチに来るんだろうけど、それならウチでなにができるというんだろう。

　そっちに思考を寄らせると、私の不ふ埒らちなウキウキは徐々にトーンダウンしていってくれた。

　いい調子。このまま余計なことを考えずに、篤樹を迎えなければ。

　またからかわれるのは目に見えてるから、気張ってご飯を作るのはやめた。もしそういう流れになったら、適当にパスタでも茹でればいい。

　いや、そうやって計画を立ててるあたり、結局私は気張ってるのか。

　部屋の真ん中で三角座りをして、時計の針が進むのをただ見つめる。夜八時が近付いてくるのを目で確認しながら、妙な緊張が膨れ上がっていく。

　けれどそれはとても心地よくて、私の身体を火照らせる期待にも近い。

　なに考えてるのよ……と自分を叱しっ咤たしながら、私はごまかしようのない自分の気持ちに気付いてしまう。

　篤樹が来てくれるのが嬉しいのだ。

　ふたりで過ごせるのが幸せなのだ。

　これがたとえ恋じゃなくても、それでいいと思ってしまうくらい、私は篤樹に焦がれている。高校生の時の片思いをそのまま今にトレースする必要はない。大人になってしまった今、もう綺麗な思い出で済ますことはできないんだから。

　あんな純粋な恋心じゃなくても、今の私が世間一般的な大人の女として篤樹に向き合うとすれば……。

　本気じゃなくても、ただのゲームでも。常に崖っ淵に晒された綱渡りの恋でも、それが篤樹と私にできる唯一の恋の形であるなら、なにも始めないまま終わるより、よっぽど建設的というもの。

　私さえ割り切れば、篤樹は今、私だけだと言ってくれる。好きだと言えなくても、言ってもらえなくても、その言葉だけで、十分幸せじゃないか……。

　理性と本能がせめぎ合う。

　こんな葛藤も、結局私のないものねだりだ。

　どうする？　私。

　頑固に理性を貫く？

　素直に本能に従う？

　私はなにを求めてる？

　わからない。わからない。わからないけど……。

　頭の中が沸騰しそうなくらい、いろんな感情が沸き上がる。

　すべてをひとつずつ拾い上げて、これじゃないあれじゃないと吟ぎん味みしていられないくらい、私は焦れている。

　私が選びたい答え。それは……。

　インターホンの無機質な電子音が、一際大きく狭い部屋に響いた。

　一瞬ビクッとしてから、弾かれたように受話器を取ると、この間とまったく同じ「俺」という篤樹の声が耳をくすぐった。それだけでキュンと胸が疼うずいて、彼が訪れるまでのほんの数十秒の間に焦らされて、ソワソワしてしまう自分がいる。

　ドアの向こうに気配を感じた。鍵を開けるのももどかしい。

　私は勢いよくドアを開けて、そこに立っている篤樹の姿を視界に捉えた。

「ただいま」

　この間と同じ挨拶に、ドクンと胸が大きく震えた。

　玄関に立ち尽くしたままなにも言えない私に、篤樹は怪訝そうに首をかしげる。そして、とても意地悪に目を細めて、背を屈めて私の瞳を覗き込んだ。

「待ちわびた？　そんな顔してる」

「っ……！」

　言い当てられて、私はとっさに顔を背けた。

　篤樹はクスクス笑いながら私の横をすり抜けて、「お邪魔します」と言いながら部屋に上がっていった。

　振り返って篤樹の背中を見つめながら、あんなに頭の中でひしめいていたたくさんの感情が、振るい落とされてひとつになったのを実感する。

　篤樹のことをひとりきりで悶々と考えているだけじゃ出なかった答えが、彼の顔を見ただけであっさりと見つかってしまった。

　そんな自分に、戸惑う。

「……あれ。今日はメシ作ってくれてないの？」

　さっきまで私が座っていた部屋の中心に立った篤樹が、ゆっくりと私を振り返った。

　からかい交じりの声に、グッと唇を噛んで、篤樹の前に歩み寄った。

「……篤樹が確認したいことって、なに？」

　意識的に声を低めてゆっくりと訊ねた。

「教えてください。早く」

　まだ上着を着たままの篤樹に、私は矢継ぎ早にそう畳みかけた。

「なに？　せっつくね」

　篤樹も苦笑している。

「でも……まあ、今日の用件はそこだし。……あのさ、澪」

　軽い口調で言ったかと思うと、私の名前をいきなり声のトーンを低めて呼んだ。なにかを含ませるように意味深に聞こえて、ドキッと鼓動がリズムを狂わせる。

　その瞬間……。

「っ……！」

　篤樹の手が私の両肩を掴んで、私は強く引き寄せられた。篤樹が背を屈めて私に顔を近付けてくる。照明の明かりが遮られて、私に彼の影が落ちた。

　キスされる。

　そう感じて、私はギュッと目を閉じて……。

「……え？」

　落とされないぬくもりに焦れて、そっと目を開けた。そして、何度も瞬きをする。

　すぐ目の前には篤樹の綺麗な茶色い瞳。けれど、篤樹はキスを遮るように、私の口を右手で覆っていた。

「な……なに……？」

　篤樹の行動の意味がわからない。

　戸惑いに揺れる瞳を凝らして、篤樹の瞳に問いかけた。

「……なんで……しないの？」

　そんなねだるようなことを、本当に私が口にしたのか、信じられない。

　篤樹にとっても意外だったのか、茶色い瞳がかすかに揺れた。

「……したい？」

　探るように訊ね返される。

　意味がわからなくて、私の鼓動が妙な緊張感に晒されて、速度を上げ始めた。

「あつ……」

「いいよ。したいなら、澪からして」

「……っ……！」

　篤樹らしくない焦らし方。彼の言葉がとても信じられず、私は耳を疑った。

　篤樹は私の瞳を射抜くように見つめたまま、私の口からそっと手を離す。

「ほら。早く」

　私の反応のひとつひとつを見逃さないというように、篤樹はスッと目を細めた。

　促されても、私は硬直して動けない。

　すぐ目の前に篤樹がいる。ほんの少し私のほうから顔を寄せれば触れ合うくらい近くに、篤樹の唇があるのに。

「なん……で」

　混乱する。

　私にだってわかる。篤樹は私の反応を、行動を、試そうとしてる。

　こんな意地悪をして、私がどういう態度をとるか確かめようとしてるんだ。

　だけど、なんのために？

　意味不明な不安が心を埋め尽くして、私は一ミリ先にも動けない。

　やがて、篤樹が目を伏せて、フッと小さな息を吐いた。そして、私の肩から手を離すと、少し距離をあけるように、一歩足を引いた。

　その途端、緊張の糸が切れたように身体から力が抜け落ちる。私はその場にペタンとしゃがみ込んでしまった。

　そんな私の前に片膝をついて、篤樹がゆっくり私を覗き込む。そして……。

「……ごめん」

　ひと言、短く呟いた。

「無理だよな。澪、こういうの慣れてないだろうから」

「……あつ……き？」

　さらに続いた篤樹の言葉に、私はただ呆然として彼を見つめる。

　篤樹はどこか居心地悪そうに私を視界の中心からずらして、「ごめん」ともう一度口にした。

「相当遊んでるなんて……誤解した。っていうか、お前もちゃんと否定しろよ」

　ちょっと拗ねたような言い方をして、篤樹は私の髪をクシャッと掴むようにして撫でた。

「……え？」

　大きく目を見開いて問いかけると、篤樹は困ったような笑みを浮かべてその場にスクッと立ち上がった。

「澪の反応とか、仕事中の周りの評価とか……ちゃんと知るうちに、不可解な気分になった。俺の前の澪と、普段の澪と、どっちが本当だかわからなくなって、なんか俺、とんでもない勘違いしてるんじゃないか？って思い始めて……」

　私に背を向けて、篤樹は自分の混乱を抑えるかのように、クシャッと髪を掻き上げた。

「……わかってたら、あんな形で抱いたりしなかったのに」

　掠かすれるような声で紡がれた言葉が、大きく私の胸に突き刺さる。ドクンドクンと、怖いくらい不吉な音を立てる。まるで断だん末まつ魔まの咆ほう哮こうのようだと思った。

「篤樹……」

　呼びかけた声が、まるですがるように聞こえる。

「もう振り回したりしないから」

　なにかを吹っ切るように突如明るくトーンを変えた声が、私にそれ以上を言わせない。

「ちゃんと澪を大事にしてくれる男と本物の恋をしろ」

　そう言って、篤樹は私を肩越しに振り返った。

「……俺じゃ、本物にはしてやれないから」

　優しい声で、彼は残酷なひと言を沈め込む。

　私の中で、なにかが大きく砕け散ったような気がした。

「ごめんな、澪」

　篤樹は早口でそう言い切ると、ニコッと私に笑いかける。

　その笑みが、私の心を大きくえぐった。

　あの頃と変わらない。私がただ遠くから憧れるだけだった弓道部の王子様。

　今、篤樹は私が憧れ続けた頃の笑顔で心を射抜いておきながら、私の想いにとどめを刺す。

「篤樹っ！」

　大股で玄関に向かう篤樹を、必死の思いで呼び止めた。

　けれど、届かない。篤樹は玄関先で一度立ち止まるだけで、振り返ってくれないまま、ドアを開けて出ていってしまった。

　閉ざされたドアを、ただ呆然と見つめる。

『澪にとってどんな俺だったか知らないけど。俺はそんなに変わってないよ』

　本当だ。篤樹が言った通り、彼はあの頃と変わってない。

　あれから何年経ってどんなに私が成長しても、彼に合わせて背伸びをしても、篤樹は私の手が届く人じゃない。届いていい人じゃない……。

　ハアッと大きな息を吐いて、煌こう々こうと私を照らす天井の照明に向かって顔を上げた。まぶしさに、ギュッと目を閉じる。

　――覚悟。したのにな……。

　心の中でそう呟いた時、目尻から頬の横を抜けて、首筋に冷たいものが流れ落ちた。

「……堕ちる覚悟、できたのにな……」

　小さく掠れた声が、耳の奥を震わせた。
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　ぼんやりと頬杖をついて、ただひたすらテーブルの木目模様を見つめていた。そこに突如、コツコツと硬質な音が割り込んでくる。

　ハッと顔を上げると、私の隣の席で金子さんが苦い顔をして、手にしたペンでテーブルを叩いていた。そして無言のまま、スッと顔を前に向けて、私の視線をその方向に促す。

　前方の大きなプロジェクターの隣に立つ篤樹が、困ったように首をかしげていた。

「四宮さん。次」

　はっきりと言葉で促されて、私は慌てて右手のマウスを動かした。

「二ページ分先まで送って」

　コソッと金子さんに指示される。それだけで、冷汗をかきそうだった。

　カチカチと音を立ててマウスを二回クリックすると、プロジェクターには次の次のページが映し出される。それを確認して、篤樹がポインターを動かしながら、よく通る声でプレゼンを再開させた。

　ホッと息を吐く私に、咎めるような視線が注がれる。

　そっと目を上げると、まだ苦い顔をした金子さんと目が合ってしまった。

「すみません」と小声で謝り、できる限り身体を縮込めた。

　――ああ、情けない。大事なプロジェクト会議なのに、まったく頭に入らないくらい、上の空になるなんて。




「会場決定の提案をした四宮さんは成長したなと感心できたが、また元に戻ってしまったようだな」

　会議に出席していた子会社側のメンバーを篤樹が見送りに出たタイミングで、金子さんがため息交じりにそう言った。

「すみません……」

　肩をすくめて俯いたまま、私は返す言葉もない。

「いや、元にじゃないな。以前の君は、積極性には欠けても、事務能力の面では高く評価できた。それが……」

　その先を続けるのも忌いま々いましいというように、金子さんが言葉を止めた。

「……なにかあったか？　この一週間、君は変だ。四宮さん」

　最後は心配するような口調になって、私はグッと声をのんだ。鼻の奥のほうがツンとしてくる。

「……すみません。すみません」

　なにも説明しようとせず、ただ謝罪だけを繰り返す私に、金子さんは再び深いため息をついた。そして、言葉を探すように無言になった後、私の頭をポンと叩いた。

「四宮さん、頼むよ。イベントまでもう三週間を切ってるんだ」

　震えそうになる声を必死に抑えて、なんとか「はい」と返事をした時、篤樹が会議室に戻ってきた。

「金子さん。後片付けは俺がやります。次、別件の会議でしょう？」

　大股で歩いてくる篤樹に、金子さんが「ああ」と返事をした。そして、私にクルッと背を向ける。

　会議室から出ていく金子さんを、私は頭を下げて見送った。

　どのくらいそうしていたか。

　私が顔を上げるまで、会議室には物音ひとつ立たなかった。

　顔を上げても目を伏せたまま、私は持ち込んでいたノートパソコンを片付け始める。そんな私に、「澪」と篤樹が、小さな声で呼びかけた。

　反射的に、ビクッと身体が震えてしまう。

「俺と一緒のプロジェクトじゃ、やりづらい？」

　続く言葉に、私はおずおずと目を上げた。

　篤樹は私に横顔しか見せないまま、テーブルに残った資料を片付けている。

「それなら、アシスタント交代考えるよ。やりたいって言ってる子、いるから」

「っ……」

　思わずグッと息をのんだ。

「……それって、橋本さん？」

　掠れる声で訊ねると、篤樹は黙ったまま何度か頷いた。

「橋本さんが篤樹に想いを寄せてるの知ってて、彼女と交代させるの？」

　そんなつもりはないのに、咎めるような口調になってしまう。

「……仕事だけじゃなく、プライベートの相手も彼女にスイッチするんだ……？」

　私らしくない、刺々しい嫌味な言葉が、ますます自分を惨めにする。

　篤樹はほんの少し不快な表情を浮かべただけで、小さく息を吐いた。

「イベントまで日が迫ってるのに集中できないなら、他のメンバーの士気も下がるし邪魔になる。それだけだ。勘繰りたいなら、好きにしろ」

　篤樹は落ち着いた口調でそう言うと、私を一瞥した後、会議室から出ていった。

　ひとり取り残されて、私は自己嫌悪のため息をつく。

「……懐かしい。その言い方」

　そんな自じ嘲ちょうめいた言葉が、私の口から漏れた。

「邪魔になる。それだけ……か」

　たった今、篤樹に言われた言葉を繰り返して呟くと、初めて篤樹の声を聞いた時のことが脳裏に蘇ってくる。

『弓道部の見学に来たなら、呼吸音も自粛するくらいのつもりで気配消して佇んでろ。それができないなら、邪魔なだけだ。さっさと神聖な道場から出ていけ』

　不遜だけど堂々と言い放った篤樹が作り上げた、弓道場に張り詰めた凛とした空気。

　私はあの時、篤樹に一目惚れした。

　今も、仕事中の篤樹はあの時と同じ空気を纏まとう。篤樹にとってオフィスは〝神聖な道場〟に匹ひっ敵てきする場所なんだろう。それなら、今の私は邪魔になるだけかもしれない。

　人生で二度、同じ人に失恋をした。本当は弱くて臆病な私には、到底乗り越えられる痛手じゃない。特に二度目は……寄り添って共鳴できるかもしれないなんて、束の間でも夢見てしまったから、心はえぐれて修復不可能だ。

　アシスタントを交代させてもらうべきだ。冷静に考えて、そう思う。

　けれど、代わりのアシスタントが橋本さんになるのなら、私はまだ納得できない。
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　それから三日後――。

　私は沙穂を通してなんとか手に入れた電話番号を、自分の携帯に打ち込んだ。何度も躊躇しながら、思いきって発信ボタンを押す。

　相手が見知らぬ番号には応答しない主義だったり、留守電設定をしていなかったりしたら、連絡手段は考えなければいけない。でも、普通に仕事をする中堅どころのサラリーマンなら、なんとか連絡をとれるんじゃないか……。私はそう思っていた。

　一回、二回……。呼び出し音が、鼓こ膜まくに響く。

　時間は夜十時を過ぎたところ。五回待っても応答しなければ、改めるつもりだった。

　だけど、神様はまだ私に力を貸してくれているのか。四回目のコールで、聞こえる音に空気が混じった。

《……はい？》

　当然ながら、訝し気な声。それでも私はホッとして、見られてるわけじゃないのに、しっかりと正座をして背筋を伸ばした。

「夜分遅く、申し訳ありません。……あの、私、四宮といいます」

《……はあ？》

「突然すみません。……片桐篤樹さんの会社の後輩で、同じプロジェクトチームに入ってます」

　早口でそう言って会社名を名乗ると、電話の向こうの相手がわずかに息をのんだ。

《え？　篤樹の会社の……？》

　確認するように訊ねられる。私は「はい」と答えた。

「二年後輩にあたります。……あの、突然で申し訳ないんですが……」

　この期に及んでまだ躊躇する自分を奮い立たせるように、私は一度大きく息を吸った。

「片桐さんのことで、どうしてもお聞きしたいことがあるんです。いつでも結構です。お会いしていただけないでしょうか……？」

　誠心誠意、はっきりとそうお願いした。

　相手は戸惑った様子で少しの間沈黙した。けれど、小さな息を吐いた後。

《いいよ。それなら、今週の木曜日の夜はどうですか？》

「……はいっ！」

　やった！と思いながら、無意識のうちに身を乗り出した。

　指定された時間と場所をしっかりメモして電話を切ると、私はハアッと大きな息を吐いた。まだ、ドキドキと心臓が騒いでる。

　そっと胸に手を当ててなだめながら、私はギュッと手を握りしめた。










彼を想って号泣しました




　待ち合わせたカフェで向き合って、私は深々と頭を下げた。

「突然すみません。お電話でお話しさせていただきました……四宮澪といいます」

「どうも。静川実みのるです。……まあ、座って」

　挨拶を交わした後、テーブルを挟んで腰を下ろした。

　私の前に座っているのは、高校の弓道部の部長だった静川さん。高校時代からの篤樹の親友だ。

　私は静川さんを見知っていて懐かしく思ったけれど、当然ながら彼のほうは私を知らない。

「篤樹の転職先での後輩って言ってたっけ？」

　軽い口調でそう問われて、私は小さく頷く。

　私の反応を確認して、静川さんは軽くテーブルに肘をついて身を乗り出した。

「……もしかして……篤樹と付き合ってる、とか？」

　探るように畳みかけられて、私は慌てて首を横に振った。

「違います」

「そう？　……でもそうだろうね。篤樹は社内恋愛しないから」

　静川さんは、はっきりと言い切って、店員さんに手を上げて合図した。オーダーをとりにきた店員さんに、彼が飲み物しか頼まなかったから、私もカフェオレだけオーダーした。

　店員さんがテーブルから離れていくのを見送って、私は膝の上の手をギュッと握りしめた。そして、おずおずと顔を上げて、静川さんを真正面から見つめた。

「あの……なんで言い切れるんですか」

　思いきってそう訊ねると、静川さんが目線だけを軽く上げて私に視線を返した。

「あ……篤樹先輩が、社内恋愛しないって」

　慌てて繕うように言葉を足すと、静川さんはテーブルからゆっくり肘を離して、スッと背筋を伸ばした。

　さすがに弓道部の元部長だ。そうしていると、篤樹に負けないくらい姿勢がいい。

「付き合ってはいないけど、ただの後輩以上の関係……ってとこかな。土足で踏み入るようで悪いけど、君の片思い……とか」

　観察するだけで、すべてを見破られてしまった気分だ。私はただ、小さな声で「はい」と返事をするだけだ。

「今、彼と同じプロジェクトチームに入れてもらってるんです。……でも私……篤樹先輩に、邪魔になるって言われてしまって……」

　唇を噛みながらそう呟くと、静川さんは、はは、と苦笑を漏らした。

「アイツはほんと……どうしようもないよなあ。自分が大事にしてるものと向き合うと、周りには鬼のように冷たくなるんだよね」

「でもそれは……それだけ彼が真剣だからで……」

　私の返事を聞いて、静川さんが何度か頷いた時、店員さんがテーブルに近付いてきた。静川さんの前にはブレンドコーヒー、私の前にはカフェオレのカップを置いて、一礼すると離れていく。

「四宮さん。ちょっとかわいそうだけど……。同じプロジェクトチームにいるならなおさら。篤樹は君に本気にはならないよ」

　静川さんは、店員さんの背中をぼんやりと見送りながら、ボソッと呟いた。

「だから、四宮さんも。篤樹と仕事していくなら、篤樹の気持ちを望むよりも、割り切るか別れるか決めたほうがいい」

　淡々と、あえて無感情を貫くように言われて、胸が詰まった。膝の上で握りしめた手に、さらにギュッと力を込める。

　篤樹の親友の静川さんにまでそう言われて、私はやっぱり傷ついた。それでも、その理由を聞かずにへこんでる場合じゃない。

『割り切るか別れるか』

　私はちゃんと〝堕ちる〟覚悟を決めた。それなのに、告げる前に一方的に終わりにされた。そんなんじゃ心のやり場がない。

「……どうしてですか？」

　グッと胸を押さえながら、勢いよく顔を上げた。

「篤樹、言ってました。食わず嫌いじゃないって。前の会社では、付き合ってた彼女がいたんですよね？」

　ついそう畳みかけると、身体が前のめりになって軽く腰が椅子から浮き上がってしまった。興奮していく私とは真逆の静けさで、静川さんはテーブルに肘を立て、顔の前で両手の指を組んでいた。

「それは、篤樹の個人的なことだから、俺の口からは言えない。どうしても知りたければ、篤樹本人から聞き出してほしい」

「……っ」

　涼やかにそう窘められて、私は声をのんだ。

　それ以上はなにを言っていいかわからず、浮いた腰をスゴスゴと椅子に戻す。

　そう、それが正論だ。

　篤樹も、親友の静川さんには、彼の社内恋愛の話をしているだろうと思った。

　それはもちろん、篤樹が静川さんを信頼してるからだ。そして、篤樹の信頼を一身に受けている彼が、他人にペラペラ話すわけがない。

　わかってる。聞き出そうとした私が間違ってるんだ。だけど……。

　もうこれ以上どうしたらいいの。

　ジワッと涙が込み上げてくるのを感じる。

　こんなとこで泣くわけにいかない。静川さんに迷惑をかけるだけだ。

　私は慌てて大きく鼻をすすって、俯いて涙をごまかした。

「……私、すごく悩んで。それでも覚悟を決めたんです。静川さんが、さっき私に言った決断。……篤樹と一緒にいたいから、割り切るって」

　スン、と鼻を鳴らしながら、ボソボソとそう口にした。

「へえ？」と静川さんが、驚いたような声を上げる。

「そういういいかげんな恋愛、できるタイプじゃないと思うけどな。君は」

「……篤樹にもそう言って振られました。『俺じゃ、本物にはしてやれないから』って……」

　自分でも、ただの泣き言だと思う。こんなことをウダウダ言っても、ますます静川さんを困らせるだけだ。そうわかっているのに、止まらない。

「……篤樹、私に『やるじゃん』って言ってくれたんです。悔しいこと言われても反論できない私に、『俺といる時のお前のほうがいいと思う』って……」

　言いながら、こらえていた涙がジワッと目尻に浮かんでしまう。私は慌てて指先だけで拭い取った。

「……篤樹が、君にそんなことを？」

　まったく意味を成さない私の言葉に、静川さんが小さな反応を見せた。

　私は一度鼻をすすってから、静かに頷いた。

「篤樹がそう言ってくれたから……私、彼の言葉に励まされて。もっと一緒にいたかったから、本物じゃなくてもそばにいられる唯一の形を選ぼうって……」

「意外だな……。四宮さん。俺から見て、第一印象で、君はすごく大人しい子なんだろうな、って思うんだけど」

　自他共に認める、私を象徴する言葉だ。

「よく言えば控えめ。悪く言えば臆病。もちろん……それが唯一の形だとしても、その……遊びの恋愛なんか、普通なら絶対考えられないタイプだろう？」

　静川さんの解釈にはなんの異論もなく、私は黙ったまま何度も頷いた。

　それを確認して、静川さんはふうっと息を吐いた。そして、テーブルに肘をつくと、少しだけ身を乗り出してきた。

「四宮さん、篤樹の好みのタイプって、知ってる？　……『俺が守ってやらなきゃ』って思える子、なんだよ」

「え……？」

　思わず何度も瞬きをする。

　静川さんの言葉は、ちょっと意外だった。

「篤樹は明るくて自分に自信持ってて、とても華やかな人だから。私と違って、いろんな意味で要領のいい美人が似合うと思ってました」

　戸惑いながら、考えて口にしているうちに、絶対そのはずだ、としか思えなくなってくる。

　篤樹は私を遊び慣れてると思ってたから、〝責任〟と称して、私をラブゲームの相手にした。『意見を求めても無駄だ』と言われて言い返さない私に、『悔しくないのか』と苛立ってみせた。篤樹に対して素直になれず、反抗ばかりした私を、『俺といる時のお前のほうがいい』と言った。

　だけど……。私の態度や反応、周りの評価から、私が恋愛に不慣れで大人しいだけの女だと気付いたから、ただのゲームの相手にもできなくなった。

　思い返せばキリがない。

　臆病すぎる私は、篤樹の好みには程遠い。だから篤樹も、私を振り回すのをやめたんだと思っていた。

「……アイツ、昔からそうやって誤解されるんだよね」

　静川さんが、私の言葉に続けてそう呟いた。そして、ゆっくりとカップを持ち上げると、目を伏せてコーヒーを一口すすり、カップを傾けたまま、目線だけこちらに向けた。

「でも、本当のタイプはさ。『今時そんな子いるか！』ってツッコミたくなるような控えめな子なんだ。目が合うだけで顔真っ赤にして目を逸らしたり、声かけただけで、なにも言えずに逃げ出しちゃうような」

　それを聞いて、私は思わず苦笑した。

　声をかけるだけで逃げられていたら、篤樹でも恋を始めるのはひと苦労だろう。

「けど……そっか。篤樹は会社の後輩の君を、強く育てたかったのかな。もしそうなら、アイツ、もしかして……」

　静川さんは、まるで独り言のように自問自答しながら、声を小さくしていく。

「え？」

　聞き取りづらくて聞き返す私に、ハッとしたようにまっすぐ目を向ける。そして、今日会って初めて、ニッコリと笑ってくれた。

「四宮さん。君、篤樹が高校時代弓道部だったことは知ってる？　あ、ちなみに俺は部長だったんだけど」

「え？　あ、はい。あの、私……」

『私も南高の卒業生で』と続けようとする前に、静川さんは自分の言葉の先を続けた。

「今でも時間がある時は、高校の道場を借りて矢を射るんだ」

「そ、そうなんですか？」

　それなら週末、高校の弓道場に足を運べば、篤樹が弓を引く姿を見られるかもしれない。あの凛とした、空気さえも研ぎ澄ます篤樹の姿を。

　想像するだけでドキドキする。

　けれど、行きたい！と飛びつく前に、私は現実に直面した。

　大人になった今、篤樹にとって神聖な職場で邪魔だと言われてしまう私が、弓道場に篤樹の姿を見に行くなんて。そんなの、篤樹はきっといい顔をしないだろう。

「よかったら、一度見に来てごらん。その時は俺に連絡くれれば、案内してあげるから」

　心の中で躊躇する私に気付かずに、静川さんはそう言ってくれた。

　私は曖昧に小さく頷くだけだった。




　＊　＊　＊




「今日からこのプロジェクトに参加させていただくことになりました。営業部アシスタントの橋本といいます」

　翌週のプロジェクト会議。緊張で頬を紅潮させた橋本さんが、メンバーの前でペコッと頭を下げた。

　営業部でも五本の指に入る〝かわいい〟橋本さんだ。子会社側の男性メンバーが、とても嬉しそうな顔をして彼女を見つめている。

　そんな視線に晒されて、橋本さんはますます緊張を高めた様子だったけれど、顔を上げてしっかりとメンバーの顔を見返すと、ニッコリ笑って付け加えた。

「途中からですが、二週間後のイベント成功に貢献できるよう、全力を尽くして頑張りますので、ご指導よろしくお願いします」

　メンバー全員から、温かい拍手が湧き上がる。橋本さんは満足げに椅子に腰を下ろした。挨拶が終わるのを待っていたように、隣に座る篤樹から資料を手渡されている。橋本さんは、顔を寄せるようにして彼の説明に耳を傾けた。

　チクン……と胸が痛む。

　このタイミングで増員されたメンバーは、橋本さんだけじゃない。子会社側でもふたり、今日から参加のメンバーがいて、橋本さんの前に紹介されていた。

　交代じゃなくて増員。私はまだ排除されたわけじゃない、と自分に言い聞かせて、なんとか心を落ち着けたつもりだった。

　だけど、篤樹の隣で意欲満々の橋本さんと私じゃあまりに対照的で、この場でふたりの姿を目にするだけで切ない。しかも……。

「え～、それでは、本日からは実際にそれぞれの分担ごとに、グループ単位で準備を進めていただきます。会場設営はうちの営業企画部とそちらの販売促進部のメンバーで。また、それぞれの営業部のメンバーは商品サンプルの在庫確保と発注。取引先招致の対応をお願いします」

　プロジェクトリーダーとして金子さんがキビキビと指示を出す。それが私の気持ちを一層深く沈める。

　そう。今日からイベント当日までは、同じ部同士ペアになって、それぞれの業務に就くことになっているのだ。今までのように会議室で篤樹と顔を合わせることはなくなる。

　気まずい思いはしなくて済むようになるけれど、私が知らないところで篤樹がずっと橋本さんと一緒に行動すると思ったら、胸がざわめいて落ち着かない。

　会議が終わると、橋本さんが歩調まで弾ませながら、「よろしくお願いしますね」と挨拶してくれた。まぶしいくらい輝く彼女の笑顔に、ぎこちなく強ばる笑みしか返せない自分に、劣等感が増す。

「橋本さん」と篤樹に呼ばれて、本当に弾むような足取りで駆け寄る彼女の背中を、ただジッと見つめる。

　ふたりが会話を交わしながら出ていくのを、私は奥歯を噛みしめながら見送った。




　その後、私は金子さんや子会社側のメンバーと共に、オフィスビルの会場にやってきた。ビル側のイベント担当者と並んで、実際に会場を歩きながら、設営図を見比べて確認する。

　中央のオブジェの前には、小さなステージを設置することになっている。両脇に商品であるカクテルのサンプルをツリー状に積み上げて、ステージ上ではＰＲアナウンスを依頼したフリーアナウンサーに、商品を説明してもらう。

　私は金子さんについて歩きながら、スペースの広さ、積み上げる商品の高さ、実際に必要な商品個数を、企画書と照らし合わせながら確認する。

　担当者と話を詰めていた金子さんが「ん？」と眉を寄せて首をかしげた。

「あれ……。そうすると個数が合わないな……。計算ミスか？」

　そう言いながら立ち止まって、自分の手にした設営図と企画書をめくった。私も同じように企画書を確認する。そして、ほとんど同時に、「あ」と口を大きく開けた。

「四宮さん。片桐は確か、サンプルは実商品より小さいサイズを発注をかけてるって言ってたよな？」

「あ……はい。販売商品は三百五十ミリですが、サンプルは二百ミリ缶で……」

　サンプルのサイズが決まったのは、企画書が完成してから一週間経った時だった。

　いけない。あれから計算し直していなかった。

　金子さんは、ホッとしたような息を吐いた。

「気付いてよかった。急いで計算し直せば、営業部の発注の変更も間に合うだろ。四宮さん。ここは俺が確認しておくから、君は社に戻って企画書の数字を修正して」

「はい」

「で、済んだら片桐に連絡して。急いで生産ライン確保できるように」

「はい」

　それだけのやりとりを済ませると、私は金子さんにペコッと頭を下げて、急いでオフィスに戻った。

　デスクにつくなり、パソコンを起動させた。営業企画部と営業部の共有フォルダを展開して、企画書を開く。そして、ファイルを隅々まで確認して、数式に変更を加えていった。

　サンプルが小さくなる分、今の個数のままでは積み上げた時にスペースが空いてしまう。配布する個数に変更はないけれど、積み上げる商品のほうは数を増やさないと、企画より貧弱なツリーになってしまうのだ。

　新製品の大々的なプロモーションだ。求められるのは見た目の華やかさだ。だから、今、営業部と共有している個数より、多く生産してもらう必要がある。

　企画書の変更を終えて、もう一度自分の目で数字を確認する。「よし」とひとりで呟いてから、篤樹の内線に電話をした。けれど、篤樹はデスクにいないようで、通話はピックアップされて、篤樹ではない他の営業部員が応答した。

《片桐なら、さっき一度戻ってきて、橋本さんと出かけましたよ。メシまだだって言ってたから、社食行ったんじゃないですかね》

　それを聞いて、私は修正した企画書を持って立ち上がった。




　もうお昼のピークはとっくに過ぎている。営業時間終了間際の社食なら、苦労せずに探せるはずだ。

　一方的にメールを送りつけるよりは、直接出向いて話をしたほうがいいに決まっている。

　高層階用エレベーターで、二十三階の社食フロアに移動する。

　社食はすでにオーダーストップになっていて、入り口のメニューボードも裏返されていた。中に入ると、厨房から大量の食器を片付ける、騒々しい音が聞こえてきた。

　テーブル席が並んだ広いフロアを、私はグルッと見渡す。

　ほとんど食事をしている社員の姿はない。だからこそ、窓に面したカウンター席に並んで座っていた篤樹と橋本さんをすぐに見つけられた。小走りになって、ふたりに近付く。

　会議中にできなかった説明を続けているのか。間にこれまでの資料を広げて、一緒に覗き込んでいる。

　いやでも、さっきの会議でのふたりを思い出してしまう。

　顔を寄せ合って話す、近すぎるふたりの距離に、私の心がざわめいた。

　心がザワザワするのを必死に抑えながら、『片桐さん』と呼びかけて、篤樹の注意を引こうとした、その時。

「……!!」

　私は全身に冷水を被ったようなショックを受けて、その場でピタッと足を止めた。身体が硬直して動けないまま、目だけを大きく見開いて、視線の先のふたりを見つめる。

　篤樹の説明が一瞬途切れたタイミングで、ふたりはほぼ同時に資料から顔を上げた。顔を寄せた状態のまま、ふたりの視線が宙でぶつかる。

　橋本さんが、篤樹のほうに軽く身を乗り出した。そして綺麗な顎を傾けると、なんとも自然に、篤樹の唇に自分の唇を重ね合わせた。

　篤樹は驚いたように目を見開くだけで、彼女のキスに抵抗を見せない。

　ふたりの数メートル後方で、立ち尽くした私は、全身の血が足元にサーッと引いていくように、身体が冷たくなるのを感じていた。

　全身が心臓になったかと思うほど、身体の至るところで血管が大きく拍動していた。ドックンドックンと、身体の内側から聞こえるはずの心音が、まるで耳元で鳴っているかのように、私の鼓膜を大きく震わせている。

　――嫌だっ……!!

　私の心はそう叫んでいる。

　こんなの見たくない。

　ギュッと目を閉じて顔を背けて、踵きびすを返してこの場から逃げ出してしまいたいのに。私は身体を震わせるだけで、ふたりから目を離すこともできない。ただ、震える手からこぼれ落ちた企画書が、静寂を引き裂くように、バサッと乾いた音を立てた。

　その音にハッとしたように、橋本さんが唇を離す。ほとんど同時に、ふたりの顔が私に向けられた。

「あっ……！」

　ガタンと大きな音を立てて、橋本さんが立ち上がった。ひどく動揺した表情で、私と篤樹に交互に視線を向ける。

「あ、あの……。四宮さん、これはっ……！」

　どんな言い訳をしようとしているのか。

　だけど、橋本さんになにを言われても、私は冷静に受け止められない。

　篤樹が言ってくれなければ。篤樹の言葉じゃなければ、私はなにも聞き入れられない。

　篤樹はわずかに目を伏せるだけで、黙ったままだ。

　言ってほしい言葉がある。

　なのに、篤樹が貫く静かな沈黙が、私の心をどうしようもなく焦らす。

「っ……！」

　息をのんだ瞬間、金縛りが解けたように、身体が軋みながら動いた。強ばった動作のまま、なんとかクルッとふたりに背を向け、バタバタと騒々しい音を立てて、私は社食から飛び出していた。

「待って！　待ってください!!」

　フロアの一番端にある非常階段に向かって走る私に、橋本さんの声が追ってくる。重い防火ドアに手を置いた時、私は橋本さんに追いつかれてしまった。

「四宮さん。あの……」

　わずかに肩で息をしながら、橋本さんが胸に手を当てて私に歩み寄ってくる。

「今のは、その……私が勝手にしでかしたことで。だから、その……」

　やっぱりうまい言い訳なんかこの一瞬で思いつかなかったのだろう。

　橋本さんの説明は、なんの言い訳にもなっていない。

「心配しなくても、誰にも言ったりしません」

　橋本さんの顔を見られないまま、私は掠れる声でそう遮った。

「あ……。だから、違うんです」

「でも……社内なのに、緊張感なさすぎです。誰が見てるかわからないのに」

　それだけを早口で言って、橋本さんに目を向けられないまま、軽く会釈した。力いっぱいドアを引いて、その奥に駆け込む。背中で重々しくドアが閉まる音が聞こえた。

　カンカンと足音を響かせながら階段を駆け下りる。二階分ほど下りたところで、手すりにつかまり、もつれそうな足を止めた。そして、その場にしゃがみ込んでしまう。

「っ……なん、でっ……！」

　込み上げる涙をこらえようと発した声が、感情を放出する鍵になった。喉の奥から漏れる咆哮のような声が、私の耳をつんざく。非常階段に響き渡って、胸に大きく突き刺さった。

「篤樹、なんでっ……!!」

　どうして。どうして。どうして。

　どうして彼女を受け止めたの。

　どうして彼女を拒まなかったの。

　どうしてなにも言ってくれないの。

「ううううっ……」

　頭を両手で抱えて、溢れる感情を抑え込もうとして、唸るような声が口から漏れる。

　篤樹。篤樹。篤樹――。

　熱い涙が、堰せきを切ったように頬に流れ落ちた。

　本気じゃなくてもいい。本物の恋じゃなくてもいいから。私以外の誰も、彼に触れないで。

　初めて感じる劣情に、自分の心がついていけない。

　狂おしいくらい迸ほとばしる熱情に、私のすべてが焼き尽くされるんじゃないかと思った。

　それほどまでに、私は今、篤樹のことを……。

　自分の想いの強さを、私はその時初めて知った。

　ああ、私は高校生の時となにも変わってない。あの時も今も……私はいつも後になって気付くんだ。




　その日、いつもより遅くまで残業をして、夜の空気の冷たさに肩をすくめながらオフィスの通用口を出た私を、橋本さんが待っていた。

「四宮さん」と呼ぶ声に、反射的に顔を上げてその姿を捉えた私は、思わずビクッと身体を震わせて、その場にただ立ち尽くした。

　私の警戒心露わの反応に、橋本さんは首をかしげて苦笑した。

「お疲れ様です」

　ぎこちない笑みを浮かべて私に歩み寄ってくる彼女に、私はますます首を縮めて、小さな声で同じ挨拶を返した。

　私の目の前まで来て、橋本さんは困ったように目を細めた。

「ごめんなさい。待ち伏せなんてしたくなかったんですけど、普通にお話ししたいと言っても、来てくれるかわからなかったので」

「……昼間のことだったら、私、本当に誰にも言ったりしません。だから……」

　そう言って、橋本さんから顔を背ける。

　昼間あんなに泣いたのに、彼女と対面していると、苦しいほど膨れ上がった自分の想いに飲み込まれてしまいそうになる。

「……確かに昼間のこと……なんですけど。私が四宮さんに話したいのは、弁解とかじゃなくて……」

　そう言って肩をすくめると、橋本さんは先に立って歩き始めた。そして、まだ立ち尽くしている私を振り返ると、「歩きませんか？」と促してきた。

「駅まででいいです。私の話は、それまでに終わりますから」

　そう言われてしまうと、無む碍げにできない。

　私も俯き加減に、橋本さんと半歩ずらして横を歩き始めた。

「まず、謝らせてください。……ごめんなさい。せっかく同じプロジェクトチームで仕事ができるのに、私ったら仕事そっちのけになってあんなところを見せてしまって……。最初からプロジェクトメンバーだった四宮さんには、不快でしたよね」

　そんな謝罪をサラッと口にされて、私はただその横顔を見つめた。

　橋本さんは、恥ずかしそうにペロッと小さく舌を出した。

「この間、四宮さんにお話しした通り……。私、片桐さんのことが好きです。アシスタントに志願してダメだったのに、サポートメンバーならってお話をくださって、ちょっと……舞い上がっちゃって」

　彼女の気持ちはよくわかる。

　私だって……。もし今、篤樹に認められて求めてもらえたら、きっとそうやって舞い上がるだろう。

「……あんなに近くで仕事したことも話したこともなかったので、つい……。耳に心地いい声だなあ、とか。ふんわりいい香りがするなあ、とか。近付いて初めて、片桐さんの素敵なところをたくさん見つけて浮かれちゃって。気がついたら、あんなことを……」

「…………」

　そんな気持ちもなんとなくわかる。

　私は黙って自分の靴の爪先を見つめながら、トボトボといつもの通勤路を歩く。

　ふたりがキスしているのを目の前で見てしまって、私がショックだったのはそれ自体ではない。

　篤樹は、私に見られても表情ひとつ変えなかった。

　まるで、私にどう思われてもいい、と。そう言われてるみたいで、篤樹の中での自分の存在がどれだけちっぽけだったか、痛いくらい自覚してしまったから、そんな自分が悲しかったのだ。

　篤樹と私の関わりは、長い人生の中で、ほんの一瞬の出来事でしかないかもしれない。だけど私は確かに篤樹の体温を感じるくらい近くにいたし、それを幸せだと思っていた。なのに……。

　篤樹にとっては、一瞬にも満たない些細な時間だったのか。

　だから、あんな一方的に〝終わり〟にして、私を視界に入れることなく、なにもなかったように過ごせるのか。

　まったく影響力のない自分がとてもちっぽけで、悲しくて情けなくて腹立たしくて。それでもなにもできない自分が嫌でたまらなかった。

「……片桐さん、私に言ったんです。『誤解されたままでいい。四宮さんが見たまま感じたままにしておけ』って」

　続く橋本さんの言葉が、追い打ちになる。

　顔を下向けたままで、私はグッと唇を噛んだ。無意識に、身体の脇に垂らした手をギュッと握りしめていた。

「なのに……私の告白は、受け入れてくれませんでした」

「……え？」

　ほんのちょっと沈んだトーンの声に反応して、私は思わず顔を上げた。そして、橋本さんの横顔を食い入るように見つめてしまう。

　橋本さんは、首をかしげて、ぎこちなく微笑んだ。

「……私、営業部で四宮さんを褒める片桐さんを見ていたから、四宮さんに嫉妬して対抗心を抱いてました。だから、四宮さんに私とのことを誤解されたままでいいって言われて、私の気持ちに応えてくれるって思い込んじゃったんです。それで、つい勢い余って告白しちゃったんですけど……あっさり玉砕しました」

　はは、と自嘲気味な笑い声を上げて、橋本さんが都会を覆い尽くす真っ暗闇の空を見上げた。

「『社内恋愛はしない主義だから』。そんな理由じゃ、納得できませんよね。だったら私が会社辞めて告白すればなんて返事が返ってくるの!?って。……だから、私、諦めません」

　営業部でも指折りの〝かわいい〟子。見ているだけならフワフワした印象があったけれど、そんなことを言う彼女は思いのほか逞たくましい。

　その強さに、私の心がグッと揺さぶられた気がした。

「しない主義だと言うならば、主義を覆くつがえさせるくらい、惚れ込ませればいいんです」

「っ……！」

　その言葉に、思わず息をのんだ。

　これまで一方的に話すだけだったのに、私がそれらしい反応を示したのが満足だったのか、橋本さんはフフッと声を上げて笑った。

「……やっぱり、四宮さんはライバルですよね」

　そう断定的に言われて、私は思わず口ごもった。

「負けないで。頑張りましょう？　私、強敵がいたほうが燃えるんです」

　かわいい顔して、口にする言葉はどこまでも挑発的だ。

　見た目とのギャップに驚きながらも、私は彼女の言葉に心が大きく揺り動かされた。

「……はい」

　短く声を発すると、橋本さんは満足そうに大きく頷いた。

「負けませんよ」

　ひと言、背を屈めて私を覗き込むように宣言して、橋本さんは手を振って道をそれていった。

　オフィスから駅まではほんのわずかな距離しかない。いつもは近くてありがたいと思うのに、今はこの近すぎてほんのわずかな時間しか要さない距離が、ちょっと残念だと思ってしまった。

　営業部の人間は、押しが強くてどこまでも私に一方的だ。それでも今の私には、橋本さんの勝手な挑戦状が心強く感じられた。

　あんなかわいい子に挑戦されても、私がなにをどう挑み返せるんだろう。それが動かぬ本音だけど、私は確かに勇気をもらった。

　篤樹が、社内恋愛でも踏み込まざるを得ないくらい、私に惚れ込ませればいい。

　どうやったらそんなことができるのか、見当もつかないけれど。

　一世一代の告白を言い逃げで終えた、あの頃の私のままじゃいられない。










二度恋に落ちたら運命です




　携帯に電話番号を表示させて、発信ボタンを押そうとして、思い留まって画面を落とす。そんなことを何度も繰り返した挙句、私はようやく意を決して、画面の下方中央の発信ボタンを押した。

　初めて電話をかけた時と同じ時間帯。この時間なら繋がるかもしれない、と思っていたけれど、やはり五回のコールを待たず《はい》と静川さんが応答してくれた。

「こ、こんばんは」

　まず挨拶をして名乗ろうとすると、電話の向こうで静川さんがククッと笑った。

《わかるよ、四宮さん。勝手に登録するのもどうかなあと思ったけど、電話きたらすぐわかるようにしといたから》

「す、すみません」

　笑い声と共に返される返事に、私は背筋を伸ばしてしまう。

《弓道場、来る気になったんだろ？》

　私の行動の意味を完全に見透かして、静川さんは先手を打つようにそう言った。

　静川さんが指定したのは、日曜日の午後だった。高校の最寄り駅のバスロータリーに待ち合わせの十分前に到着して、私は素直にそこで待った。

　指定の時間ほとんどピッタリに、バスロータリーに一台のＲＶ車が滑り込んでくる。ハザードランプを灯して運転席から出てきた姿に反応して、私は急いで駆け寄った。

「静川さん」

　声をかけると、静川さんも私に気付いてくれた。

「お、こんにちは。……ふ～ん。休日の私服スタイルだと、ちょっと印象違うね」

　そう言われて、思わず肩をすくめる。

　そうだろうか？　この間、仕事帰りに会った時よりはカジュアルだけど、たいして変えたつもりはない。

　白いタートルネックニットに、グレーのハーフパンツ。その下には防寒対策で黒いタイツ。休日仕様でオフィスには着ていかない白いダウンジャケットを着込んでいる。

　メイクはいつもと変わらないし、髪はセットするのが面倒でサイドに寄せてひとつにまとめただけだ。

　むしろ、静川さんのほうが全然印象が違う。この間はスーツだったけど、今日は相当カジュアルだ。ざっくりした黒いＶネックニットに色の落ちたデニム。車だからか、アウターは後部座席に置かれている。

　助手席に招かれて、私は緊張しながらシートベルトを締めた。

　ほんの数カ月だけ〝お付き合いした〟最初で最後の彼がいたのは、大学生の時だった。車でお迎えなんて初めてで、彼氏じゃないのにソワソワする。

　けれど、向かう先はこの駅から車で十分もかからない懐かしい母校だ。

　ほんのひと時の会話の流れで、言いそびれていた〝南高卒業生〟の事実を話すと、静川さんは本当に驚いて目を丸くした。

「えっ、そうだったの？」

「はい。なのに、わざわざお迎えしてもらって、すみませんでした」

　そう言って謝ると、運転席から「へえ～」と間延びした声が返ってきた。

「いや、それはいいけど。……でも、そっかあ。それなら篤樹が弓道やってることも知ってるし、弓道場でのアイツが鬼なのも知ってるか」

　そう言われて、私は初めて聞いた篤樹の第一声を真似てみる。

「『邪魔なだけだ。さっさと神聖な道場から出ていけ』……って」

　それを聞いて、静川さんがブッと吹き出した。

「そうそう。あれな～。二年の時も三年の時も同じだった。四宮さんが聞いたのは、最後の年か」

　懐かしそうに笑う静川さんに、私は「はい」と答える。

「社会人になってからの関係だと思ってたけど。……もしかして、高校時代も篤樹のこと好きだった？」

　からかうように意地悪な視線を向けられて、私は思わず肩をすくめる。けれどごまかさずに、頷いて見せた。

「……私の大事な思い出です」

「へええ。そおおお」

　間延びした返事で、さらにからかわれる。

　思わず頬を赤らめた私に、静川さんはまっすぐ前を向いたまま肩を揺らして笑った。

「篤樹ばかりがなぜモテる……ってあの頃はよく思ったけど、そりゃ、モテるか。あのルックスじゃ」

「私が覚えてる限りでは、静川さんも人気ありましたよ」

「いや、慰めとかいらないし。……でもそっか。高校時代と今と。再会してまた同じ人を好きになるって、どういう因縁だろうな」

　静川さんの言葉に、私はただ苦笑した。

「因縁って……。そんなんじゃないです。でも、篤樹にも似たようなこと言われました」

　クスクス笑いながらそう言うと、「え？」と静川さんが聞き返してきた。

「『みをつくし……』って。源氏物語の和歌を諳んじて。『再会するってことは縁が深いんだ』なあんて」

　こうやって笑い交じりならば、大人になった篤樹に言われた言葉を、胸を痛めることなく繰り返せる。

　けれど、静川さんは私の言葉を聞いて大きく目を丸くしていた。

「え……。それなんで篤樹が言ったの？」

　進行方向を気にしながら訊ねてくる彼に、私のほうが少し戸惑ってしまう。

「なんで？って……。それはわからないですけど。多分、私の名前が〝澪〟だから、思いついたんじゃないですか」

　首をかしげながらそう答えると、「澪!?」とさらに聞き返された。

「は、はい……？」

　今度は私のほうが訝しい思いに駆られて、語尾を上げてしまう。

　キッと音を立てて、信号で車が停まった。そのタイミングで、静川さんが目を見開いて私をマジマジと見つめてくる。

「……あの……？」

　居心地悪い視線に、思わず身を縮めてしまう。

　私の反応に気付いてハッとしたように、静川さんがまっすぐ前を向き直した。

「ごめん」

「いえ……」

　けれど、静川さんの横顔はまだ微妙に訝しさを孕んでいる。

「あの……。どうかしましたか？」

　気になって訊ねると、静川さんは少し考えるように間を置いて、結局首を横に振った。

「いや。……ごめん。なんでもない」

「でも」

「ほら。もうすぐ着くよ。懐かしいだろ」

　静川さんが一際明るい声でそう返事をした時、青に変わった信号に導かれるように、車は走り出していた。

「あ……」

　私も車窓の風景に見入る。助手席側の通りの先に、懐かしい母校の校舎が見え始めていた。




　弓道場の玄関先に私を置いて、静川さんは更衣室に着替えに行った。

『今日は部活が休みで俺と篤樹が使わせてもらうだけだから、先に道場に行っていいよ』と言われたけれど、ひとりで先に歩を進める気にはなれない。

　道場まで続く長い廊下を見つめる。

　その先に篤樹がいるのか、と考えたら、緊張感が湧き上がってきて、足がすくみそうになる。

　こうしてこっそり見に来てしまったことは、篤樹には知られたくない。だから、静川さんにも、篤樹には内緒にしてほしいと頼んであった。

　静川さんを待っている間に、バシッと空気を切り裂くような鋭い音が聞こえてきた。

　不思議なことはない。この先の道場で、先に来ているはずの篤樹が、的に向かって矢を放っている音だ。

　次の音も間髪入れずに私の耳に届く。

　三度聞けば、射しゃ位いに立つ篤樹の姿が、思い出すまでもなく脳裏に蘇ってきた。

　ここで静川さんを待っているつもりだったのに、私は無意識に廊下に足を踏み出していた。

　こっそり陰から見ていようと思っていたから、静川さんおすすめの〝観覧席〟に連れていってもらうつもりだった。なのに私は、シュッと弓が矢を放つ音に導かれて、フラフラと道場のほうに歩を進めてしまう。

　長い廊下を突っ切ると、右手に道場がある。道場へと続く引き戸は開かれていて、板張りの床と、遠く離れた位置に設置された的が、私の目に飛び込んできた。

　三つある射位の一番左端。そこに、道衣姿の篤樹が、長い和弓を手にまっすぐ的を見据えていた。

　久しぶりに見る凛としたその姿に、ドクンと大きく鼓動が騒ぐ。

　微妙に中心を外した後なのか、篤樹は真剣な瞳で的を睨みつけていた。距離を測って、一度大きく肩で息をする。間合いを保って、射位について足踏みした後、まっすぐ弓を構える。

　弓ゆ懸がけと呼ばれる皮の手袋をはめた右手で、ギリッと弓をしならせて矢を番える。遠く二十八メートル先にある的をまっすぐ瞳で射抜いてから、篤樹の身体がぶれることなく矢を放つ。バシッと鋭い音が響いて、矢は的のほぼ中央に刺さっていた。

　思わず手を叩いて喜んでしまいそうになるのをこらえる。

　射手の篤樹は、姿勢を崩さずにそのまま数秒保ち、矢が描いた放物線を瞳に焼き付けるようにまっすぐ的を見つめていた。そして、やっと足を引いて床を踏み鳴らしながら、大きく息をする。

「……アイツの残ざん心しんは、男でも見惚れるよな」

　篤樹と同化するように深呼吸した私の背後で、そんな声が聞こえた。ハッと振り返ると、篤樹と同じ道衣を纏った静川さんが、まっすぐ篤樹に視線を向けて佇んでいた。

「ほんと、男のくせに綺麗だ。……けど、珍しい。五射でやっと真ん中か。相当心が乱れてるんだろうな」

　静川さんが、冷静に篤樹の弓構えを評する。その言葉に促されるように、私は遠い的をまっすぐ見つめた。

　確かにど真ん中に刺さった矢はたった今射られたものだけで、他の四本は微妙に外れている。

「四宮さん。ここでいいなら、ゆっくり見てて」

　そう言って、静川さんが中に入っていく。

　その気配に振り返った篤樹に見つからないように、私は慌てて引き戸の陰に隠れた。

　中からふたりの声が聞こえてきて、ようやくそっと中を窺い見る。

　静川さんと言葉を交わす篤樹は、見たことがないくらいリラックスした表情だ。時折、笑い声も空気に交じる。

　私はその場に立ち尽くして、ただまっすぐ篤樹の姿を見つめていた。

　白い筒つつ袖そでの上衣。黒い袴を凛と着こなす、色素の薄い茶色い髪の王子様。

　あれから何年経っても、彼が作り出す空気は格別だ。

　あまりにも凛として厳かで静せい謐ひつで、この世のものとは思えないくらい美しい。

　篤樹の射姿に意識の全部を持っていかれたまま、私は、空気を切って矢が的を射る音に、ただ身を震わせていた。




　高校時代の真面目な部活動とはまったく違う空気。大人になったふたりの鍛たん錬れんとしての練習は、あの頃よりもずっと和やかで、私が到着して一時間半ほどで終わった。

　最後に姿勢を正してふたり揃って一礼した後、隅のロッカーからモップを取り出して掃除を始める。その姿を確認して、私はそっと道場の引き戸から離れると長い廊下を通って外に出た。

　静川さんに、お礼を言わないと。

　そのために道場の外の壁に背を預けて待ちながら、私の頭も心も篤樹でいっぱいだった。

　初めて彼を知った十五歳の時だけじゃない。あれから十年以上の時を経て、二十六歳になった今も、私の心はこうして呆あっ気けなく篤樹に持っていかれる。

　こうなってしまうと、静川さんの言う通り、本当に因縁だと思う。

　篤樹のからかい交じりの『縁が深い』という言葉も、その通りかも、と思う。

　認めざるを得ない。

　篤樹が弓を射る姿に心を震わせてしまった今、揺らぐだけだった心のベクトルは、はっきりと方向を定めていた。

　同じ人に二度も、九十九％叶わない恋をしてしまうなんて。

　恋だと認めてしまった今、もうこれは運命なんだと諦めに近い気持ちが胸をよぎる。

　今、彼と離れても、私はきっとまた篤樹に出逢う。そして、彼に恋をする。たとえ叶わなくても、何度でも何度でも。

　それが私の運命なんだ。

　大人しい性格が災いして、恋をすることに積極的になれず、今までまともに恋をしてこなかった。ただ自分が臆病だっただけなのに、それさえ必然だったかのように思えて、私の心を後押ししてくれる。

　静川さんにも、遊びの恋なんてできそうにないと言われた私が、らしくない覚悟を決めたことも、私が篤樹に恋することが運命ならば仕方ない。

　だから、もう逃げてはダメだ。

　一世一代の告白を言い逃げにしてしまった高校生の頃の私じゃない。

　私だけでも、篤樹に本気の恋をする。

　惨めでもいい。人から笑われてバカにされてもいい。

　だって好きなんだから仕方ない。

　人知れず心を想いに委ねたその時、私の横でガラッと引き戸の開く音がした。

　ハッとしてそちらを見遣ると、大きな黒バッグを肩にかけ、そびえるほど長い和弓を手にした篤樹が、中から出てきた。壁に寄りかかる私には気付くことなく、前を向いたまま歩いていってしまう。

　あ、と思った時には、身体が勝手に動き出していた。

「篤樹……っ！」

　気付くと、その背中を大声で呼び止めていた。

　篤樹は一度、その場でピタッと足を止めた。そして、「え？」と唇を小さく開いて、ゆっくりと私を振り返る。私の姿を捉えたその茶色い瞳が、大きく見開かれた。

「澪？　お前、なんで……」

　その場に立ち止まったまま、怪訝そうに訊ねる篤樹を遮って、私は彼にまっすぐ想いをぶつけていた。

「私、篤樹が好きです！」

　ちゃんと声が届いた証拠に、篤樹が大きく息をのむ。まっすぐ私を射抜くその瞳が、わずかに困惑するように揺れた。

　ああ。こんな瞳を、私は前にも見たことがある。初めて告白した高校生の時も、篤樹は今と同じ目で私を見つめた。

　そして私は……。今度は、逃げたりしない。

「篤樹が私のこと受け止めてくれなくても、ずっと好き。今度は簡単に諦めたりしないからっ！」

　告白というよりも、宣線布告のようだと思った。

「……っ……！」

　逃げずに言い切った自分に満足した私の前で、篤樹はバッグにかけた右手で口を覆った。思わず声を漏らしそうになって、それを理性で抑え込むような篤樹の様子に、さすがに私も戸惑う。

「……あの、篤樹……」

　ドキドキしながらそっと声をかけると、篤樹が一歩私のほうに向かって踏み出した。そして……。

「澪、お前、やっぱり……」

　篤樹がなにか言いかけた時、背後で引き戸が開く音がした。ハッと篤樹が目を上げて、私も反射的に振り返る。

「あ、四宮さん。お疲れ様。……って、篤樹……？」

　先に帰ったと思っていたのだろう。篤樹の姿を見つけて、静川さんがわずかに首をかしげた。そして、数メートルほどの間隔を空けたまま向き合っている私と篤樹に交互に視線を向けた後。

「……あれ……？」

　パチパチと瞬きしながら、なにか思い起こそうとするように額に手をやった。

「っ……」

　それを見て、篤樹が勢いよく踵を返した。

「あっ……」

　呼び止めようと口を開いた私を無視して、そのまま大股で先に歩いていってしまう。

　その背中を見送って、どこか慌てたような篤樹の反応に怪訝な気分になりながらも、寂しさを隠せず俯いた。

　また、返事を聞くことはできなかった。だけど、今はこれでいい。これだけでも、私にとっては大きなアドバンテージだ。

　そう自分に言い聞かせて、私は元気よく顔を上げる。

「今日はありがとうございました」

　静川さんに向き合って頭を下げた後、姿勢を正した。そして、思わず首をかしげてしまう。

　静川さんはなぜか大きく見開いた目で、私をジッと観察していたのだ。

「あ、あの……？」

　そんな目をされたら、さすがに落ち着かない。

　そっと身を縮めると、静川さんは口元に手を当てながら、ボソッと呟いた。

「みお。……四宮、澪」

「……？　あの……」

　私の名前をブツブツと唱えるように口にする静川さんに、私は戸惑ってきょとんと首をかしげた。

　やがて静川さんはなにかに合点したのか、ポンと手を打つと清々しい表情を浮かべた。そして、込み上げる笑いを徐々に放出するように、クックッと肩を揺らして最後は声を上げて笑い出した。

　なにごと!?とギョッとする私の周りで響く、なんとも豪快な笑い声。彼が辿り着いたなにかの答えが、とても痛快だったことを物語っている。

　私には、なにがなにやらわからないけれど。

「クックックッ……。そっかそっか」

「……？」

「ああ、いや、ごめん。きっと四宮さんにはまったくわからないよね」

　ひとしきり愉快痛快な笑いを独り占めして満足いったのか、静川さんはようやく私に意識を向けてくれた。

「あの……？」

　笑いの理由を共有してくれるのかと思いきや。

「さて。よければ家まで送るよ」

　静川さんの言葉は私の期待を逸れて、ほんのちょっとガッカリした……けれど。

「えっ！　いえいえ、そこまでしてもらっては……」

　今日ここに連れてきてくれただけで十分だ。これ以上甘えてはいけない、と思うのに。

「あ、家の場所、俺に知られたくないとかだったら、駅まででも。その場合は、少しだけお茶に付き合ってもらおうかな」

「静川さん、あの……」

　なぜだかいきなり強引な静川さんに戸惑いながら、私は先に立って歩き出す背中についていく。一歩前から軽く振り返って、彼は悪戯いたずらっぽく微笑んだ。

「篤樹から口止めされる前なら、教えてやれるから」

「え……？」

　篤樹の名前が出されてドキッとした。それだけで、有無を言えなくなる。

　私の反応に愉快そうに肩を揺らして、静川さんは来客用駐車場に向かって歩いていった。




　結局、私は高校の最寄り駅にあるカフェで、静川さんと向き合って座った。ちょうど午後三時のティータイムに差し掛かっていたので、私も彼も飲み物だけじゃなくスイーツを注文した。

　静川さんはガトーショコラとブレンドコーヒー。私は散々迷った挙句、ストロベリーワッフルとココアにした。

　店員さんが運んできてくれると、静川さんはさっそくフォークを手にする。粉砂糖がまぶされた、素朴な形のケーキを一口運んで……。

「うまいっ」

　とてもご機嫌な声を上げる静川さんに、私はつい笑い出してしまった。それを見て、彼はちょっと拗ねるように頬杖をついた。

「なに、そのどっか上からの笑い方」

　そう言われて、慌てて背筋を伸ばす。

「す、すみません！　全然そんなつもりじゃなくてっ！」

「ふ～ん？」

「あ、いや、本当に。……静川さんも甘い物がお好きなんですね」

　取り繕うようにそう言うと、「も？」とひと言だけ聞き返された。

「えっと……もしかしたら今は違うのかも、なんですけど……」

　向けられる視線に軽く委縮しながら、私もフォークを手に取って、ワッフルの端っこを小さく切った。

「篤樹も……高校生の頃は、疲れたら甘い物をバカ食いするって聞いたことがあったから」

　そう言いながらフォークに刺したワッフルを口にする。

　うん。私は疲れていなくても甘い物が好きだ。

　私の返事を聞いて、静川さんは軽く肩をすくめながら笑った。

「確かにな。大会前で猛練習してヘトヘトになった後とか、連れ立ってケーキバイキングなんか行ったわ。制服姿の男ふたりでケーキを浴びるように食べる……かなり笑いを誘う光景だったろうな」

「……というか、鬼き気き迫るものが……」

　親友の静川さんの口から初めて聞く高校生の篤樹がとても新鮮だ。あの頃にもっとたくさん知りたかったな、と思いながら、私は無意識に顔を綻ばせてしまう。

　静川さんは、二口目のガトーショコラを口に運んでから、「四宮さん」と私を呼んだ。

　私はフォークを口に運んでワッフルをゴクンと飲み込んだ後、「はい？」と返事をする。

「多分その噂、結構女子の間では蔓まん延えんしてたと思うんだよね。現に、ケーキやらチョコやらクッキーやら……手作りのお菓子を渡して篤樹に告白する女子が後を断たなかった」

「……でしょうね」

　私もその中のひとりだ、と思いながら、ほんの少し肩をすくめた。

「もしかしたら幻滅させるかもしれないけど……。篤樹は『名前も知らない子が作った食べ物もらっても、怖くて食えねえ』って言って、大半は俺や弓道部の後輩たちにくれてたんだ」

「……そう、なんですか」

　ほんのちょっと、グサッときた。

　でも、そう言われれば、それも割と普通の感覚だと思う。むしろ捨てないだけマシかも。

　それでも……私が押し付けるだけだったクッキーもきっと同じ運命を辿ったんだろうな、と思ったら、十年越しでもちょっと傷つく。

　この間のクッキーも、迷惑なだけだったかな……。

　シュンとしながら、私はモソモソとワッフルを口に運んだ。

「けどね」と静川さんが言葉を続ける。

「篤樹が、誰にもやらずに自分のカバンに突っ込んだプレゼントがあるのも、俺は知ってる」

「え？」

「まあ、持ち帰って食ったのか捨てたのか放置したのかは、知らないけど」

　そう言って言葉を切ると、静川さんはコーヒーのカップを持ち上げて、息を吹いて冷ましてから一口飲んだ。そして、上目遣いに私を見て、ニヤッと笑った。

「俺が、篤樹が告白された直後に出くわした時。あの時篤樹が手にしてたのは、手作りのクッキーだった」

　ドクン……と鼓動がひとつ大きな音を立てた。そんなシチュエーションを、私はよく知っている。

　ワッフルを口に運ぶ手を止めて、黙ったまま視線を返すと、静川さんはクスッと笑った。

「ついさっき、まるでデジャビュみたいな光景に出会って思い出した。四宮さん、篤樹にクッキー渡して告ったことあるだろ」

　直球で言い当てられて、一瞬私は口ごもった。そんな私に、静川さんはさらに畳みかける。

「で、言い逃げした」

「……な、なんでそれが私だって……」

　言い淀む私に、静川さんはニッコリと笑った。

「『みをつくし……』だっけ。君が教えてくれた。篤樹が諳んじたっていう和歌」

「は、はい……」

「あのさ。篤樹が源氏物語に出てくる和歌をタイミングよく諳んじられるほど、古典に精せい通つうした男だと思う？」

「え？」

　そう言われて、私はパチパチと何度か瞬きをした。

「俺もそうだけど、中学や高校時代に呪文のように唱えさせられた平家やら奥の細道やら……今もつるっと口を突いて出るのは、普通そんなもんじゃないか？」

「…………」

　それは、その通りだ。私の古典頭脳も高校三年生で止まっている。今即座に諳んじられるのは、『祇ぎ園おん精しょう舎じゃの鐘の声』とか、『徒つれ然づれなるままに』とか『春しゅん眠みん暁あかつきを覚えず』とか……。ああ、『春眠』は古典じゃなくて漢文だったか。

　だからこそ、私の名前のインスピレーションでサラッと和歌を諳んじた篤樹に驚いたのだけれど……。

「ちょうどあの頃、古典の授業でそんな和歌が紹介された。いつもは授業の話題なんか出すヤツじゃないのに、妙に憑かれたように『みをつくし、みをつくし……』って、ことあるごとにブツブツ呟いてたっけ」

「篤樹が？」

　私の返しに、静川さんは「そう」と言ってニヤリと笑う。

「あんまり繰り返すから、『お前、気味が悪いよ』って篤樹に言った。弓道部を引退したタイミングだったし、和心見せつけてカッコつけてるのかってからかったら、憮ぶ然ぜんとしてたな」

　見たこともないのに、そんなやりとりをする高校生の頃のふたりの姿が、おもしろいくらい想像できる。

「で、篤樹はふて腐れて『まあ、本当に縁が深ければまた会えるか』って言った。それっきり和歌を口ずさむこともなかったけど……さっきの篤樹を見てわかった。『みをつくし』は四宮さんの名前だ」

「え……？」

　話の核心がどこにあるのかわからない。けれど、含みをもたせるような言い方に、静かに胸が騒ぎ始める。

　焦らさず教えてほしくて、私は無意識に身を乗り出していた。そんな私に、静川さんはおもしろそうに目を細めた。

「この間言ったろ？　篤樹の好みのタイプは、守ってやりたくなる控えめな子」

「は、はい……」

「決死の覚悟で告白したのに、返事も聞かずに言い逃げしちゃうような子だ」

「……っ……！」

　思わず両手で口を押えて、私は大きく目を見開いた。私の反応に、静川さんはただ満足そうに頷く。

「君みたいな子だよ。四宮さん」

　穏やかにそう告げられた。

　それなのに、私の心臓は壮大な爆音を放って高鳴り続けていた。










捕まえたいから追いかけます




　浮かれるな。冷静になれ、私。

　昨日からずっと自分にそう言い聞かせて、さっきまでは意識せずにいられたのに。営業部との定例会議で篤樹の姿を目にしたら、鼓動が速度を上げ始めるのを感じて、私は自分を戒いましめた。

　会議室にコの字型に配置されたテーブル。私の向かい側のテーブルの端っこに座っている篤樹が、この位置からだと遮るものがなく、大きく視界に入り込んでしまう。

　発言者の声に耳を傾けながら、篤樹は頬杖をついて配られた資料をめくっている。そうやって、会議開始からほとんど目線を上げない。

　資料を熟読している様子だけど、向かいにいる私を視界に入れないようにしてることがわかる。そんな篤樹が不自然すぎる。

　静川さんの話を真に受けないようにしていたのに。もしかして……なんてドキドキしてしまう自分が、あまりに痛くて手に負えない。

　篤樹の好みのタイプが控えめな子だというのはいいとして、それが私のわけないじゃない。静川さんはきっとなにか勘違いしてる。

　篤樹に告白した子なんか、今まで数え切れないくらいたくさんいるはず。それだけ分母が多ければ、私のように最後まで勇気を持てずに言い逃げした子だって、何人かはいるだろう。

『守ってやりたくなる控えめな子』

『返事も聞かずに言い逃げしちゃうような子』

　それは私のことじゃない。

　昨夜、散々自分にそう言い聞かせたのに、篤樹のほうが気まずそうだから、気になって意識してしまう。

　結局、会議が終わるまで、私はずっと篤樹を観察してしまった。

　その間、篤樹は目を伏せ続けて、私を視界の外に追いやったままだった。




　会議が終わって立ち上がる篤樹に、橋本さんが声をかけた。ひと言ふた言、言葉を交わして、そのまま並んで歩き出すのを見て、さすがに焦れる想いが限界を超えた。

「片桐さん！」

　まだお互いの部の同僚もいる中で、篤樹を呼び止めた自分がすごいと思った。

　一瞬とはいえ、かなり注目を浴びて顔から火が出るほど恥ずかしかったけど、結果的にそれが功を奏した。

　私と篤樹が同じプロジェクトチームのメンバーなのは、みんな知ってる。私が声をかけても仕事の話としか思われず、それ故、篤樹は私を無視することができないのだ。

　ビクッと肩を震わせて、篤樹はその場に立ち止まった。そして、微妙な間を置いてゆっくりと振り返る。

「……なに？」

　篤樹の隣でつられて立ち止まった橋本さんが、呼び止めた私をチラッと横目で捉えた。一瞬困惑した表情を浮かべた後、篤樹を見上げる。

「あの……片桐さんにお話ししたいことがあるんです」

　プロジェクトのことで、と言わなかったのは、橋本さんには席を外してほしかったからだ。

　橋本さんはわずかに私を気にしてためらう様子を見せながらも、篤樹に小さく頭を下げて、同僚の波に紛れるように会議室から出ていった。

　ふたりだけになると、さっきまで騒がしかった会議室に気まずい沈黙が立ち込める。篤樹はやっぱり私から目を逸らしたままで、ガシガシと頭を掻いた。

「……昨日のことだろ」

　ふたりになって腹を括くくったとでも言うように、篤樹のほうからそう切り出した。

「っていうか、なんで澪があんなとこにいたんだ？」

　それを聞いて、私は肩をすくめる。

「ごめんなさい。静川さんに教えてもらったの」

　素直にそう返事をすると、篤樹はチッと舌打ちした。

「ったく、アイツ……」

　キュッと唇を噛んで、大きなため息をつく。

「あの……篤樹」

　思いきってまっすぐ篤樹を見つめた途端、「違うからな」と遮られた。出鼻を挫くじかれた気分で、私は一瞬口ごもる。

「静川からなにを含まされたか知らないけど。……いや、なんとなく予想はできるけど、とにかく違うからな」

　そのままの勢いで、篤樹は早口でそうまくし立てた。焦ったような、余裕が感じられない言い方が篤樹らしくなくて不自然で、私は再び静川さんの言葉を思い起こしてしまう。

「な、なにが違うの？」

　ドキドキしながら短く訊ねると、篤樹は再び頭を掻いた。

「静川も気付いたんだろ。俺が……澪に告白された時のこと」

　はっきりと篤樹の口から聞いて、鼓動が一度大きく跳ねた。

　それはつい昨日のことじゃなく、高校生の時のことを指してると、もちろんわかる。

「う、うん……」

　淡い思い出が蘇る。

　照れくさくて思わず顔を俯けると、突如、篤樹が勢いづいて、畳みかけるように声を張った。

「言っとくけど、俺も思い出したのは昨日だ。なんのつもりか知らないが、あんな〝まんま〟再現されりゃ、そんなこともあったって思い出す」

「そんな。私別に、再現したつもりじゃ……」

「俺は今まで澪のことなんか忘れてたし、もちろん全然気にしてなかった。だから勘違いするな。断じて言うが、俺がお前のこと好きだったとか、絶対にないから」

　まるでマシンガンのように一方的に言われて、言葉の意味どうこうよりも、その勢いに飲み込まれる。

「あ、篤樹……」

「当然だろ。百歩譲って心に残ってたとしても、それなら俺は自分で探した。いつか会える……なんて呑のん気きにその日を待つような男じゃない」

「それはもちろんわかるけど……あの、篤樹」

　私がなんとか口を挟むと、篤樹はハアッと身体全体で大きな息を吐いた。

「ったく……なんで俺、カッコつけて澪の前で源氏物語なんか話したんだろ。あの時は……つい名前で記憶が蘇って……」

「あの、篤樹。心配しなくても、篤樹が私のこと好きだなんて、これっぽっちも思ってないよ？」

　完全に自分のペースで独走態勢に入る篤樹を、私はそう言ってかろうじて止めた。途端に「え？」と目を丸くして聞き返される。

「静川さんも、そんなこと言ってない。ただ、篤樹の好みのタイプは控えめな人で、私みたいに告白して言い逃げするような子って教えてくれただけで……」

「……は？」

「だから、そんなムキにならなくても、自惚うぬぼれたりしないよ」

　ちょっと遠慮がちにそう言うと、篤樹は何度か瞬いた。そして、ガックリと頭を垂れる。

「なんだよ、それ……」

　そのままめり込みそうになる篤樹に驚いた。

　だけど……篤樹があまりに必死に言い訳しようとしたせいで、あんなに言い聞かせたのに、私の胸にはかすかな期待が湧き上がってきてしまう。それをどうにか押し隠そうとして、私は「でも」と言葉を続ける。

「思い出してくれて嬉しかった。あんな情けない告白でも、私には精一杯の勇気を出した思い出だから。もちろん、篤樹にとっては何十、何百分の一の経験でしかなかったろうけど……」

「……そこまで多くねえよ」

「……再現されて思い出してくれたってことは、私の告白、少しは記憶に残してくれていたの？」

　そう言いながら、彼の返事を探って窺うように見つめてしまう。

　声に出して認めてくれなくてもいい。ただ、ほんのわずかでも、頷いてくれたら嬉しいと思っただけだ。

　篤樹の反応を一瞬でも逃したくなくて、私は篤樹の一挙手一投足に意識を凝らした。

　篤樹は私から目を逸らして、そっぽを向いて、しばらく逡巡していたけれど、目を伏せると、ボソッとひと言呟いた。

「……少しは、どころじゃなくて、強烈な印象だったよ」

　私が願う以上の言葉を返してくれた。

「っ……」

　信じられなくて、素直に嬉しくて、ジーンとして言葉が出ない。

　そのひと言だけで、高校生の時の私のなけなしの勇気が報われたような気がする。

　なのに、そこはさすが篤樹だ。そう簡単には私を喜ばせてくれない。

「だって普通ないだろ。緊張で全身震わせて泣きそうになりながら俺のこと好きだって言っておいて、無理矢理プレゼント押しつけて逃げるとか」

「う……」

「しかも、名乗らない上にカードも名前だけ。お礼しようにも返事しようにも、学年もクラスもわからない。探してほしいんだか雲隠れしたいんだかわからなすぎ。っつーか、お前はシンデレラか。こっちだって暇じゃないんだ。そんなわけわかんない女、探すわけないだろうが」

　篤樹の毒舌は威力を増して、私の胸にビシバシと突き刺さる。

「むしろ、あまりにマヌケで、なにかの策略かと思うくらい印象に残ってたよ。……まあ、一瞬で顔も覚えてなかったし、名前もうろ覚えだったけどな」

　口ではそんなことをまくし立てながら、篤樹はフッと、あの頃を懐かしむように目元を緩めた。

「けど……澪と再会して、ほんとはなんとなく〝もしかして〟って思ってた」

　篤樹がボソッとそう呟いて、私に視線を向けた。

「え……？」

「……〝澪〟って名前もそうだけど、澪と接するうちに、時々イメージと記憶が重なるようになって。『あの子が大人になったらこんな感じの女になるかな』とか。だから……クッキーもらった時、思わず確認しそうになった」

　私の〝告白〟を思い起こす篤樹の声はとても柔らかくて、私は目の前にいる篤樹にドキドキしてしまう。

「……イメージ通りだった」

　俯いて微笑みながら、篤樹がそう呟く。

「……ごめん。なんかすごく嬉しい」

　顔が火照るのを感じて、思わず頬に手を当ててしまった。

　どうしよう。こんな篤樹、見たことがなくて、高鳴る鼓動が抑えられない。

「っ……勘違いするな。全然褒めてないし」

　ハッとしたように、間髪入れずにそう言うと、篤樹は私から表情を隠しながら背を向けた。

「どっちにしても、自分で勝手に逃げ出したお前と、どうこうなんてありえなかったしな」

　私はゆっくり篤樹の姿を目で追った。

　篤樹はパンツのポケットに手を突っ込んで肩をすくめる。そして、左手に抱えていた会議資料を軽く抱え直した。

「用は済んだか？　なら俺、仕事戻るぞ」

　ひと言だけそう告げて、会議室のドアに向かって歩き出す篤樹に、「待って！」と叫んで、もう一度呼び止めた。

　黙って振り返る篤樹に、私は想いの丈を吐き出した。

「昨日も言ったけど、ずっと好きだからっ」

　篤樹がピクッと眉を動かす。

「あの時のままの私じゃない。私、今度は本当に逃げないから！」

　こんなに必死に伝えようとしてるのに、篤樹は私を見遣るだけで表情を変えない。

「社内恋愛はしないって、篤樹が主義覆すくらい、私のこと好きにさせるからっ」

　そう、私も橋本さんに負けない気持ちでぶつからなきゃ。

　この恋は運命だから。簡単に諦めてはいけない。

　目に見えている限界のもっと先まで、私の全部を貫き通す。

　なのに、篤樹は唇を閉じたまま、目を伏せて肩をすくめた。

「しないよ。もう二度と、社内恋愛は」

　篤樹の頑かたくなな意志に働きかけることもできない。

　これだけ言ってもなんの影響力もない自分に、言いようもなく焦らされる。

　それでもなお、言い募ろうとする私に、篤樹は静かに口を開いた。

「……一年前。前の彼女と別れたんだ。同じ社内で後輩だった彼女と」

　感情を押し殺すような篤樹の声に、ドキンと心臓が騒ぐ。

　私の視線をまっすぐ受け止めたまま、篤樹は先を続けた。

「大人しくて控えめで、ほっとけないタイプだった。それが高校生の時の澪と同じように、全身震わせて告白してきたから、なんの因縁かと思ったけど」

「……私と似てたの？」

　思わずそう訊ねると、篤樹はかすかに意地悪な笑みを浮かべた。

「あっちのほうがかわいかったけどな」

　そして、そんな言葉でまた私を打ちのめす。

「でもまあ、付き合ってるうちに情も湧くっていうか……少なくとも、好きだったし大事にしてた。別れることは考えたことなかったし、このままいけば普通に結婚するのかなあとか、漠然と考えてた」

　篤樹が淡々と言うから、おとぎ話の朗読を聞いているように思った。

　私には毒舌ばかりの篤樹なのに、私が知らない誰かに対してそんな想いを抱いていたと知ったら、とても胸が痛かった。

　大きな窓から、柔らかな陽が射し込んでくる。私と篤樹に降り注いで、ふたりの影を床に落とす。それをボンヤリと見つめる私の頭に、篤樹の言葉がグルグルと回っている。

　そんなふうに思っていた彼女と、どうして別れてしまったんだろう……？

　私が口にする前に、篤樹は自嘲めいた表情で唇の端をわずかに歪めた。

「二年経った頃、付き合ってることが周りにバレたんだ」

「え……」

「もともと言いたいことも飲み込むタイプだったから、俺とのことで陰で他の女子社員から嫌がらせを受けてたのも、ひと言も言わなかった。……俺も、気付いてやれなかった」

「…………」

「俺になにも言わずに会社辞めて、実家帰って。結局、勝手に見合いして結婚しちまった」

　他人事のような篤樹の口調に、私は思わず息をのんだ。「そんな」と無意識に声が漏れる。

「彼女も、篤樹から逃げ出したから、追いかけなかったの……？」

　私のように……？

　やるせない感情が込み上げて、そんな声を上げながら、私は篤樹の目の前に立った。そして、真下からその茶色い瞳を見上げる。

「なんで……そんなに好きだったなら、どうして……」

「わかったような口きくなっ!!」

　突然感情を爆発させた篤樹の鋭い声に、私は一瞬返す言葉を失った。

「お前に言われなくても、連れ戻そうとした。俺のすべてをかけて、守り抜くつもりだった。でも……俺といるのが、守られるのが辛いって泣いて拒否られたら、それ以上どうにもできないだろうが!!」

「っ……」

「……男としての力量を信じてもらえなかった。なのに、それ以上俺になにができたんだ……！」

　初めて聞いた。

　篤樹がこんなに声を荒らげるのを。

　抑えられない感情を溢れ出す姿を。

　それが、私じゃない他の誰かを思ってのものだとわかっていても、心が揺さぶられてキュウッと胸が締め付けられる。

　どうして私のためじゃないんだろう。

　そこまで彼の理性を狂わせる想いが、どうして私に向けてもらえないんだろう。

　そう思うだけで、苦しくて切なくて涙が溢れそうだった。

「……もう嫌なんだよ。社内ってだけで理不尽な噂をされる。日々顔を合わせるオフィスで、その距離が彼女を苦しめてた。逃げ出すしかできないくらい、アイツに辛い思いをさせてた」

　私から顔を背けて、篤樹が、らしくないほど小さな声で言った。わずかに震えたその声は、泣いているのかと思うほどで、思わず「篤樹」と名前を呼んだ。

　けれど、もう次の瞬間には、篤樹はすべてを吹っ切ったように顔を上げていた。いつもの彼らしく、窓から注ぐ太陽の光を浴びて、堂々と。そして……。

「だから言ったろ。俺じゃ本物にはしてやれない。やめとけ、俺なんか」

　自嘲気味の声色で、私をたしなめる。

　心の奥に封印したはずの彼女との悲しい失恋を、私に話してくれた。そこに隠されていた篤樹の想いは、悲しくて切なくてやるせなくて、私の心に痛みを伴って染み入ってくる。

　もしかしたら、黙って頷くことこそが、彼のためなのかもしれない。

　このまま自分勝手な想いを飲み込んで、諦めるのが正解なのかもしれない。

　だけど……。

　再び背を向けようとした篤樹に、私は腕を伸ばした。そのままネクタイをグッと引くと、虚を突かれたかのように、篤樹が身体のバランスを崩す。抵抗できず迫ってくる篤樹の顔に、私は喉をのけぞらせて、ほんの少し背伸びをした。

　私が受け止めるような形で、唇がぶつかった。触れる唇の先で、篤樹が小さく息をのむのが気配で伝わってくる。ハッとして身を引こうとする篤樹の抵抗を打ち消すように、さらにネクタイを引く。そして再び、私のほうから強く唇を押し当ててから、ネクタイを離して踵を床に戻した。

「……澪」

　こんなに戸惑った篤樹の声は初めてかもしれない。

　正直なところ、私のほうも飽ほう和わ状態で、すべてを消化できていない。だけど……。

「私はもう逃げない」

　今、私の中で、それが確かな想いだから。

「……逃げたりしない。逃げてるのは、篤樹のほうだよ」

　怯まず、まっすぐ、ぶれないように、私は篤樹の瞳を見つめた。

　篤樹の腕に手を置いて、そのままギュッと力を込める。

「高校生の頃の私じゃない。篤樹が大事にしてた彼女ほど、私は弱くないから。なにがあっても、篤樹のそばにいるからっ……」

　感情を表す日本語が、もっとたくさんあればいいと思った。

　私が今抱える篤樹へのすべての想いを、目に見える形にして届けられたらいいのに。

　お願い、伝わって。お願い、通じて……！

　心の中で、必死に祈る。

　篤樹の腕にかけた手が、やるせなく震えた。

　けれど、篤樹は自分の腕から私の手を離させると、なにも言ってくれないまま、私に背を向けた。そして今度こそ、まっすぐドアに向かって歩いていく。呼び止めることもはばかられる、絶対的な拒否の空気を纏って。

　バタンと音を立ててドアが閉まった。ひとり会議室に取り残されて、私は唇を噛んで俯く。

　明るく降り注ぐ太陽の光が、とても皮肉に思えた。

　ぶつかったのに。逃げなかったのに。

　同じ会社の社員というだけで、篤樹への想いは遮断されて、その先に進めない。

　思えば、私と篤樹は最初からいつも心のタイミングがずれていた。

　高校生の時は私からぶつかって逃げ出した。

　大人になって再会して、篤樹から接近してくれた時は、今度は私が躊躇した。

　私が彼に堕ちる覚悟をした途端、篤樹は私との関係を終わらせた。

　再び私が想いを告げても、篤樹は私を拒絶する。まるで、永遠に続く追いかけっこのようだと思う。

　私が篤樹に恋をするのは運命だと確信している。そして、この恋が決して交わることなく報われないまま終わるのも、定められた運命なのかもしれない、とも思える。

　そう認めざるを得ないくらい、私と篤樹の間には、いつも不協和音が鳴り響く。

　いつまでも噛み合わず、歩み寄ることもできないまま、ジグザグに迷走を続けて、いつかは……と願うことすら無意味なんじゃないかという気持ちにもなる。

　ちょっと前の私なら、きっとここで諦めていた。このまま先に突き進んでも、傷つくだけなら、傷の浅いうちに立ち止まって引き返すほうが早く立ち直れると。

　だけど、私は今までより少しだけ強くなった。

　言いたいことはちゃんと言った。伝わらなかったからって、たった一度で諦められない。

　この先ずっと、私が篤樹の心から逃げずに寄り添っていれば、きっときっと心が掠め合う時が来る。重なって共鳴する瞬間も、きっとどこかにあるはずだ。

　他でもない、篤樹自身が再燃させたこの恋心に、胸が締め付けられる。

　そばにいたい。それだけでいいと覚悟を決めた夜、篤樹は私に『本物の恋をしろ』と言って突き放した。そんな自分勝手な言葉だって、全部全部、彼が誠実な心の持ち主だからこそのものだ。

　だから私も、まっすぐな想いでぶつかる。

　私は、心の底から湧き上がる想いに身を震わせるような、そんな恋がしたい。篤樹と、そんな恋がしたいから。

　今の私ができること。

　口先だけじゃなく、本当の意味で強くなる。

　それしかない。




　＊　＊　＊




　イベントまで一週間を切った。

　オフィスビルの倉庫に備品の搬入が始まり、イベント会場の設営に就く私と金子さんは、自分のデスクにいることが少なくなった。携帯片手に運送業者やオフィスビル側の担当者と連絡を取り合い、ここ数日はほとんど一日中オフィスと会場を行ったり来たりだ。

　イベントの三日前には、カクテルのサンプルが届く。前日には、子会社の商品であるチーズが納品される。

　会場設営のためにホールを借りているのは前日の夜からで、当然夜通しの作業になる。このプロジェクトチームの全員で取り組む正念場になるのは間違いない。

　今までこんなに体力勝負のプロジェクトに関わったことはないし、徹夜になるのが目に見える状況に陥ったこともない。不安はあるけれど、それはメンバーみんなが同じ状況だ。

　強くなる。

　そう決めた私に最初に襲いかかる試練だから、絶好のチャンスだとも思っていた。

　だって、頑張ってやり遂げれば、強い私を篤樹にも見てもらえる。負けない私を認めてもらえる。

　気持ちだけが先走ってしまうけど、多少の疲れは気付かないフリをして、張り切るしかない。




　その日、倉庫に格納する荷物が午後到着するとの報を受けて、私はお昼を早めに済ませた後、会場の倉庫に向かった。

　地下の広い倉庫には、オフィスビル側から借り受けた折り畳み式の長テーブルや放送機器がすでに置かれている。ここ数日で運び込まれた荷物もあり、最初に入った時より、乱雑で手狭な気がした。

　倉庫に着いてそう待つことなく運送業者から電話が入り、私は荷物の搬入に立ち合った。段ボールの個数を確認してから、受け取りのサインをし、オフィスから持ってきた期日管理表に納品の日付と時間を書き込む。

　それが済むと、ふうっと無意識のため息が漏れた。

　金子さんも子会社側のメンバーも、みんな仕事に忙ぼう殺さつされているんだろうけど……。

　この荷物の配置、ひどすぎる。チーズを冷蔵するための大型冷蔵庫も納品前日に運び込まれるし、そうなったら、ますます手狭になる。今のうちにちょっと整理して、今後の動線を確保しておいたほうがいい。

　そう判断すると、「よし」と独り言を口にして、私はニットの袖を軽くまくった。そして、ついさっき納入されたチラシの入った段ボールを、「よいしょ」と持ち上げた時……。

「勇ましいな」

　倉庫のドアが開いて、そんな声が反響して聞こえた。

　中腰の体勢で振り返って、ドキッとしてしまう。

　そこに、篤樹が立っていた。

　倉庫の空気はひんやりしているのに、彼はスーツの上着を脱いで、右肩に掛けるように手に掴んでいる。

「あ……」

　会議室で話をしてから数日が経っていた。だけど、お互い業務に忙殺されて、今日まで顔を合わせていなかった。

　篤樹の業務は今ここにはないはずなのに、どうして彼が来たのか、私にはわからない。

「……お、お疲れ様。どうしてここに……？」

　段ボールを持ち上げたまま訊ねると、篤樹は手にした上着を手近な段ボールの上に乗せた。そして、シャツの袖ボタンを外して腕捲りすると、私が持っていた段ボールをヒョイッと奪い去る。

「え……？」

「こういうのは、男の仕事だろ。なんで誰か呼ばないんだよ」

「……え？」

　戸惑いながら見つめる私の前で、篤樹はラベルを見て段ボールの中身を確認した。そして、「奥でいいな」と呟いて、私が移動させようとしていたスペースをいとも簡単に見破って、スタスタと奥に歩いていく。コンクリートの剥き出しの床にドサッと置くと、ふうっと息をついて私を振り返った。

　突然の篤樹の登場に驚いてただ見つめる私に、彼は小さく肩をすくめる。

「……サンプル納入前に、スペース確認しておきたかっただけだよ。橋本さんに任せようと思ってたけど、彼女、体調崩して今日休んでるし。まあ、予想を超えた惨さん事じだから、俺が来てよかったか」

　そう呟いて、大股で私の前に戻ってくる。そして、入り口付近に積まれたままの段ボールのラベルを見て、チラシの箱を持ち上げた。

「橋本さん、休んでるの……？」

　思わずそう訊ねると、「そう」と短い返事が戻ってくる。

「ここんとこ、ずっと残業付き合わせてたから。直前になって倒れられても困るし、休ませた。お前も体調気を付けろよ」

　素っ気ない口調でそう言って、篤樹は再び倉庫の奥に歩いていった。その背を見つめてから、私も同じ作業に取りかかる。

「私は大丈夫。身体は丈夫なの」

　強気でそう言って荷物を持ち上げると、篤樹は段ボールを積み上げてから再び私を見遣った。

　視線を感じながら、ちょっと大きめの段ボールを奥に運ぶ。ドサッと音を立てて床に置いて、軽く両手をパンパンと叩くと、篤樹が隣で私を見下ろしていた。

「無理すんな。澪のほうが最初から関わってるんだし、疲れも溜まってるだろ」

「大丈夫」

「かわいくねーな。これでも心配してるんだよ」

　サラッと言われて、ドクンと胸が跳ね上がる。それでもそんな自分を押し隠して、私は篤樹に背を向けた。

　だって、強くなるって決めた。

　このプロジェクトをやり切って成功させれば、きっと篤樹にも伝わる。

　私に〝似ていた〟かもしれない篤樹の前の彼女。だけど今の私は、守ってもらうばかりの女じゃないって。それなのに……。

「っ、くしゅっ」

　なんともタイミング悪く、私はくしゃみをしてしまった。

　篤樹はなにも言わないけれど、背中にじっとりとした視線を感じる。

「ち、ちがっ……！　これはただのダストアレルギーでっ……」

　断じて風邪じゃない。体調は良好なのだと、必死になって主張した。

「はいはい。わかったから」

　篤樹はため息交じりにそう言って、コツッと踵を鳴らして私に近寄ってくる。そして、追い抜きながら私の頭をポンと叩いた。

「重いのは俺がやるから。澪はその辺片付けろ」

「あのっ……」

「大人しく言うこと聞け」

　軽くそう言って、篤樹はチラシよりずっと重い段ボールを持ち上げる。

　袖をまくって露わになった腕に筋が走って、太い血管が浮き出るのを見つめながら、その男らしさに胸がキュンとしてしまうのを隠せない。

　私は慌てて篤樹から目を逸らした。そして、言われた通り軽い荷物に集中する。

　私の背中に、篤樹が視線を向けているのを感じる。だから、振り返れなかった。

　なのに……。

「……これでも結構期待してるんだ」

　静かに呟かれた言葉に、大きく心臓が騒ぎ出す。

　一拍置いて振り返った時、篤樹は荷物を抱えて私に背を向けていた。

「だから、油断するなよ」

　さらに続く言葉に、ドキドキと胸が高鳴るのを感じた。

　こんな些細な時間でも、私と篤樹はタイミングをずらしたままで、視線を合わせられずにいる。それでも私は、篤樹の言葉の意味を考えていた。

　純粋に、プロジェクトの成功を願って、私の体調を気にしてくれているだけなのか。それとも、もっと違う意味が隠されているのか。

　ドキドキと打ち鳴る鼓動を抑えるように、私は篤樹の背を見つめて、一度グッと胸に手を当てた。










強い私を知ってほしいんです




　サンプルが納品されたと、橋本さんから電話連絡を受けて通話を終えると、私は短い息を吐いた。

　やっと自分のデスクに少し腰を落ち着けることができたタイミング。腕時計を眺めながら、私は肩をほぐすように大きく回した。

　そこへ、他の会議に出席していた金子さんが戻ってくる。その姿を確認して、私はデスクに両手をついて、身体を支えるように立ち上がりながら呼びかけた。

　金子さんもデスクに書類を置くか置かないかの状態で、私のほうに視線を向ける。

「橋本さんからたった今連絡が入りました。サンプル、倉庫に格納したので、私たちのほうでも確認してほしいと」

　そう伝えると、金子さんは多分反射的に眉を寄せた。それを見て、私も思わず苦笑してしまう。さすがに声には出さないけれど、『少しは休ませろ』と言いたい気持ちは私にも通じるものがあるからだ。

　もともと金子さんはこのプロジェクトの他にも抱えている案件があって、身体が空くのが稀まれなほど忙しい人だ。

　プロジェクトの企画自体は実質的に最終段階だから、金子さんには前日の会場設営と当日のイベント進行にだけ身体を空けてもらえばいい状態ではあるのだ。

「え～っと……次の会議が終わるのが午後五時だから……」

　それでも金子さんは時計を睨んで、自分でもちゃんと確認に行こうとする姿勢を見せる。私が「金子さん、確認には私が行ってきます」と言うと、金子さんはわずかに逡巡した。そして、「いや」と首を横に振る。

「俺はリーダーだからな。ちゃんと自分でも確認しておかないと。ふたりで行こう」

　こういう責任感の強いところはさすがだ、と思う。

　頼れるリーダーの言葉に、私は浮かせた腰を椅子に戻しながら頷いた。

「橋本さんから、配送過程で特別なにか問題があったという報告は受けてるか？」

　金子さんもようやくデスクに腰を落ち着けながら私に訊ねてくる。「いえ」と否定の返事をした。

「首都高の渋滞で到着が一時間遅れたそうですが、特に問題はなかったそうです。サンプルもちゃんと発注通りの個数が納品されたと」

「……それじゃあ、それほど急いで確認に行かなくても大丈夫かな。四宮さん。明日の終業後に、一緒に行こう」

「明日？」

　金子さんの提案を聞いて、私は卓上カレンダーに思わず目を向けた。

「金子さん、会議の後は都合悪いんですか？」

「いや？」

「だったら……」

　急ぐ必要はないといっても、可能なら今日中に行っておいたほうがいい。

　そう思いながら言い淀むと、金子さんは軽く腕組みをした。

「特に問題がなかったなら、明日でも大丈夫だろ。……四宮さん、君も今日は定時で帰宅しろ」

「え？」

　命令口調でそう言われて、私は戸惑いながら何度か瞬きをした。それを見て、金子さんがわずかに表情を緩めて目を細める。

「俺も人のことは言えないが、君、ひどい顔してる」

「えっ!?」

　反射的に両手で頬を押さえた。

　地味なのは認めるし、美人でないのも重々承知だけど、面と向かってそこまで言われるとは地味にショックだ。

　あ、もしかしてメイクが崩れてるとかっ……!?

　一瞬にしてそこまで思考が巡って、私は慌ててパソコンのモニターに顔を映して確認しようとした。そんな私を、金子さんは肩を揺らして笑う。

「ああ、違う違う。ごめん。俺も疲れてるな。言葉のチョイスを間違えた。〝ひどい顔色〟だ」

「あ、なんだ……」

　私も苦笑しながらホッとする。そうして背筋を伸ばして、はは、と短く笑い声を上げた。

　よかった。これでもうら若き乙女なんだから、〝ひどい顔〟じゃ傷つく。

「なんだじゃないぞ。大事なのは前日と当日だ。今日、明日は極力仕事量を抑えて、早帰りして疲労回復に努めよう」

　私と同じように〝ひどい顔色〟をした金子さんが口にするのは、メンバーに対しての気遣いであり、プロジェクトを成功に導くための責任でもある。そしてきっと、軽く言ってはいても、彼も早く帰って休みたいんだろう。

　そう感じたから、私は素直に頷いた。




　＊　＊　＊




　そして翌日。業務終了後に、金子さんとふたりで倉庫へ向かったのだけど……。

「……え？」

　この間、篤樹とふたりで倉庫整理をして、サンプルのために空けておいたスペースに置かれた段ボールは、目測だけでわかるほど少ない。

　一瞬戸惑って、そのまま横に立つ金子さんを見上げた。

　私と同じように一目見ただけで表情を険しくした金子さんが、箱に貼られたラベルの個数と手元の資料を照らし合わせる。そして、大きく目を見開いた。

「……最初の企画段階での発注数しか納品されてないな……」

「えっ!?　そんな、だって……」

　慌てて自分でも企画書に目を凝らす。

　サンプルのサイズに合わせて計算し直したはずだ。それを最終発注数として企画書を出し直した。そして、篤樹と橋本さんに手渡そうと持っていって……。

「……あっ……!!」

　一瞬にして、サーッと血の気が引くのを感じた。

　あの時。社食で篤樹と橋本さんがキスするのを見てしまったあの時。私はふたりに企画書を手渡しなんかしていない。ただその場に落として逃げてきてしまっただけで、発注数を変更することは伝えていなかったのだ。

　もちろんふたりが知るはずがない。

　その事実にぶち当たって、顔が真っ青になるのが自分でもわかる。

「す、すみません!!」

　慌ててガバッと頭を下げた。

「私の連絡ミスですっ!!」

　焦りで頭の中が真っ白になる。

　どうしようどうしよう……とその言葉だけが渦うずを巻いて、心臓がフル稼働を始める。身体はカタカタと小刻みに震えた。

「私……私が片桐さんと橋本さんにちゃんと口頭で説明していなくてっ……！」

　とても頭を上げられない。

　金子さんがギリッと奥歯を噛みしめる音が、頭上から聞こえてくるようだった。

「いや、君だけの責任じゃない。四宮さんに言われた通り、昨日のうちに確認に来ていれば、対処できたかもしれないんだ。リーダーの俺の責任だ」

「顔を上げろ」と言われて、おずおずと背筋を伸ばす。それでも目を上げることはできなくて、殺風景なねずみ色の床に視線を這わせるだけだ。

「とにかく、一刻も早く対処しよう。明日の夜の設営までに、追加発注が可能かどうか。配送手配が間に合うか……。最悪、飾り付けに使う個数を変更して、レイアウトを変えるか……」

　機転を利かせてすぐにサラサラと方針を模索する金子さんの言葉を聞きながら、私は一瞬めまいを感じてクラッとしてしまった。

　あの時、あの一瞬、完全に仕事を忘れて感情に走ってしまった自分を悔やむ。

　ジワッと涙が浮かんできた。自分のしでかしたミスの重大さが肩にずっしりとのしかかってきて、このまま押し潰されそうだった。けれど……。

「四宮さん、泣いてる場合じゃない！」

　金子さんの鋭い一喝にビクッと肩を震わせて、私は反射的に顔を上げた。そして、思う。

　泣いちゃダメだ。

　仕事のできる頼もしいリーダーも、プロジェクト成功だけを考えて、焦りを抑えて冷静になろうとしている。

　――ミスした張本人の私が動揺してる場合じゃない。

　グッと唇を噛みしめると、込み上げる涙を飲み込んだ。一度大きく深呼吸をして、私もなんとか呼吸を整える。

「す、すみませんでしたっ……」

　もう一度大きく頭を下げて、すぐに姿勢を正す。そうして、強ばった表情のまま、金子さんをグッと見上げた。

「私……私はなにをしたらいいですか？　なにか私にできること……」

　声を張り上げて、金子さんの指示を仰ぐ。

　立ち直りを見せる私にホッとしたように、金子さんは私の頭を一度ポンと叩いた。

「すぐ片桐と橋本さんに連絡しろ。これから至急で追加発注が可能かどうか確認するんだ。俺は今ある分だけでなにができるか、代替案を検討する」

「はいっ……！」

　そう言われて、私は携帯を片手に電波状況の悪い倉庫から飛び出した。




　橋本さんとの電話を終えて倉庫に駆け戻ると、金子さんはいくつかの段ボールを開封した状態で、モバイルパソコンに向かい合っていた。実際に積み上げてみたのか、床に缶が転がっている。

　私の足音に反応して、モニターを睨んだまま、「連絡ついたか？」と確認してきた。

「はい。製造依頼した工場に、過剰在庫がないか確認してもらってます」

「片桐は？」

「それが……今日は別件の部長帯同で地方営業に出ていて、帰社時刻は未定だと。状況によっては泊まりになるかもしれないそうです。もちろん、連絡はお願いしてあります」

　少しだけ肩を落として返事をすると、金子さんも眉間の皺を深めた。そして、俯いて小さく首を横に振る。

「それもそうだな。仕方ない。もともとヘッドハンティングされてきたような男だ。大プロジェクトの中枢メンバーとはいえ、抱えてる仕事はこれだけじゃない。他にも並行する仕事があるのが当然だ」

「……はい」

　そして、それは金子さんも同じだ。そんな忙しいふたりを、私のミスで最悪の局面に巻き込んでしまった。自分が情けなくて、申し訳なくてたまらない。

「……本当に、申し訳ありません……」

「謝るのは後だ。……とはいえ、タイミングとしては最悪だな。片桐がいれば、俺が思いつかない案もあっただろうけど……。とりあえず、俺にできるのは、レイアウトと装飾デザインの再考だけだ。見てくれるか」

　そう言って私を手招きすると、金子さんは私にモバイルパソコンの画面を見せてくれる。そこに展開されるエクセル画面には、細かい図と計算式が見てとれる。

「正直なところ、ここにある分だけじゃ、だいぶ見栄えが悪くなる」

「……はい」

　私の返事を待たずにそう結論づける金子さんに、私も否定できずに頷いた。

　最悪の場合はこうするしかないけれど、子会社側との合同イベントだし、うちだけの問題ではなくなってしまう。

　お互いの会社にとって、新製品発表の華々しいプロモーションイベントだ。子会社側にも影響を及ぼすのは必至だった。

　ギュッと唇を噛んだ時、私の携帯が鳴った。反射的に画面を見て、営業部からの着信だと確認すると、私は応答しながら倉庫の外の廊下に出た。内容が気になるのか、金子さんも私の後に続いてくる。

　電話の向こうからは、私たちと同じように切羽詰まった橋本さんの声が聞こえてくる。橋本さんから報告された内容を、そのまま金子さんにも伝える。

「サンプルの製造は、浜松・仙台ふたつの工場に分けていて、仙台のほうには過剰在庫があるそうです！」

　金子さんがホッとした表情を浮かべるのを確認しながら、私は新たに聞こえてくる橋本さんの声に表情を曇らせた。

「……でも、配送手配が間に合わないそうです。今至急で発注をかけても、到着はイベント当日の午後になると……」

　私の沈む声に、金子さんの表情も一転する。

　私たちは、ほとんど同時に自分の腕時計を見つめた。

「追加発注分を頒はん布ぷサンプルに回すとしても、イベント開始時に頒布予定数の三分の一しか用意できないってことか……」

　ギリッと歯ぎしりして、金子さんが逡巡する。

　私の耳には、橋本さんの声が追いうちをかけるように聞こえてくる。

「あの……片桐さんは今商談中で、電話が繋がらないそうです。留守電にはメッセージを残してるので、終わり次第帰京するよう伝えてくれる、と……」

　もしかしたら最悪の状況でイベント当日を迎えるかもしれない。

　その状況を想像するだけで怖くて、私はためらいがちに金子さんに報告した。

　途端に、金子さんが大きく顔を上げて、私の手から携帯を奪いとった。

「もしもし？　橋本さん、金子です」

　そのよく通る声をすぐ横で聞きながら、私は金子さんの決断に緊張しながらも耳を傾けた。

「工場に連絡して、あるだけの在庫すべてを搬出する準備を整えさせてほしい」

　その言葉に、私は無意識にゴクッと唾を飲み込んだ。

「工場のほうには、搬出作業に対応できる職員を残しておけ、と」

　それを聞いて、金子さんがなにをしようとしているのか、私にも伝わってきた。

「これから直接取りにいく。それから、片桐から連絡があったら、こっちに戻って会場のほうで待機してほしいと伝えてくれ」

　橋本さんの返事を聞くと、金子さんは通話を終えた。そして、私に携帯を突き返してくる。

「……というわけで、俺はこれから仙台に行ってくるよ」

　そう言い残して、クルッと背中を向ける金子さんに、私は大きく一歩踏み出した。

「待ってください。私も行きます」

「ダメだ。無事に持ち帰ってこれたとしても、何時になるかわからない。明日も夜通しの設営準備になるんだ。君はちゃんと帰って明日に備えろ」

　それでも私は頑として頷かずに、金子さんをまっすぐ見上げた。

「車で行くんですよね。金子さんだって疲れてるのに、夜中ひとりで長距離運転は危険です」

　私の指摘が間違っていないせいか、金子さんもわずかに息をのんだ。

「私も運転交代できますから。連れていってください」

　強い口調でそう言うと、金子さんは一度大きく目を見開いた後で、しっかりと頷いた。

「……よし。来い、四宮さん」

「はいっ！」

　一度しっかり顔を見合わせて、私たちは急いでオフィスに戻った。




　その足で総務部に直行すると、無理を承知で掛け合い、緊急での社用車使用申請を特例で認めさせた。

　荷物を積むスペースが十分に備わったワンボックスカーに乗り込むと、私と金子さんは一路仙台に向かった。

『運転は大丈夫だよ』と言われたけれど、こんな状況での運転は心身共に負担がかかる。それがわかっているから、金子さんと交代しながら運転した。

「四宮さんが運転できるなんて、ちょっと意外だな」

　助手席で身体を休める金子さんにそう言われて、少し強ばる肩から力が抜ける。

「……普通に大学生の時に免許とりました。去年までは実家暮らしで、父親の車も運転してましたし。……まあ、こんな大きい車は初めてだし、一年ほどブランクがあるので怖いですけど」

「……おいおい。社に持ち帰るのがサンプルじゃなくて俺たちの訃ふ報ほうってことになるんじゃないだろうな……」

「だ、大丈夫です！　これでもゴールドカードですからっ」

「一年ペーパーだろうが……」

　そんな軽口でも、肩をいからせて運転する私から、無駄な力を取り除いてくれる。緊張する私を、金子さんが気遣ってくれているのが感じられた。

　午後十一時を回って、途中の高速パーキングで金子さんは車を停めた。

　座りっぱなしで凝り固まった身体を伸ばしたくて、金子さんとほぼ同時にドアを開けて、車の外に降り立った。一度大きく腕を伸ばす私に「ちょっと」と言って、金子さんは喫煙スペースに向かっていった。

　その背中を見送りながら、私は都会から離れた夜空の下、完全オフィス仕様の服装のまま、冷たい指先に息を吐いて暖をとった。

　工場までは、カーナビを信じればあと一時間ほどで到着する。そこから荷物を積み入れて再び東京に戻る。

　仙台の工場を出発できるのがいつになるかわからないけど、東京に帰り着くのはきっと明け方かそれ以降になるだろう。

「……さむ……」

　思わずそんな言葉が口を突く。

　けれど、すっきりとした冷たい空気は、ヒートアップした私の頭を冷やしてくれる効果になる。

　ほんと、私、情けない。

　篤樹に強い私をちゃんと見せつけたかったのに、こんなミスをしてむしろ迷惑をかける羽目になるなんて。しかも、金子さんまで巻き込んで。

　もう胸を張って篤樹に対峙するなんて、無理なのかもしれない。

　気持ちがシュンと沈む。

　けれど私はなけなしの意地で自分を叱咤した。

　落ち込むのは後。今はとにかく無事に工場からサンプルを運ばなければ。

「お待たせ。行こうか」

　背後から声をかけられ、私は気合いを入れ直しながら、金子さんを振り返った。「はい」と返事をすると、金子さんが私に車のキーを渡してくれる。ここを出たら、工場までは私が運転担当だ。

「なあ」

　運転席についてシートベルトを締める私に、助手席から金子さんが短く呼びかけてくる。首を傾けながら目を遣ると、金子さんはシートにすでに背を預けていた。

「四宮さん、このプロジェクトに、相当気持ち入れ込んでるな。……なんで？」

　そう問われて、一瞬私はエンジンをかける手を止めた。

「こう言っちゃなんだけど……。四宮さんはそこそこ仕事に安定感はあるけど、アシスタントとしての域を超える人間じゃないと思ってた。……多分、自分でもそれ以上は求めてなかったんじゃないかな」

「……そうですね」

　同じ部内でも指折りの有能な先輩からそう言われて、私は俯いて苦笑した。

　出しゃばらず、アシスタントとして与えられた仕事だけをこなしていれば、それで十分だと思っていた。やる気がないという意味で捉えられていたとしても仕方がない。

「それが、このプロジェクトにはそこまで真剣になるって。……もしかしなくても、片桐が関係してるんだろ？」

　探るような視線を意識しながら、私はまっすぐ前を向いて一度大きく深呼吸した。そして、話しかけられて止めていた手を動かしてエンジンをかける。

「行きますよ。……金子さん、着くまで眠ってて大丈夫です」

　そう言ってわずかに微笑むと、金子さんが苦笑するのが聞こえた。

「……悪いな。甘えさせてもらう」

「はい」

　ブレーキを解除して、アクセルを踏み込む。パーキングから高速に向けて走り出した時には、金子さんは助手席で目を閉じていた。




　そこから工場までは、夜中のせいか道も空いていて、スムーズに走ることができた。仙台市内の郊外に位置する広大な自社工場の敷地に入ると、奥まった倉庫まで直接車を乗りつける。

　日付けの変わった時間帯。工場は閑散としていて照明も落ちて薄暗かったけれど、倉庫は私たちを待ち構えるように煌々と電気が灯っていた。

　車を停めて、金子さんに声をかける。すぐに目を開けた金子さんと共に外に出ると、私たちの到着に気付いた工場側の職員が外に出てきてくれた。

　こんな事態に巻き込んだことを謝罪しようと頭を下げかけた瞬間……。

「え……？」

　私は思わず自分の目を疑った。作業服姿の工場職員と一緒に、スーツ姿の篤樹が私たちのほうに歩いてきたからだ。

「あつ……片桐さん……？」

　呆然と呼びかけると、篤樹は私にチラッと視線を向けただけで、金子さんに向き合った。

「搬出準備は整ってます。さっさと終わらせましょう」

「悪いな」

「いえ。俺の出先も青森でしたから。……近くてよかった」

　私には今のこの状況がいまいちよく掴めない。

　なんでこんなところに篤樹がいるんだろう。東京に戻るように伝わっているはずなのに、なんで先回りされているんだろう。

　だけど金子さんは全部想定内のようだった。

　私が呆然としている間に、男性三人の手で、いくつもの段ボールが社用車に積み込まれる。

　ハッと我に返って手伝おうとすると、篤樹の腕に制された。

「お前はいいから。休んでおけ」

「……え？」

　目だけを上げて篤樹を見つめると、篤樹はわずかに肩をすくめた。そうして、私の手を掴むと手のひらに車の鍵を落とした。

　篤樹が目を向けるその先に、一台の白い小型車が見える。

「営業先が交通の便が悪いとこだったから、青森でレンタカー借りてたんだ。作業終わったらこのまま東京に戻るから、先にあれに乗ってろ」

「え？　でも……」

　帰りも私が金子さんと運転交代しないと。

　そう言いかけた時、荷物を運びながら金子さんが私を振り返った。

「四宮さん。俺は大丈夫だから。帰りは片桐に東京まで連れて帰ってもらえ」

　そんな言葉を浴びせられて、私は大きく目を見開く。

「そ、そんなっ……！　だって私は金子さんと運転交代しなきゃいけないのに……」

　ここで帰されてしまったら、私が来た意味がない。

「俺の心配はいいから」

　なのに、金子さんはそう言って笑う。

「そ、それに、東京に戻ったら倉庫に搬入しなきゃいけないじゃないですか！」

　私のミスが招いた事態だ。なんとか最後までやりきりたい。

　そんな思いで、私は言い募ってしまう。なのに……。

「澪っ、意地張ってないで言うこと聞け！」

　私と金子さんのやりとりに割り込むように、篤樹が私にそう怒鳴りつけた。

　驚いてハッと顔を上げて、篤樹の険しい表情を目にして、グッと声をのみ込んだ。

「……無理するな。もう体力の限界だろ」

　篤樹の静かな声が胸に響く。言い聞かせるような口調が、じんわりと染み入ってきた。

　声に詰まってなにも言えない私に、「四宮さん」と金子さんが呼びかけてくる。

「ここに来るまでに仮眠はとらせてもらったから、俺の心配はしなくていいよ」

　黙り込む私の様子を眺めてから、金子さんは静かにそう言った。そして、手にしていた荷物を車に積み入れる。

　金子さんの背中に言うべき言葉がなにも見つからず、私は唇を噛みしめて俯いた。

「……だってさ」

　篤樹はそう呟きながら、俯いて黙ったままの私の手を取り、そっと鍵を握らせた。

「リーダーがそう言うんだから、大人しく命令に従っておけ」

　表情を和らげながらそう言って、篤樹も私に背を向ける。そして、再び搬入作業に加わっていく。

　冬の東北の寒空の下、スーツ姿で白い息を吐きながら作業を進める姿に、涙が込み上げるのを必死にこらえた。

　もしかしたら、私がここについて来たことが、むしろ迷惑だったのかもしれない。

　ふたりは私の体力を心配してくれたけれど、それはみんな同じ状況のはずだ。

　金子さんだって。そして、もちろん篤樹だって……。

　荷物を運びながら、金子さんと笑顔を交わす篤樹に、キュンとしてしまう。

　つい数時間前まで、普段と変わらず自分の仕事をこなしていたはずだ。泊まりになるかもとも聞いていた。もしかしたら今頃、ゆっくりベッドで休んでいたかもしれないのに、私を東京に送り届けるためにこんな深夜にここまで来てくれた。

　疲れているのは私だけじゃない。

　そうわかっているから、素直に頷いてしまってはいけないのに……。

　篤樹に渡された鍵を握りしめたまま立ち尽くす私に、金子さんが視線を向けて困ったような表情で笑った。

「ここまで助かったよ。四宮さん、ありがとう」

　その上、そう言われてしまったら……。

　私は身体の脇に垂らした手をギュッと握りしめた。

〝体力の限界〟なんて認めたくない。認めたくないけど、疲労が蓄積された身体は、動かない。




　搬出作業を終えた時、時刻は午前一時を指していた。工場の職員に挨拶をして、金子さんがワンボックスカーの運転席に乗り込んで走り出していく。

　それを見送ってから、篤樹がゆっくりと運転席のドアを開けた。篤樹が腰を下ろすと、車体がわずかに揺れるのを感じた。

　多分無意識だろう。篤樹は、ふうっと一度息をつく。

　シートベルトを締める篤樹に、「ごめんなさい」とひと言呟いた。それを聞いて、篤樹がチラッと私に目を向ける。

「今日は泊まりになるはずだったんでしょう？　私のミスなのに……。私がここに来たせいで、篤樹にまで迷惑かけた」

　私がそう言うのを聞いて、篤樹は目線を伏せたままフッと笑った。

「俺も金子さんも、このくらいの窮きゅう地ちはいくらでも経験してる。心配しなくていいから、東京まで寝てろ」

　そう言ってサイドブレーキに手をかける篤樹に、「でも！」と声を張ってシートから背を起こした。

　アクセルを踏み込もうとしていた篤樹が、ゆっくりと私に顔を向ける。

「私は……強くならなきゃいけないの」

　俯いて、膝の上でギュッと手を握りしめた。そんな私を、篤樹がジッと見つめているのが感じられる。

「似てたかもしれないけど、篤樹の前の彼女とは違うのっ……！」

　それを、言葉だけじゃなく態度で、行動で、篤樹に見せつけなきゃいけなかったのに……。

　身体が、思うように動かない。結局、口だけになって空回る自分が情けない。

　私は両手で顔を覆って、なにも言えずに俯いた。

　どうしよう。ここまで我慢できたのに、涙が滲んでしまう。

　駆動するエンジンで小刻みに振動する車内で、微妙な沈黙が流れる。

　必死にこらえようとしても抑え切れない私の嗚咽が響く中、篤樹は小さな息をついた。

「……わかってるよ」

　ボソッと小さな声で呟いて、私の頭をポンポンと叩く。そんな仕草に、私は涙を浮かべた瞳を篤樹に向けてしまった。

　暗い車内に、ひとつだけ灯った工場の明かりが差し込む。

　ぼんやりと青白く照らされた篤樹が柔らかく微笑むのを、私は見つめた。

「お前はアイツとは違う。……そんなの、最初から知ってる」

　ゆっくりと言い聞かせるようにそう言って、篤樹はまっすぐ前に視線を向けた。そして、私の言葉を待たずに、グッとアクセルを踏み込む。

「いいから、寝てろ」

　同じ言葉を繰り返して私の言葉を遮断した。

　もっと伝えたい。言い訳にしか聞こえなくてもいいから、もっと篤樹に私の言葉を聞いてほしいのに。

　私を助手席に繋ぎ止めておいて、篤樹が黙ってしまう。

　ズルい。ずっと前を向いたままで、チラリとも私を見てくれないんじゃ、私もそれ以上はなにも口にできない。

　沈黙だけが続く車の中。身体の疲れに飲み込まれて、私はいつしか目を閉じていた。そしてそのまま、その夜の記憶は途絶えた。










優しくされたら期待します




「うう、ん……」

　唸りにも近い自分の声で、私は目覚めた。

　そのままうっすらと目を開けて、ボーッとしたまま天井を見遣る。

　モゾッと身体を動かしてはみるけれど、自分でも初めて感じるような疲労感で、身体を起こすのが辛かった。額に手を当てて、眠る前の記憶を呼び起こす。

　昨日私は……。

　記憶を遡った瞬間、ハッと我に返った。

　身体が辛いなんてボーッとしてる場合じゃない!!

　慌てて布団を跳ねのけようとした瞬間。

「……澪？　……起きたのか？」

　すぐ隣からそんな声が聞こえて、ビクッと身体をすくませた。

「え……？」

　わけがわからなくて、一瞬頭がパニックに陥る。

　そんな私を気にする様子もなく、隣で眠っていた篤樹が、眉間に皺を寄せながら身体を起こした。

「えっ……。……ええっ!?」

　引っくり返りそうな私の声を聞きながら、篤樹はひとつ大きな欠伸あくびをした。

「お前はこのまま寝てていいぞ」

「どっ……どうしてっ……」

　慌てて大きく辺りを見回す。どう見ても私の知らない場所だ。

　ここはどこっ!?と慌てる私の前で、篤樹はベッドから抜け出ると全身で大きく伸びをした。

「おはよう。澪」

「お、おは……」

　反射的に返事をしかけながら、やっぱり意味がわからない。

　そんな私を振り返りながら見下ろして、篤樹は小さく肩をすくめた。

「俺の部屋。東京に戻ったの明け方で、澪、よく寝てたから」

「えっ……」

「隣で寝かせてもらったけど、心配しなくてもなにもしてない。……あ。起きた途端に『服が皺になる!!』とか言われると嫌だから、脱がせて着替えさせたけど」

「っ……!!」

　その声に導かれるように、私は自分の姿に目を落として確認した。

　確かに……昨日着ていた服じゃない。

　篤樹のものなのか、薄いシャツにダボダボのスウェットパンツ。それを見るだけで、カアッと頬が熱くなる。

「あっ……あつ……」

「寝てろ。許可は取ってるから」

　言い返そうとする私を、篤樹はそんな短い言葉で制する。

　カーテンの隙間から漏れる光がなんだか妙に明るくて、私は慌てて辺りを見回した。

　とにかく、今の時間を確認したかった。

　それを見透かしたのか、篤樹が短い声で教えてくれる。

「午前十時。金子さんには、午後出勤でいいって言われてる」

「え……？」

　思わず目を丸くして聞き返す私の前で、篤樹は着ていたシャツの裾を捲り上げて、ヒョイッと脱ぎ捨てた。

「ちょっ……」

　そうして、慌てる私の前でシレッと着替えを進める。

「けど、お前は休め」

　そう言われながらも、私は篤樹の引きしまった背中から目を逸らして、見ないフリをするのに必死だ。

「な、なんで。だって今日は……」

　夜通しの設営準備がある。私だって行かなきゃいけない。

　なのに、篤樹は諌いさめるような目をして、私を見遣る。

「まだ熱があるだろ」

「……え？」

「車の中でもうなされてた。着替えさせた時もお前の身体、熱かった。ここんとこずっと無理してたろ。今日はいいから、明日に備えて身体を休ませろ」

　素っ気なくそう言われて、とっさに自分の額に手を当てた。

　自分じゃよくわからないけれど……。

　夜中に比べれば、ちゃんと横になって眠れた分だけ身体は楽だ。

「ほ、本当に大丈夫」

　そう言って身体を横向けると、ベッドから降りようと足を出した。

「澪、言うこと聞け」

　白いワイシャツのボタンをはめながら、私の行動に気付いた篤樹が眉間に皺を寄せる。

「篤樹のおかげで、本当に身体は楽になったから……」

　そう言いながら少しだけ笑みを浮かべて見せる。けれど、自分の服を探そうとベッドから立ち上がった瞬間、足に力が入らず思わずフラッとよろけてしまった。

「澪」

　倒れ込みそうになる私を、篤樹の腕が支えてくれる。差し伸べられた逞しい右腕に、両手でしがみついてしまってから、慌てて足を踏ん張って体勢を立て直そうとした。

「ご、ごめん」

　なんで、こんな肝心な時に……。

　自分で思う以上に体力を失っていることに気付いて、心にジワジワと焦りが広がる。

「だから言ってるだろ」

　篤樹はため息交じりにそう言って、ヒョイっと私を横抱きにした。ふわっと抱き上げられて、驚きのあまり、「ひゃあっ！」と変な悲鳴を上げてしまう。

　片膝を乗せてギシッとベッドを軋ませながら私を横たわらせると、篤樹は私の身体を腕で囲い込むように手を突いた。

「無理して頑張るな。倒れられるのが一番困る」

　まっすぐ私に降り注ぐ篤樹の真剣な瞳に、ドクンと鼓動が高鳴るのを感じた。反論したいのに、吸い込まれそうな茶色い瞳に晒されて、声にならない。

　ただ黙って見上げる私に、篤樹もわずかに表情を和らげた。そして、信じられないくらい優しい仕草で私の額の髪を掻き上げてくれる。

「……頑張るのが俺のためなら、十分だから」

　ボソッとそう呟くと、篤樹はトンと床に足を下ろした。

　ドキドキと加速する鼓動のせいで、頬がカッと熱くなる。

　私は布団をグッと持ち上げて顔半分を隠しながら、慣れた手付きでネクタイを結び、身支度を整える篤樹を見つめる。

　篤樹だって疲れているはずなのに。

　私以上に気怠い朝を迎えたはずなのに。

　最後の最後で体調を崩してる自分が情けない。

　それなのに、十分だなんて言われたら。

　なんでそんなに優しいの……？

「っ……」

　鼻の奥のほうがツーンとする。歯を食いしばってこらえたのに、ヒクッとしゃくり上げてしまった。

「……なんだ。また泣いてるのか」

　篤樹が私に視線を落とすのがわかる。

「な、泣いてない」

　涙の痕跡を全部隠すように、私はさらに布団を引っ張り上げる。

　でも、きっとバレバレなんだろう。クスッと小さく笑う声が耳に届いた。

「家の中の物は自由に使ってくれていい。腹が減ったら、冷蔵庫にあるもの適当に食って」

「…………」

「合間見て、様子見に帰ってくるから。なんか欲しいものあるか？」

　両手で掴んだ布団で目元を隠したままで、首を横に振って「大丈夫」と、小さな声で返事だけはした。

　篤樹が再び小さな息をつくのが聞こえた。

「……澪。頼むから大人しくしててくれよ」

　そんな声にまでキュンとしてしまう。

　私は返事の代わりにズッと鼻をすすり上げた。

　ほんの少しの間の後、ギシッとベッドが軋んだ。軽くマットが沈むのを感じる。そして……。

　額に、ふわっとぬくもりを感じた。

「……っ」

　その正体がなにかわかってしまうから、私は布団をかぶったままで短く息をのむ。

　温かく優しい感触は、余韻だけを残してすぐに離れていった。

「……いってきます」

　そんな短い言葉を残して、篤樹はひとり、部屋を出ていってしまった。

　私の鼓動を大きく乱したままで。




　篤樹に心配をかけるだけだと思ったから、言われた通り大人しく眠って体力回復に努めようとした。なのに、額に落とされたキスの感触と篤樹の匂いのする布団のせいで、自分の心臓の音がうるさすぎて眠れやしない。

　結局、篤樹が出ていってから一時間でベッドから起き出して、私は落ち着かない気分のまま寝室を抜け出した。

　私の狭いワンルームとは雲泥の差。寝室の外には、さっぱりとしたリビングルームが広がっている。

　勝手に使っていいと言われたから、なんとなく眺めてしまった。

　落ち着いたナチュラルブラウンのカーテンに、チェストやソファも同系色でまとめられている。ソファの背もたれには、ふんわりと毛足の長いオフホワイトのカバーが掛けられている。

　男の人のひとり暮らしってもっと雑然としているもの、と勝手な先入観があったけれど、むしろ私のゴチャッと物が多い部屋よりずっと片付いている。

　ひとり暮らしにしては広くて立派なキッチンも清潔だ。……というよりはあまり使用感がない。

　もしかしたら物が少ないのも、この部屋で過ごす時間が少ないせいなのかもしれない。

　平日は仕事に追われて、寝るために帰るだけ。高校時代からいつもたくさんの仲間や女の子に囲まれていた篤樹だから、土日は仲間や友達と会う機会も多く、家にいる時間が短いということは考えられる。

　そして一年前までは、ずっと彼女と過ごしていたから……。

　ついそんなことを考えて、目線を足元に落としてしまう自分に、ハッと我に返った。

　ダメダメ。そんなこと気にしない。

　篤樹に、彼女との辛い過去を忘れてほしいと願っているのは私だ。それなのに、彼女と過ごしていた頃の篤樹を想像して落ち込んでる場合じゃない。

　ハアッと大きく肩で息をしながら、私はその場にしゃがみ込んだ。無意識に額に手を当ててしまう。

　篤樹の唇が触れた場所。その柔らかい感触を思い出して、頬が火照るのを感じた。

　なにをドキドキしているんだろう。額のキスくらいで。唇のキスだって何度かした。それ以上のことだってしてるのに、どうしてこんなことで今さら……。

　いや、今さら、なんて思える自分もおかしい。落ち着け、私。

　そう自分に言い聞かせるけれど、加速する鼓動を抑えられない理由は自分でもちゃんとわかっている。

　軽く額に触れただけのキスなのに、今までのどんな触れ合いよりも、篤樹の優しさを感じたからだ。そこに篤樹の心が込められていたような気がして、心が乱されてしまう。

　私の想いが篤樹に伝わって、篤樹がそれに応えてくれた、そんな期待に胸が高鳴ってしまう。

　いつもいつもタイミングの合わなかった私たちの歩調が、少しずつ噛み合ってきた。そんな気がして、私は自惚れてしまうのだ。

　……ダメだ。胸が苦しい。

　ひとりで舞い上がる自分をどうにかしたくて、私は胸を押さえながらソファに倒れ込むようにして横になった。

　ここならベッドよりずっと鼓動が治まってくれる。

　そう、とにかく私は今ちゃんと身体を休めて、できるだけ早くプロジェクトに合流しないと。

　ソファにかかっていたふんわりと柔らかいカバーにくるまって、私は再びゆっくり目を閉じた。




　ガチャッと鍵が開く音が聞こえて、私はぼんやりと目を開けた。カーテンを開けたままの窓の外は、もうすっかり暗くなっていた。

　もうそんなに時間が経ってしまったのか、と私はゆっくり身体を起こす。

　あれからかなり熟睡してしまっていたようだ。

　十分に睡眠をとったおかげで、午前中よりだいぶ身体が軽く楽だった。

　廊下から足音が近付いてくる。私が振り返るのと、リビングのドアが開くのはほぼ同時だった。

「あ」

　薄暗いリビングに私を見つけた篤樹が、咎めるような声を上げる。壁のスイッチで電気を点けると、眉間に皺を寄せて私の前に歩いてきた。

「おかえりなさい、篤樹」

「ただいま。……ってそうじゃなくて。お前なんでこんなとこで……」

「すごくよく眠れた。ありがとう、篤樹」

　そう言ってニッコリ笑いかけると、篤樹は虚を突かれたように何度か瞬きをした。そして小さく息をついて、テーブルの上にデパ地下の有名お総菜屋さんの紙袋を置いた。

「……なにも食ってないんだろ？　夕食。一緒に食おう」

「うん」

　私の返事を聞くと、篤樹はキッチンに向かった。水を入れたケトルを火にかけ、「お茶っ葉、お茶っ葉」と独り言を言いながら頭上の棚を開けている。

「篤樹、お茶なら私が……」

　慌ててソファから立ち上がると、「いい」と短い声で遮られた。そして、立ち尽くしている私にチラッと上目遣いの視線を向ける。

「……っつーか、澪。なんで大人しくベッドで寝てなかったんだよ。熱出してるっていうのに、ソファじゃしっかり休めないだろ」

　向けられる視線に非難の色を感じて、私はそっと肩をすくめた。

「でも大丈夫だし。……それに、ベッドはちょっと落ち着かなくて……」

「は？」

「いや、えっと……」

　その理由を説明するのはちょっと恥ずかしい。

　ついモゴモゴと口ごもると、篤樹は思い当たったらしく、意地悪くニヤッと笑った。探しあてたお茶っ葉と急須を手にしているけど、妙に似合わない。

「……は～ん……。読めた」

　その視線にも声色にもドキッとして、私は慌てて篤樹から顔を背けた。

　背後でコポコポと音がする。そんな物音すら、実にそぐわない。

　篤樹はお茶を淹れたマグカップをふたつ手にして、私のほうに戻ってきた。

「俺に抱かれたこととか思い出して、ドキドキしちゃった？」

　カップをテーブルに置きながら、背を屈めて顔を覗き込んでくる。

　そんな言葉にドッキーンと鼓動が大きく跳ねた。

「そ、そこまで思い出してないっ!!」

「『そこまで』ね。近いとこは想像したんだ」

「してませんっ！」

「はいはい」

　肩を揺すって愉快気に笑いながら、篤樹はソファにドスッと腰を下ろした。そして自分の隣をポンと叩いて、「ほら、澪」と私を促す。

　顔を真っ赤にしながらも、言われるがままに腰を下ろした。

　篤樹は軽く身を乗り出して、紙袋から割と豪華なお弁当の包みをふたつ取り出した。

　私は篤樹の横顔をそっと窺い見てしまう。

　なんだか、ちょっと前までの懐かしい空気が戻ってきたような気分。

　そう思うのは、篤樹がいつもの彼らしい態度で私に接してくれているからだ。

　篤樹に突き放されたあの夜の後は、近付けばその分遠ざけられていた。だから今、篤樹が私の前で彼らしくいてくれるのがとても嬉しい。

　篤樹の横顔を見つめながら、胸がキュンと苦しくなる。涙が込み上げてきそうになった時、「ん？」と篤樹が私に目を向けて、私は慌てて彼から目を逸らした。

「なに見惚れてるんだよ」

　しかも、そんな口調でからかってくる。

「み、見惚れてません」

　だから私も素直に認めずに言い返してしまう。

　意識を逸らそうと、篤樹が淹れてくれたお茶の入ったカップを両手で持って、ふうっと息を吹きかけた。

「別にいいよ、見てたきゃ好きなだけ見てろ。減るもんじゃないし」

　強気で不敵な言い方もとても篤樹らしい。

　言い返したいのはやまやまだけど、なんだかとても嬉しくて、私は「もうっ！」と言いながら篤樹を横目で睨んだ。

　篤樹も軽く肩をすくめながらクスクス笑って、お弁当の包みを開く。その時、腕時計に目がいって気付いたのか。

「っと、いけね。澪と遊んでる場合じゃなかった」

　まるで〝ちょっと猫の相手をしただけ〟とでも取れそうなニュアンスで呟くと、篤樹はお弁当を食べ始めた。

　私もそこで初めて時間を気にする。自分の腕時計に目を遣ると、午後七時を回ったところだった。

　きっと篤樹は、会場設営に入る前に、着替えがてら私の様子を見に戻ってきてくれたのだろう。

「準備、何時から始まるの？」

　私もお弁当の蓋を開けながら訊ねると、「八時頃から」と、なんとも適当な返事が戻ってくる。

「食ってシャワー浴びたら、戻らないと。みんなもボチボチ集まってくるだろうから」

　それを聞いて、私は無意識に身を乗り出していた。

「篤樹、私も行く。もう大丈夫だから」

「はっ!?」

「本当に、大丈夫。私もメンバーなんだから、設営に入るよ」

　力を込めてそう言って、篤樹に負けずパクパクとお弁当を食べ始めた。篤樹のほうは箸を止めて、私を横から見つめている。

「むしろ、昼間ずっと眠ってられたから、夜は起きてられるし！」

「ね！」と篤樹に顔を向けて小首をかしげて見せる。そして、さらにモリモリと食べる。

　考えてみれば、昨夜途中のパーキングで肉まんを食べてからなにも食べていなかった。そう意識すると、食べながらも空腹が増していくような変な感覚に陥る。

　怒ど涛とうの食欲を見せ、途中でお茶を飲んでひと息つく私に、篤樹は自分もお弁当を食べ進めながら目を伏せて、小さく笑っていた。




　食事を終えてシャワーを浴びた篤樹は、これから夜通しの作業に備えて、かなりラフな服に着替えた。こんなにカジュアルな格好は見たことがなく、いつもとは違うドキドキが止まらない。

　ゆったりしたカーゴパンツに、身体のラインがわかるピッタリした黒い綿シャツ。その上にフリースを着込むと、手にはカーキ色のモッズコートを抱える。

　なんだかサラリーマンというよりもガテン系のお兄ちゃんみたいだ。

　いつもはコンタクトだけど、すっきりした黒フレームの眼鏡をかけているのも新鮮だ。

　嫌味なほどカッコいい篤樹に、私はただ素直に見惚れてしまった。

　けれど篤樹は私の視線を気にすることなく、昨日の服を着た私を、頭のてっぺんから足先までジーッと観察していた。

「な、なに？」

　視線が突き刺さる。さすがに居心地が悪くてなんとなく身をひねりながら顔を背けると、「だよな」とひとりで納得しながら篤樹が呟く。

「そのまま連れてくわけにいかないか。……そもそも昨日と同じ服の澪を俺が連れていったら、金子さんには絶対バレるし」

「え？」

「かといって俺の服じゃサイズ合わなくて一層怪しまれるし……。今日も妙に絡まれたしなあ……。仕方ない。一度澪のマンションに寄るか」

　口元に手を遣ってブツブツとそう呟くと、篤樹はチェストの上から車の鍵を取り上げた。

「え？　あっ！」

　篤樹の言葉でやっとそこに意識が向く。

　そうだ。みんなも篤樹と同じように一度帰宅してから出直してくるのなら、作業しやすい楽な服装で集まるはずだ。この服じゃ私も動きづらいし、なにより仕事を休んで設営にだけ出向くのに、オフィス仕様の服装じゃおかしいに決まっている。

「澪、お前のマンション寄ってやるから、楽な服に着替えてこい」

　そう言って先にリビングを出る篤樹の背を慌てて追いかける。

「ご、ごめんね。面倒なことさせて……」

　私が後からリビングを出ると、「いや」と言いながら篤樹は壁のスイッチを押して電気を消した。そして再び私の先に立って歩く。

「余計な誤解されるよりマシだろ」

　背を向けたままで呟かれたひと言に、浮足立っていた気持ちがわずかに沈むのを感じる。だけど私は俯きそうになるのをこらえて、篤樹の後について彼のマンションから出た。




　私と篤樹がオフィスビルに着いたのは、午後九時を過ぎた時だった。すでに全員揃っていたメンバーが、「遅いぞ～」と笑いながら声をかけてくる。

　反射的に頭を下げて謝ると、子会社側のメンバーも優しく声をかけてくれた。

「いいって。昨夜のこと聞いたよ、四宮さん。大変だったね」

「体調崩したっていうから、今日は来れないだろうなって思ってたし」

「無理すんなよ？　大変なのは金子さんや片桐さんに任せて、適当に休憩しながらでいいんだから」

　口々に向けられる温かい言葉が胸に染み入る。私は元気よく「はい！」と答えてから、ペコッと頭を下げた。

　みんながそれぞれの持ち場に散っていく。

　私は、会場を見渡して金子さんの姿を見つけると、急いで駆け寄った。「金子さん」と声をかけると、メインステージの看板取り付け作業をしていた金子さんが、これまた見慣れないねじり手拭い姿で私を振り返り、「お？」と目を丸くした。

「あれ。なんだ、四宮さん。大丈夫なの？」

「はい。本当に、昨夜はご迷惑おかけしました。心配かけて申し訳ありません」

　そう言って頭を下げると、「いやいや」と軽く笑われる。

「片桐から聞いた。熱あったんだって？　こっちこそごめんな。でも本当に助かった。おかげで、ほら、この通り」

　芝居がかったリアクションで大きく腕を広げて見せる。

　そこにはツリー用のサンプルの段ボールが、十分な量、積み重なっていた。

　それを見て、私も心からホッとする。

「今日はゆっくりしてくれてよかったのに」

「いえ。本当に、金子さんと片桐さんのおかげで、もうすっかりよくなりましたから」

　ギュッと拳を握って笑って見せると、「ふ～ん？」と金子さんは鼻を鳴らして、なんだか意味深に私を見つめる。

「俺じゃなくて、片桐のおかげだな」

「え？　どうして……」

「だって、昨夜工場に先回りして四宮さんを東京に連れて帰るって提案してくれたの、片桐だから」

　それを聞いて、私は戸惑いながら目を丸くする。

　金子さんは私の反応にひとりで満足しながら、楽しそうに肩を揺らして笑った。

「片桐の出張先がどこか知らなかったから、俺は、片桐には先に東京に戻ってもらって、こっちで搬入を手伝わせるつもりだった。でも橋本さんから事情を聞かされた片桐が、俺の留守電にメッセージ入れてくれてたんだ」

「え……？」

「『四宮さんの体調が心配だから、俺も工場に直行してそこから彼女をピックアップします』って。こっちには他のメンバーを手配してくれたおかげで、段取りもスムーズだった」

「そ、そうだったんですか……」

　だから昨夜工場で篤樹を見ても、金子さんは驚かなかったんだ……。

　そう納得しながらも、私が知らないところで篤樹が気遣ってくれたことが嬉しくて、ジーンとしてしまう。つい頬の筋肉が緩んで、ふわっと微笑んでしまうのを思いっきり金子さんに見られてしまった。

　ハッと表情を引きしめると、さらに意地悪な視線で、「ふ～ん？」と覗き込まれる。

「な、なんですか」

　慌てて目を逸らしながら、ぶっきら棒な聞き方をすると、金子さんは腕組みをしてニヤニヤと笑った。

「なんだろう？」

「～～っ！　金子さんっ!!」

　あまりの居心地悪さに頬を膨らませて、顔ごと背ける。

　金子さんは「悪い悪い」と、全然悪いと思っていなそうな弾む口調で呟いた。

「初めはさ。このプロジェクトのアシスタントに片桐が君を指名したのも、全然意味がわからなかったんだけど……。そういうことか、って合点した」

「そ、そういうことって……」

　なにやらひどい誤解をされている。これじゃあ、篤樹を困らせるだけなのに。

「なにを勘繰ってるのか知りませんけど、そういうこともなにもないですからっ」

　負けずに腕組みをして、必死にそう弁解する。そんな私に、金子さんは小さく肩をすくめた。

「はいはい。まあ、それじゃあそういうことで」

「……金子さん」

「ほら。……最後、もうひと踏ん張りだ。頑張ろう」

　軽くかわされた気がするけれど……。

　そう、金子さんの言う通り、後ひと踏ん張りだ。

「はい！」と返事をして、もう一度ペコッと頭を下げる。そうして私も自分の持ち場に向かった。




　深夜０時を過ぎると、私と橋本さん、そして子会社側の女性ふたりで、炊き出しを始めた。子会社側のふたりが豚汁作り。私は橋本さんと並んでひたすらおにぎりを握り続ける。

　橋本さんも今日は午後からの出社だったらしいけど、さすがにこの時間になって疲れているのか、さっきからずっと黙ったままだ。大丈夫かな、とチラッと目を向けながら、彼女もちょっと前に体調を崩して篤樹に心配されていたことを思い出す。

「……あの、橋本さん」

　そっと小さな声で呼びかけると、彼女はハッと我に返ったように顔を上げた。

「あ、はいっ！　……すみません、ボーッとしてて」

　そう言って、とってつけたようにぎこちなく笑う橋本さんに、私は肩をすくめた。

「疲れてますよね？　私は今日この設営にしか参加してないから、体力は大丈夫です。橋本さん、休んでください」

　そう言って笑いかけると、橋本さんは私をまっすぐ見つめて、キュッと唇を噛んだ。

「……ありがとう。でも、大丈夫です。疲れてるわけじゃないんです」

「でも……」

「そうじゃなくて……」

　そう言い淀みながら、橋本さんはフッと目線を会場の中央に向けた。そこには、金子さんと一緒にカクテルツリーを積み上げようとしている篤樹の姿があった。

「あ……」

　私もその姿を目にして、ドキッとしてしまう。

　それが気配で伝わってしまったのか、橋本さんは再び私に視線を戻した。

「昨夜……四宮さん、片桐さんとずっと一緒だったんですよね……？」

　どこか思い詰めたような探る瞳を向けられて、ドクンと心臓が大きく鳴った。一瞬、おにぎりを握る手が止まってしまう。それに気付いて、私は取り繕うように、はは、と笑った。

「一緒っていっても。私は助手席で寝てただけで、片桐さんは車運転してくれてただけで……」

　ひとつ握り終えて、クルッと海苔を巻くと、大きなお皿に並べる。

　作り始めて三十分。三つの炊飯器に炊いたご飯も残りあと少しだ。

「ごまかさないで、教えてください。さっきも一緒に来たじゃないですか」

　さらに畳みかけられて、私はグッと言葉に詰まる。

　ごまかし続けて言い逃れることはできるけれど、こんなに真剣な目で見られたら、さすがに動揺を隠せない。

「……もしかして、昨夜からずっと……。そうじゃないんですか？」

　横から覗き込むようにそう聞かれて、私は今度こそ俯いた。

　金子さんにも勘繰られて、橋本さんにも追い込まれる。篤樹を困らせるだけなのに、私はどうしてうまくかわすことができないんだろう。

「……やっぱり、そうなんですね……」

　ふうっと、小さな吐息にいろんな感情が混じるのがわかる。

　私はグッと顔を上げて、橋本さんを見つめた。

「あの。誤解しないでください。私、昨夜熱出して……。片桐さんは心配して、一緒にいてくれただけですからっ……」

　私がちゃんと誤解を解かないと、篤樹にまた迷惑をかける羽目になる。

　そんな焦りが先走って、私は橋本さんにそう言い募ってしまう。

　私の必死の形相に彼女は目を丸くして俯くと、肩をすくめて小さく笑った。

「そんな。私にそんな必死に言い訳しないでください。四宮さんも片桐さんのこと好きなのはわかってるし、私は一度振られてます。だから……いいとか悪いとかじゃないんです」

　そう言って、橋本さんは再び手を動かし始めた。湯気の立つご飯を小さな茶碗によそって、真ん中に梅干しを押し入れる。濡らした手に塩をまぶして、リズミカルにギュッギュッと握る。開いた手の中で、綺麗な三角おにぎりが完成していた。

「ただ……」

　小さく呟いて、橋本さんはでき上がったおにぎりを私が作った物の隣に並べた。そして、それをボンヤリと眺める。

「途中からでもプロジェクトに参加させてもらえて、舞い上がってたんですけど……。私、きっと最初から勝ち目なかったのかな、って思って」

「え？」

　私は橋本さんの綺麗な横顔をジッと見つめる。

『最初から』って、どういう意味だろう？

　戸惑って言葉を失う私に、橋本さんはちょっと寂しそうに笑った。

「仕方ないですね。こればっかりは。……あ～、これで本当に失恋かあ」

　なにかを吹っ切るようにそう声を上げる橋本さんに、私はついギョッとしてしまう。

　豚汁を作るふたりにも聞こえたらしく、「どうしたの～？」と橋本さんに声をかける。橋本さんはちょっと照れくさそうにふたりと言葉を交わしてから、私をまっすぐ見つめてニッコリと微笑んだ。

「さ、本当にあと一息！　最後まで気を抜かずに全力を出し切りましょう！　……ね？　四宮さん」

「……はい」

　私も一拍遅れて彼女にそう返事をする。

　そうだ、あとひと息なんだから、油断は禁物。橋本さんの言う通り、最後まで頑張らないと。心配したのは私だったはずなのに、元気づけられてる場合じゃない。




　女性陣で作った炊き出しを囲んで和やかな休憩をした後、途中交代で仮眠をとりながら、作業は続いた。そうして、オフィスビル内の商業施設の開店三時間前に、完璧に設営を終えることができた。メンバーはそれぞれ交代で一度帰宅して、オフィス仕様の服装で身支度を整えて、また集まってくる。

　準備の整った会場には、営業部と営業企画部の部長や、子会社側のお偉方も姿を現した。商品ＰＲのアナウンスを依頼したアナウンサーも到着した。

　オフィスアワーに差し掛かり、ビルへの客足が伸び始める午前十一時。会場のメインステージでテープカットのオープニングセレモニーが行われたのを皮切りに、プロモーションイベントは華々しいスタートを切った。










逃げないから愛してください




　クリスマスシーズンの真っただ中で、カクテルとチーズという〝クリスマスの夜〟らしい組み合わせがタイムリーだったのか、イベントの評判は上々だった。事前の広報活動のおかげで、〝たった一日〟ということが希少価値になったようで、会場の外には開始前から来場者が長蛇の列を作り、開始十分後には会場内は大混雑だった。

　篤樹と金子さんが積み上げたツリーは、計画段階の想定よりずっと豪華にでき上がって来場者の注目を集めた。見上げる人たちは歓声を上げ、立ち止まって写真撮影をする人もたくさんいて、その後サンプルを配る列に並んでくれた。

　十分に用意したはずのサンプルは、開始後三時間で配り終わってしまった。終了間際に差し掛かっていたこともあり、最終的にツリーを崩しながら頒布したくらいだ。

　たまたま通りかかったＯＬたちが、はしゃぎながら撮ってくれた写真が、後々ツイッターやフェイスブックでも話題になったようだ。

　プロモーションイベントは大成功で終えることができ、ホールからお客さんがはけた後、私たちプロジェクトメンバーは達成感に満ちた笑顔を交わし合った。

　身体に残ったのは心地よい疲れ。そして、たとえようもない満足感と充足感。

　慌ただしく後片付けを済ませたのを最後に、翌日からそれぞれの通常業務に戻った。それからは日々に忙殺され、解散式も後回しのまま。クリスマスと年末は一気に押し寄せて過ぎ去っていき、一年の疲れを癒やすだけの短いお正月休暇を終えて、新しい一年のスタートを切った。

　仕事始め恒例の社長の初頭挨拶では、プロモーションイベントの大成功が話題に挙げられた。

　対外的にも、イベントが大きく新聞や雑誌に取り上げられたため、首都圏先行発売を前に広報部に問い合わせが殺到した。営業部には既存の取り引き先だけでなく、これまで取り引きのなかった新規先からも注文が相次いだ。工場をフル稼働させても受注に追いつけないほどで、嬉しい悲鳴が上がっているらしい。

　そして私の営業企画部は、相変わらず今までと同じく、既存・新規すべての商品のプロジェクトに追われていた。

　社史に残る成功を受けて、金子さんを〝切に〟指名してくる部署も増えていた。私もいくつかのプロジェクトに金子さんから声をかけられて参加している。

　忙しい。そして、とても充実した日々。平日五日間を乗り切るのに必死で、他のことを考える余裕もないまま、気付いたらカクテルの発売日を迎えていた。

　初回生産数が予定の三倍になり、それでも注文が途絶えないと聞いた。発売一週間の初動売り上げは、これまで一番のヒット商品と比較して二百％増を達成して、文句なしの大ヒットとなった。

　社の利益に大きく貢献した功績を讃たたえられ、私たちプロジェクトチームは、今年度の社長表彰が内定した。

　入社して四年。日々目立たないアシスタント作業をこなすだけだった私には、夢にも思わない勲章だった。

　延び延びになっていた〝合同プロジェクト解散〟の打ち上げが行われたのは、つい先週、一月も終わる頃だった。

　子会社側でもイベントの成功は高く評価されたらしい。一カ月ぶりに会うメンバーは、みんなそれぞれ自信に満ちた表情で、この短い期間でとても逞しくなったように思えた。

　一緒に仕事をしたのはほんの短い期間だったけど、同じプロジェクトを成功させた大事な仲間だ。みんなで大騒ぎしたその夜は、とてもとても楽しかった。

　けれど、このプロジェクトの起案者とも言える篤樹は姿を現すことはなく、子会社側のメンバーもとても残念そうにしていた。

　中途入社でいきなりの社長表彰内定。一気にトップ営業の座を確立させた篤樹は、社内でもすっかり有名人なのだ。

　あれからずっと、ほとんど分刻みで仕事に追われ、この一カ月、日本全国を飛び回っているのは、私も知っていた。同じ営業部の橋本さんでさえ、デスクで落ち着いて仕事をしている篤樹を、この一カ月、目にしていないという。

　そう、あれから――。私はほとんど篤樹に会っていない。

　プロジェクト直後に【お疲れ様】という短いメールのやりとりはした。だけどお互いに忙しくて、そのまま会う約束をすることもできずに年を越してしまった。

　年明けに何度かメールを送ったけれど、返事が来るのはかなり時間が経ってから。仕事がらみで社内メールを送っても、だいたいいつも〝不在メール〟が自動応答で返信される。

　そんな状態が続いて、プロジェクトの解散式の連絡をするのも気が引けて緊張した。案の定、篤樹からのレスポンスはなかったけれど、返事を求めて畳みかけることもできなかった。

　篤樹が忙しいのは、嫌というほどわかっている。今はまだ待つべきなのかな、と思った。

　きっと篤樹は、年度内はずっとこの調子だろう。

　中途入社でいきなり高い評価を得た篤樹にとって、今がとても大事な時期だ。もちろん私も応援したい。

　だから、最後に一通【少し落ち着いたら会いたいです】とだけメールを送って、その後は控えた。そして、ただ、篤樹からの連絡を待つ日々を過ごしていた。




『次はぜひプライベートでも』と、みんなで会う約束をして、打ち上げを終えた。

　本当にこれでこのプロジェクトも終わるんだな、と実感したら、帰りの電車の中でひとり、寂しさで胸が潰れそうになった。

　だけど、立ち止まってはいられない。明日も明後日も、私にはこなすべき次の仕事があるんだから。

　まっすぐ前を向いて忙しない日常に追われる。

　ほんのちょっと前までとそれほど大きく変わったわけじゃないのに、そうやって過ごす日々は、とてもキラキラと輝いていた。

　そう感じることができる今、私は思う。

　私の日常をこんなにも輝かせてくれたのは、私の高校生活を鮮やかに彩ってくれた人。あの頃も今も……私にとってなにより大事で恋い焦がれてしまう人。

　一度目は逃げて、二度目は届かなかった。だけど、この想いは揺るがない。

　私の毎日にこんな輝きをくれた篤樹への想いは、会えない日々が続いて、募るばかりだ。

　電車を降りると、冷たい夜の空気に包まれながら立ち止まって、都会の小さな夜空を見上げた。吐き出した白い息が立ち上って、そして消え入っていくのを見つめる。

　東北の工場での夜の作業を思い出して、胸がキュンと疼いた。

　連絡を控えようと決意したのは、私だけど。待つと決めたのも、私だけど。

　篤樹――。

　逢いたい。

　――逢いたい……。




　＊　＊　＊




　二月――。

　その週末は、一段と厳しい寒さが続いた。記録的な大寒波に見舞われ、金曜・土曜と首都圏にも大雪が降り、交通網は麻痺してテレビのニュースもそれ一色だった。

　日曜日は、雪もやんで、太陽が姿を現した。一面の銀世界に陽射しが降り注ぎ、雪の結晶がキラキラと輝く。

　それでも、気温は上がらない。降り積もった雪を溶かす力にはならず、あちこちが真っ白のままだ。そんな中……。

　私は、ザクザクと雪を踏みしめながら、懐かしい母校にやって来た。閑散とした校門を通りすぎて、滑りそうになる足に力を込めて、校舎の前を通りすぎる。

　広い校庭は、足跡ひとつ見出せない。まだ誰も踏み入っていない新雪をギュッギュッと踏み固めながら、先に進む。

　冷たい空気で頬を赤く染めて。キンと張り詰めるような空気の中、口から白い息を吐き出す。

　そうやって辿り着いたのは、体育館の奥にある弓道場だ。ここからすでに、屋外にある三つの的がわずかに見える。

　気持ちが逸るのを抑えながら、かじかんだ赤い手を、道場に続く引き戸にかけた。まるで凍り付いているかのように、ガタガタと引っかかりながら開く。

　玄関先でレインブーツを脱いで、凍えて麻痺したように感覚のない足で、長い廊下を音を立てないように歩いていった。

　そうして突き当たった、引き戸が開け放たれた道場。そこに、道衣を纏った篤樹が弓を構えていた。

　二カ月近く前のイベント当日以来、久しぶりに目にした篤樹の姿。少し痩せたその姿に、胸がキュンと苦しくなった。




《明日、弓道場に行ってごらん？》

　昨夜、静川さんから電話をもらった。

　クスクス笑う声が、私にもたらしてくれたその情報。

《今年になって初めてだから、って。この大雪で部活も休みだっていうのに、篤樹は行くらしいから》

　呆れたようなその声に導かれて、私もこの大雪の中、一目でも姿を見たくて足を運んできた。

　凛とした冷たい冬の空気の中、篤樹の弓構える姿がさらに空気を研ぎ澄ます。

　引き戸の外、離れた場所からでもギリッと弓がしなる音が聞こえてくる。

　篤樹はまっすぐ的を見据えて、一射放った。バシッと空気を切り裂くような音がして、矢が的の真ん中を貫く。それをジッと見据えたまま、静かに構えを解く。

　静川さんも見惚れると言った、篤樹の残心。もちろん、私は彼から目が離せない。

　篤樹の足元から的までの地面は、通ってきた校庭と同じように真っ白な雪の絨毯で覆われている。

　彼の白い道衣に白い息。尖るような潔さを纏う真っ白い世界の中心に、篤樹は佇んでいた。

　篤樹が、フッと小さく肩で息をした。彼の口から漏れる息が、大気に消え入っていく。そのまま次の矢を手にして、篤樹は目を伏せた。そして……。

「……コソコソ見てないで、入ってきたらどうだ？」

　はっきりとした声でそう言って、私が身を潜めた出入口にゆっくりと顔を向けた。

「あ……」

　ドクンと心臓が大きな音を立てて、私は篤樹に姿を晒したまま凍り付く。

「澪」

　彼の唇が、私の名前を静かに紡ぐ。それを聞いて、私は反射的に謝った。

「ごめん……、ごめんなさい……！」

　慌てて頭を下げると、「は？」と短く聞き返される。その声に、私は頭を上げた。

「邪魔、したくないの。篤樹の集中力を切らせるつもりじゃなかったの」

　必死にそう言い募る。

　真剣に向き合えるものに集中している時、空気を乱されることを嫌う篤樹だ。今、私がこの場に立ち尽くしていることだって、きっと不快に思っているに違いない。だけど……。

「……どうしても、会いたくて……」

　冷たい空気に消え入りそうなほど声をすぼませて、私は俯いた。

　凍えるような廊下を踏みしめる足は、動かない。

　私の声を聞いて、篤樹がゆっくりと身体ごと私を振り返った。弓を手にしたまま、ギシッと床を踏み鳴らして、私のほうに歩を進めてくる。

「そこじゃ寒いだろ。こっちなら、ストーブがある。そこよりはいくらかあったかい」

　そう言って、篤樹は私に手を差し伸べてくれる。ドキッとしながらも、無意識でその手に掴まった。

「……篤樹の手も、冷たい」

　思わずそう呟くと、篤樹は白い息を弾ませながら小さく笑った。

「まあ、こんな吹きっ晒しの道場じゃな。ストーブじゃ、大した暖にはならないか」

　そう言いながら、変わらないちょっと皮肉な笑みを向けてくれる。

　篤樹に誘われて、私は彼にとって神聖な場である道場に足を踏み入れた。

　いつの時代から使ってるのか……と思う古い大型のストーブに、赤い炎が揺れている。篤樹の言う通り、半屋外の道場の空気を温めるほどの十分な効果はない。それでも、上に置かれたヤカンから吹き上がる蒸気を見るだけでもホッとする。

　篤樹はその前に私を連れていくと、自分もストーブに手をかざしながらボソッと呟いた。

「……そろそろ来る頃だと思ってた」

「え……？」

　思わず顔を上げて、頭ひとつ分上にある篤樹の顔を見つめてしまう。

「静川さんから、聞いてたの？」

　そんな私に、篤樹はおもしろそうに目を細めた。

「いや。……静川に伝えさせたのは俺だからな」

　そんなことを言って、篤樹は、私の前に姿勢よく立ちはだかった。

「ど、どういう……」

　篤樹が言う意味がよくわからない。

「あれから連絡できなくてごめん。今日も自分で連絡するべきだったんだけど。……静川の情報だけで、こんな雪の日でも、澪が来るか来ないか。……心のどこかで賭けて、待ってた」

　ただ呆然と見上げると、篤樹は白い息を吐きながら肩を揺らして笑った。

「この二カ月、ずっと考えてた。もし今日澪が来たら、その時は……」

　そう言って、最後は語尾を空気に消え入らせてから、篤樹が私をまっすぐ見つめた。

「……澪。会いたかったのは、俺も同じだ」

「……え……？」

「ほんと……。こんなつもりじゃなかったんだけどなあ……」

　そう言ってかすかに唇をへの字に結ぶと、篤樹はグッと私の腕を引いた。虚を突かれて彼の力に引き込まれるまま、私は篤樹の胸に顔を埋めてしまう。

　息をのむ私の頭上で、篤樹が小さく息を吐いた。

「……ストーブなんかより、このほうがあったかいな」

　そして、そんな言葉を、吐息交じりで私の耳元に囁く。

　鼓動が臨界点を越えて高鳴る。息苦しくなって、私は篤樹の胸に手を突いて身体を離した。

「あ、篤樹っ」

　耳まで真っ赤になるのを感じながら、俯いて声を張る。

〝湯たんぽ〟の私が逃げたせいか、ほんのちょっと不機嫌そうに眉を寄せる篤樹の視線を感じながら、私は篤樹と距離を置いて、彼を見上げた。

「わ、私。ここでちゃんと伝えたかったの」

　肩を強ばらせてそう言うと、篤樹がわずかに目を細めた。

　まっすぐに向けられる視線に晒されて、私の鼓動は高鳴るばかりだ。

　こんな鼓動の高鳴りを、私はいつも、ここで経験した。

　初めて篤樹に告白した高校生の時。

　募る想いに突き動かされて、言わずにはいられなかった二度目。

　そして、三度目の今――。

「篤樹、私……」

「澪、好きだ」

「……え？」

　いきなり想いを遮られて、私は目を丸くする。そのまま、呆然と、篤樹を凝視した。

「俺、好きだよ。お前のこと」

　篤樹は静かにそう繰り返して、私が作った間隔を埋めるべく、ミシッと床を鳴らして足を踏み出してくる。そして、硬直したままの私の頬に弓懸をした右手を添えた。

「……おもしれえ顔」

　その上、そんなひと言を吐く。

「あ、あつ……」

　私はいっぱいいっぱいで、篤樹の言葉に文句も言えない。

　けれど篤樹はキュッと唇を引きしめて、私をしっかり見つめたまま、小さく唇を開いた。

「……俺は、逃げる女は、追わない主義だ」

　その言葉に、私はゴクッと息をのむ。

「面倒なだけの社内恋愛も、絶対したくない。するわけない。……そう思ってた」

　そう言って、篤樹のほうがわずかに私から目を逸らした。

「なのに……。お前相手じゃ、俺も覚悟決めるしかないよな」

　どこか困ったような声色に、鼓動が大きく跳ね上がった。

「篤樹……」

　必死に彼の名を繰り出す私の唇に、シッと篤樹が人差し指を立てる。そうして私の言葉を制してから、篤樹が目を伏せた。

「……会いたくて、俺から仕掛けるとか、マジで計算外だった。でも……本当は、最初からヤバいと思ってたんだ」

　伏せた睫毛をわずかに震わせて、篤樹が唇の先でそう呟く。

「本気になりそうだったから、無理矢理関係を終わらせて突き放そうとしたのに。……お前、逃げずにぶつかってくるから……」

「あ、篤樹……」

「……完全、堕ちた」

　混乱するように呟いて、篤樹は背けた顔を大きな右手で覆い隠す。

　きっと、隠し切れない頬や耳が赤いのも、この冷たい空気のせいじゃない。

「篤樹……」

　思わず私も自分の口を両手で覆った。

　信じられない。こんなこと、本当にあるんだろうか。

　あんなに焦がれるだけだった篤樹が。みんなの憧れの的だった篤樹が……。

　なにも言えない私を、篤樹は顔を隠す手を離して、まっすぐ見つめる。

「……だからお前も覚悟しろ。社内だろうがなんだろうが、逃がさないからな」

　そう言って、篤樹はぎゅうっと私を抱きしめた。

　思わず息をのむ私の耳元に顔を埋めて、彼は小さな冷たい吐息を漏らす。

　心が大きく揺さぶられた。

　あんなに恋い焦がれた篤樹が、今私と同じように心を震わせて、私を好きだと言ってくれる。

　すれ違い続けた心が、今、重なってひとつになる。

　私と篤樹の心は確かに同じ方向を向いていて、そして、共鳴し合っていた。

「逃げない。……逃げるわけないでしょ」

　必死にそう告げて、篤樹の身体に腕を回した。ギュッと抱きしめようとすると、篤樹は腕の力を抜く。そして、私の額にコツンと自分の額をぶつけた。

　同じ高さになった目線から、お互いを上目遣いに見つめる。

「篤樹……」

　大好きな人の名を呼びながら、私は瞳を震わせて、必死に笑顔を浮かべる。ほとんど無意識に、篤樹の首に腕を回した。

「やっと、追いつけた……」

　お互いに惹かれ合うように、顔を寄せて唇を触れ合わせた。

　私と篤樹の他に誰もいない道場。静かで冷たい空気を纏いながら、一瞬小さく触れた後、まるで貪り合うように求め合う。身体を抱きしめる腕に力がこもって、全身で『離れない』と伝え合う。

　こんな冷たい雪景色の中なのに。熱情に煽あおられて、火照らせた身体で抱き合う私たちのほうが熱いはずなのに、このまま、溶けてしまうんじゃないかと思った。




　篤樹の部屋に辿り着いて、半分なだれ込むように玄関に入った。

　背後でドアが閉まったのを確認する前に、篤樹の唇が落ちてくる。息もできないくらい激しく唇を塞がれて、息苦しさのあまり、彼の胸にしがみついた。

　ハッと小さな吐息を漏らして、篤樹が私を抱き上げる。思わずギュッと彼の首にしがみつくと、次の瞬間、ドサッとベッドに落とされた。

「あ……」

　思わず息をのんで、立ちはだかる篤樹を見上げる。

　篤樹は黙ったまま私を見下ろして、妖艶な笑みを口元に浮かべる。

「逃げたい？」

　探るように訊ねられて、思わずゴクッと息をのんだ。

「今ならまだ、逃がしてやれるよ」

　そう言って、腕を突いてベッドをギシッと軋ませる。

　私はただ、篤樹を見つめたままでいた。そんな私に、篤樹のほうが先にフッと表情を和らげる。

「……けど、追いかける」

　そう言いながら、ゆっくりと篤樹が私に覆い被さってくる。首筋にピリッとした感覚が走って、私の身体がビクンと震えた。

　いつもは余裕綽しゃく々しゃくな篤樹のらしくない性急さが、想いの深さを語っているようで、ただ、胸が震える。

「俺は多分、澪に逃げられたら、追いかける。逃がしてやれない」

　そんなことを呟きながら、篤樹が私の身体に手を這わせる。

「っ、はっ……」

　ビクンビクンと身体が震える。与えられる目まぐるしいほどの刺激に目尻に涙が浮かんだ時、篤樹がジッと私を見つめた。

「……こんなの、初めてだ」

　自分でも戸惑うようにそう呟く篤樹に、胸がキュンと締め付けられる。

　ドキドキと高鳴る鼓動を抑えて、私は篤樹の身体に腕を回して、そっと抱き寄せる。

「篤樹……。愛してる」

　自分でも驚くような言葉が口を突いた。言った私と同じように驚きに目を丸くした篤樹が、ジッと私を食い入るように見つめてくる。

　そんな視線が恥ずかしくて、私は真っ赤になった顔を背ける。

「見ないで。恥ずかしい……」

　消え入るような声で呟くと、上から吐息と共に笑い声が聞こえてきた。

「……その言葉、俺には逆効果だから」

「えっ……」

「もっと恥ずかしくさせてやる」

　どこまでも不敵な口調で、篤樹は私の身体に体重を預けてきた。




　茶色いカーテンの向こうで、陽が傾いて部屋に漆しっ黒こくの闇が訪れる。

　冷たい空気を纏ったまま、私と篤樹は息を弾ませた。

　エアコンなんかつけてなくても、寒さを感じないくらいお互いの身体の熱に浮かされる。少しでも身体を離すと隙間に入り込んでくる冷たい空気を蹴散らすように、何度も何度も肌を重ねて触れ合わせた。

　耳をくすぐる、篤樹の吐息。触れ合う肌で感じる篤樹の熱。

　そこから伝わって来る鼓動が、私と同じ速度で高鳴っているのを感じる。

　呼吸を乱しながら、私は篤樹の胸に手を触れる。

　私の行動に、彼はくすぐったそうに眉を寄せた。

「……なに？」

「ごめん。……篤樹のここ、私と一緒だなあって思って」

　そう呟くと、篤樹はフッと笑みを浮かべた。その綺麗で妖艶な笑みが、私の胸を一層高鳴らせる。

「そうさせてるのは自分だって、自覚してる？」

　私の首筋に顔を埋めた篤樹の声が、私の耳をくすぐる。

　一瞬、ドキッと高鳴った私の胸に、篤樹がスッと手を滑らせた。私のささやかな胸を大きな手のひらでやんわりと揉み上げて、その先端を意地悪な指先で弄もてあそぶ。

「あっ、……やあっ……」

　その快感に、思わず声が漏れた。

「……澪の胸のほうが、ずっとわかりやすい」

　クスクスと笑いながら、篤樹は私よりも一段も二段も上手に、翻ほん弄ろうする。

「……かわいい。澪」

　低い声で甘く囁きながら、私の胸に幾度もキスを落とす。

　一度快感の波にのまれてしまった身体には、それだけで十分熱がたぎってしまう。

　私の身体の反応をすべて確認しながら、篤樹が再び私の下腹部に左手を伸ばしてきた。思わず身をよじる私を、長い中指で探りながら、白々しく「あれ？」と呟く。

「……まだいけそう？」

「ば、バカッ……」

「ん、ごめん。バカでもいいから。……もう一回、いい？」

　甘えるような声で、私にそんな許可を求めていても、篤樹はすでにベッドサイドのローボードに手を伸ばして、ビニールの小袋を摘み上げている。口にくわえてピッと封を開けながら浮かべる妖艶な笑みに、さらに鼓動が速くなる。

「……澪？　拒否しなくていいの？」

　私に問いかける篤樹に涙目になりながら、そっと抗議の眼差しを向けるけれど、そんな些細な抵抗に意味もない。

　ギュッと目を閉じた瞬間、篤樹は私を一気に貫いてきた。

　後は……身体を揺さぶられるがままに、押し寄せる快感の波の中で、私は甘く切ない声を漏らすだけだ。

　きっと……窓の外の冷気と部屋の熱気の寒暖差で、窓は白く曇っていることだろう。

　うっすらと開けた瞳に、ほんの少し開いたカーテンの隙間から、月明りが筋になって射し込むのを見つけた。

　彼の隣にいれば、なにもかも熱くて、温かい。

　そんな感覚に酔いしれながら、私は篤樹の腕の中で目を閉じた。




　＊　＊　＊




　営業部と営業企画部の定例会議の中。久しぶりに会議の中心に立つ篤樹が、パワーポイントの映し出されるプロジェクターに、ポインターを向けた。

「……というわけで、カクテル飲料を売り上げた私の手に、今度は二日酔い防止飲料を委ねられてしまったわけですが……」

　社長表彰を受けて、トップ営業マンに君くん臨りんした篤樹が、どこか気怠くそう言い放つ。

　それを聞いて、営業部からも営業企画部からも小さく失笑が湧き上がった。

「前回のカクテルと抱き合わせで販売するチャンスかも、と逆転の発想を思いつきました。調子に乗って週末深酒したＯＬ層向けに、〝安心して飲めるように〟、これも一緒に売り込むのもおもしろいんじゃないでしょうか」

　強気にそう言い放って、篤樹が私と金子さんに視線を向けた。そして、反応を確認する前に、ニッと口元を緩める。

「一緒にやってくれますよね？　金子さん。……四宮さん」

　名指しされて、一瞬ピンと背筋を伸ばす。私が返事をする前に金子さんが口を開いた。

「……いいですよ。片桐君。また一緒にやらせてもらいましょうか」

　そう言って、薄く笑った。

　きっと、金子さんの頭の中には、篤樹のプレゼンを聞いた瞬間から、アイデアが湧き上がっているんだろう。

「いつも思うが、君の企画はぬるいんだよ。そこは俺と四宮さんに任せてもらうからな」

　挑発するような金子さんの言葉に、会議中だというのにどっと笑い声が交じる。

　篤樹も、きっとこうやって挑まれることを想定して、金子さんの名を口にしたはずだ。

　互いに認め合ったふたりだから、阿あ吽うんの呼吸で視線が宙でぶつかった。それを見て、私も気付かれないように肩をすくめながら微笑んだ。

　篤樹に言われなくても、このふたりの次のプロジェクトのアシスタントを務めるのは、私しかいない。




　会議が終わって、それぞれの課員が会話を交わしながら会議室を出ていく。

　それを見送りながら、私も書類をテーブルに置いたまま、使った機材を片付けた。

　一度大きく会議室を見渡してから、一番最後に廊下に出た途端……。

「澪」

　横から呼び止められて、一瞬ビクッと身体を震わせた。

「あ、篤樹っ……!?」

　思わず、辺りを見回す。けれど、目に映る範囲に、人影は見当たらない。

　無意識にホッと息を吐いて、それから篤樹を咎めるように見上げる。

「またよろしく」

　当然のようにそう言われて、私はそっと肩をすくめた。

「……私だって、他の仕事もあるんだから……」

　素直に頷くのは悔しくて、思わずそうボソッと口にした。

「あれ？」と短い声が降ってくる。

「なんだ。じゃあ、今回は不参加？」

　呆気なくそう言われて、グッと言葉に詰まる。

　不参加なわけないじゃない。篤樹のプロジェクトなら、他の仕事を投げ打ってでも参加する構えがある。

　そう思ってるのをわかってるくせに、篤樹は意地悪だ。

　無言で軽く睨むと、篤樹はやっぱり余裕の笑みを私に向ける。

「頼むよ、相棒」

　そして、そんな言葉で私の心を浮き立たせる。

　頷くしか、ないじゃないか。

　一歩先に立って廊下を歩き出す篤樹が、「澪」と私の名前を呼ぶ。

「……片桐さん、会社」

　誰が聞いてるかわからない、と短い言葉で抗議するのに、篤樹はまったく気にした様子もない。それどころか……。

「金子さんには知られてるし、公認でイチャイチャできるな」

　まるで歌うようにそう言って、身を翻す篤樹に、もうため息しか出ない。

　こんなんじゃ、他の同僚に気付かれるのも時間の問題だ、と思う。だけど……。

「……篤樹」

　ドキドキと高鳴る鼓動を抑えながら、彼を名前で呼んだ。

　私の声を聞いて、篤樹が立ち止まる。そして、ゆっくりと私を振り返った。

「……公認でイチャイチャして、バレたら……？」

　少しだけ俯きながら、小さな声でそう訊ねた。

「え？」

「それでもし……私が篤樹に憧れる他の女子社員から嫌がらせされたりしたら……どうする？」

　試すように問いかけながら、私は篤樹の返事を待つ。

　私の言葉を最後まで聞いて、篤樹は一瞬目を丸くしてから、フッと口元を緩めて笑った。

「……なにもしないよ。放っておく。だって澪、負けないんだろ？」

　まっすぐ向けられた視線と言葉に、私はゴクンと唾をのんだ。

　そんな私に、篤樹はちょっとだけ小首をかしげた。

「澪は自分でなんとかできるだろうから、手出しはしない」

　篤樹は、意地悪に突き放すようなひと言を繰り出す。

　少し前の私なら、それを言葉通りに〝冷たい〟って思ったかもしれない。だけど、今、私はちゃんとわかってる。

　篤樹の心を試すような言葉を放った自分が、恥ずかしいと思えるくらいだった。

「……うん。私は負けない。負けてる余裕もないくらい、篤樹のこと好きだから」

　きっぱりと、胸を張って、そのひと言を篤樹に向ける。私の返事に篤樹は満足したように、目元を緩ませて笑った。

「……けど、まあ……俺に原因がある時は、守らせて」

「え？」

　隣に並んで、しっかりと篤樹を見上げる。篤樹は、ニヤリと昼下がりのオフィスにはふさわしくない妖艶な笑みを浮かべたかと思うと、いきなり私を廊下の壁に押さえつけた。

「あ、篤樹っ……!?」

　驚いて目を丸くしている間に、篤樹が私の顔の横に肘をついた。そして、背を屈めて私の顔を覗き込んでくる。

「たとえば……こういう誰が通るかわからない廊下で、俺が仕掛けたキスを見られて噂された場合とか」

「……っ!?」

　篤樹のとんでもない言葉にギョッとした瞬間、私はハッと背後を気にした。

　この壁の向こう側は、ついさっきまで私たちが使っていた隣の会議室だ。ドア口の札は確か〝使用中〟に返されていたはず。背中の壁越しに人がいる、そう感じるだけで、ドクンと鼓動が一度大きく鳴った。

「ほ～ら、逃げない」

　腕に囲われたままジタバタする私を、篤樹は顔を近付けながらおもしろそうに眺めている。

「ちょっ、まっ……。ほんとに……」

　近付いてくる篤樹から顔を腕でガードしながら、会議室のドアが開くのを恐れてそっちばかり気にしてしまう。

「……よそ見するなよ」

　篤樹が囁く声が、耳元で聞こえる。

「もし誰かに見られても、俺が全力で守ってやるから」

　そんな言葉にドキッとして、一瞬ガードが緩んでしまった。その瞬間――。

　顔の前でクロスさせていた私の腕をしっかり掴んで、背後の壁に押さえつけられた。防御することもできないまま、篤樹に簡単にキスをされた。

「っ、んっ……」

　しっとりと甘い余韻を残してわずかに離れる篤樹の唇を、無意識に潤んだ目でジッと見つめてしまう。私の視線に気付いた篤樹が、クスッと一度短く笑った。

「なにか言いたそうだな。言ってみ？」

　耳元でクスクス笑う声がくすぐったい。

　私は目を伏せて、カッと頬が熱くなるのを感じながら、ボソッと唇を開いた。

「……ありがとう。でも、私も負けないから。見てて」

　早口で、小さな声になってしまったけれど、ちゃんと篤樹にも伝わったようだ。

　篤樹がとびきり優しく目を細めて私を見つめてくれる。私の右手を解放した左手で、私の頭をクシャッと撫でてくれた。

「信じてるよ」

　ためらう様子もなく告げられたひと言に、無上の信頼を感じることができて、私も篤樹を見つめながら微笑んだ。

　そうして――。

　誰が通るかわからない廊下で。

　壁の向こう側で、今にも会議が終わりそうな気配を感じながら。

　私と篤樹は、さっきよりもちょっと甘くて長いキスを交わした。
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思い出を運命に変えた場所




　四月――。

　入学式まではかろうじて花を咲かせていた桜も、すっかり葉桜と化していた。

　広い校庭の片隅。数本並ぶ桜の木の下。地面に散り落ちたピンク色の花弁が、時折吹きつける生暖かい風に煽られて、ザアッと低い宙を舞う。

　それを横目に歩きながら、ついぼんやりと足を止めた。

　卒業してから一度も足を運ぶ機会のなかった懐かしい母校。それが、この冬から春にかけての短い間で、私は何度もここを訪れた。冬という季節が過ぎるのを見送った。

「澪」

　一歩遅れて歩いていた私がいつの間にか立ち止まっていたことに気付いた篤樹が、怪訝そうな表情で足を止めて振り返っていた。サラッとした茶色い髪が、春の風にふわっと揺れる。

　私服の時は、いつもオフィスで見る洗練されたスーツ姿とは印象がまったく変わる。ざっくりしたモスグリーンのニットに、白いパーカー、色落ちした細身のデニムに身を包んだ篤樹は、とても爽やかでアクティブな印象だ。

　どんな格好でも似合ってしまって、篤樹はとてもカッコいい。付き合い始めて二カ月経っても、気を抜くと私はすぐ彼に見惚れて、ボーッとしてしまう。

　特に、こうして篤樹に連れられて母校を訪ねる時は、気を抜くどころか、気を張ることも忘れ、彼に夢中になってしまう。

　なのに、篤樹は今、その茶色い瞳で私をジッと見つめている。

　篤樹と付き合い始めた時から切っていない茶色く染めた私の髪は、胸元にかかるくらいまで伸びていた。

　いつもはベーシックな色の服装が多いけど、春だし、篤樹とふたりきりだし。今日はちょっと冒険して、春らしいピンクのノースリーブのチュニックに、白と黒のギンガムチェックのサブリナパンツ。それに白いカーディガンを羽織っていた。

　そんな私は、彼の瞳にどんなふうに映っているんだろう？

　ドキドキしながら、思わずゴクッと唾を飲み込むと……。

「なにしてんだ？　置いてくぞ」

　高校時代憧れ続けたふたつ年上の〝弓道部の王子様〟が、小首をかしげて私を促した。わずかに目元が綻ぶのを見つける。

　来客用の駐車場で車を降りた後からずっと、篤樹は武道用の大きな黒いカバンを肩に背負っていた。その中には道衣や袴……彼が長年愛用している弓具が入っている。そして、空にそびえるように長い〝相棒〟の和弓は、今、私の手にある。

「ごめん」

　慌てて謝りながら、小走りで彼に追いついた。私が隣に並ぶのを待って、篤樹は再び足を踏み出す。

「なに、見てたの？」

　そう問われて、私は弓を抱え直しながら、篤樹の横顔を見上げた。

「桜。すっかり散ったなあって思って」

「そりゃ、もう四月も半ばだし。長々と咲き誇る桜なんか、なんの風情もないだろ」

「ふふ。……そうだね」

　篤樹のひと言に同意して短く笑い返しながら、私も彼の後を追った。

　サッカー部や陸上部が部活動に勤しむ姿を横目に、広い校庭をグルッと大回りして歩くと、体育館が見える。私たちの目的地は、その裏にある弓道場だ。

　高校時代、弓道部のエースだった篤樹は、社会人になった今でも時間があれば母校の道場を借りて矢を射ている。彼と付き合うようになってからは、ここに来る時はいつも、私も一緒に連れてきてもらえるようになった。

　高校に入学してすぐ、まさにこの春の季節に、私は篤樹に恋をした。あの頃、儚はかなく散った恋が、こんなふうに叶う日が来るとは思いもしなかった。

　凛とした空気を纏って弓道場に立つ篤樹の姿に恋い焦がれた私が、高校を卒業して何年も経った今、その姿を一番近くで見つめることができる。そんな幸せが、まだ時々信じられなくなる。

　そばにいることを確認したくて、そっと篤樹のパーカーの袖を引っ張った。半歩先を歩いていた篤樹が、瞬きしながら私を振り返る。そして、私の行動に気付くと、フッと小さな息を吐いて笑った。

「ほら」

　短い言葉と共に、私に手を差し出してくれる。自分の手をそっと重ねると、篤樹は指を絡めるようにして握ってくれた。

　そんなぬくもりにドキドキできることが、今、なによりも嬉しい。




　高校生の部活動は終わったはずなのに、道場の一番左端の射位に立つ道衣姿の篤樹に、現役部員たちの視線が注がれている。

　篤樹が漂わせる凛と張り詰めた空気にのまれたように、それこそ呼吸すら憚るように、みんな真剣な瞳で篤樹の射姿を見守っている。

　試すような一射の後、大きく肩で息をして、篤樹はまっすぐ的を見据えた。そして次の一本を手に、ゆっくり弓構えして打ち起こしをすると、ギリッと音を立てて弓をしならせる。

　シュッと鋭く空気を切る音がして、矢が放たれた。遠く二十八メートル先の的に、バシッと音を立てて矢が突き刺さる。刺さった位置は的のほぼ中央。

　息を詰めて見守っていた部員……主に女子の間で、ほおっとため息のような声が漏れた。その間も、私は篤樹の後方、道場の壁際に立って、ジッと彼を見つめ続ける。

　矢を射た後も、見据えた的から視線を離さない。次の狙いを定めるような、数秒間の静かな残心。矢を射る瞬間の張り詰めた空気も好きだけど、私はやっぱりこの瞬間の篤樹が好きだ。

　そうして篤樹が射位から少し足をずらすのを見て、私もやっと大きく息を吐く。

　自分が射位に立っているわけでもないのに、篤樹の行動の一部始終に同化しているような気分で、気付けば本当に息をするのも忘れてしまう。

「……篤樹さん、カッコいい～……」

　すぐ後ろに立っていた女子部員が、惚けたように呟くのを聞いた。

　思わず振り返ると、それが伝でん播ぱするように他の女子部員たちの表情もとろけ出す。そんな女子の様子を見ながら、男子部員たちはチラホラと道場から出ていく。

「そこに立ってるだけで絵になるのに、残心があんなにカッコいいなんて、反則です！」

「ああ～、どうして私、篤樹さんと同じ時代に高校生じゃなかったんだろ!!」

「うらやましい……なんであんな素敵な人が彼氏なんですか！　ズルい、澪さん!!」

　現役高校生の女子部員数人が、そんな言葉を放って私に詰め寄ってくる。

「え、ええっ……!?」

　殺気にも近いその視線に、私は本気で慌てた。

　私だって、こんなの夢みたいだと思うのに、『ズルい』なんて言われても……。

　十歳近く年の離れた女の子たちに冷やかしと妬みの視線を向けられて、私はただ委縮するばかりだ。あわあわしながらも、弓を射る篤樹の邪魔はできない、と必死に気持ちを奮い立たせようとする。

　弓道部ではないけれど、私もこの高校のＯＧだ。弓道場は、篤樹にとってとても神聖な場所。ここでは〝鬼〟になる篤樹にならって、なんとか威厳を見せて『静かに！』と注意しようとした時。

「澪」

　弓を下ろしたまま俯き加減でクスッと笑いながら、篤樹が私の名前を呼んだ。たったそれだけなのにドキッとする。

　恋人っぽい〝名前呼び〟に盛り上がって騒ぐ女子部員たちと、私の心の反応はほとんど大差ない。

「こっち来い」

　篤樹のひと言にドキッとして戸惑う。「え？」とためらいながら聞き返すと、篤樹は口元を軽く緩ませて、私に手招きした。さらに色めき立つ女子部員の黄色い声を背にしながら、私は言われるがままに篤樹に歩み寄る。

「な、なに？」

　半分くらい距離を縮めて訊ねると、篤樹はニッコリ笑顔で手招きを続けている。私もそおっと足を進めた。

「たまにはお前も射てみる？」

「へ？」

　微笑みながら言われた言葉に、本気で目が点になった。今、私が篤樹になにを提案されたのか、理解しようとする。

　私の手に弓を預けて、篤樹は右手の弓懸を外した。

「ほら」

　その上、あっさりとそれを私に手渡してくる。

「俺のじゃ澪には大きいかもしれないけど」

「えっ……でも！」

　弓を持ったまま、自由なほうの手に乗せられて、私は焦った。

　ギャラリーの女子部員たちはさらにヒートアップしていて、はやし立てる声が聞こえてくる。

「澪さん、やってみてくださいよ～」

「そうそう、意外とできるもんですから」

「大丈夫ですよ。だって篤樹さんが手とり足とり教えてくれるんですよ!?」

　妄想力全開で大騒ぎする女子高生パワーに圧倒されて、私はただ呆然と目を見開く。

「……なんか、変な期待されてるな」

　私の隣に立つ篤樹も、らしくないほど唖然としているのがわかる。けれどすぐにニヤッと笑って口元に手をやりながら、途方に暮れる私をしげしげと見下ろした。

「おもしろい。やるか？　手とり足とり」

　そして、ちょっと悪戯っぽく唇を歪める。

　その言葉にギョッとする私に構わず、篤樹は私の右手を取ると弓懸を着け始めた。それだけで、女子部員たちのテンションは最高潮に達していて、私の顔は真っ赤になってしまう。

「ちょっ、篤樹、無理！　私には無理だから！」

　慌てて篤樹の手を払って、持たされていた弓を押し返す。篤樹は目を丸くした後で、口元だけで意地悪く笑った。

「大丈夫大丈夫。高校生が部活動でやる競技なんだから。大人の澪なら、ちょっとコツ掴めば楽勝だって」

「本当に私、運動センスないの。だから……」

「大丈夫だって。澪、集中力あるし」

　それは、弓を引く篤樹に見惚れてる時であって、私がなにかする時に集中力を保てるかは別の話だ。しかもこんな、期待でワクワクして目をキラキラさせている女子部員たちの前で篤樹に教わるなんて、集中できるわけがない。

「澪さ～ん！　澪さんがやらないなら、私が篤樹さんに〝手とり足とり〟教えてもらってもいいですか～？」

「えっ」

　冷やかし交じりのそんな声に、思わずピクッと反応してしまう。ついギャラリーを振り返ると、呼応するように次々と声が畳みかけられた。

「恥ずかしがることじゃないですって～。技術指導なんだから、そのぐらい普通ですよ～」

「そうそう。構えとか引きの力の加減は、そうやって教えてもらったほうが感覚掴めるんですから」

「あ！　道場貸してるお礼に、篤樹さんに私たちが教わっちゃおっか！」

　相当なハイテンションで言われ続けて、私はウッと口ごもる。

「……えげつないな～」

　篤樹もさすがに苦笑したけれど、私はそんな横顔を恐る恐る見つめた。

「ん？　なに？」

　視線の意味を短く訊ねられる。

「……篤樹も、そうやって教えたことあるの？」

　上目遣いで反応を見守りながら、私はボソッと呟いた。

「え？」

「だから……高校時代に、後輩に、そうやって……」

　頭の中で妄想してしまうのは、すごくかわいい道衣姿の女の子の背中から、二人羽織状態で密着して教える篤樹の姿だ。近距離での〝指導〟を想像するだけでドキドキして、女子部員の言う〝手とり足とり〟が妙に色っぽく感じてしまう。

　モゴモゴと声を尻すぼめた私の思考を完全に見透かして、篤樹は口元を押さえながら吹き出して笑った。

「さあ……。どうだったかなあ」

「～～篤樹！」

「あの子たちが言うように、〝普通〟の指導方法だし。やったんじゃない？」

　シレッとそう返事をされて、グッと言葉に詰まってしまう。

「ま、でもそうだな……。いつも道場借りてるし、久しぶりに後輩指導してみるのもいいかも……」

　低めた声でそう言いながら、篤樹は遠巻きに私たちを見ている女子部員たちを軽く振り返った。途端に、みんなが「きゃあ～！」と騒ぎ始める。我先に、と大きく腕を上げてアピールする部員までいる始末だ。

「ちょっ、ちょっと待って！」

　反射的に篤樹の腕にしがみついて止めた。

　篤樹はフッと口角を上げて、肩越しに私を見下ろしてくる。

「やってみる？」

「……うん」

　返事をしながら、頬を膨らませて唇を尖らせる。

　とってもとっても不本意だけど、篤樹が他の子に……なんて想像するだけで嫌だった。




　にもかかわらず……。

　トライしてみると決めた私は、真ん中の射位で女子部員たちに囲まれていた。

「まず執り弓の姿勢ね。左手に弓、右手に矢を持って、両拳は腰に当てて……」

「え～、そこは別にすっ飛ばしていいんじゃない？　もうさっさと胴造りに入っちゃおうよ。そこからが構えの基本だから」

「で、弓懸で弦と矢を保持して、手の内を整えて……」

　道衣姿の女子部員たちが矢継ぎ早に動作の指示をしてくれて、私はその中央で慣れない弓と矢を手にしている。

「ちょ、ちょっと待って。……こう？」

　みんなに言われた通りの姿勢を必死にとろうとしながらも、なんでこんなことになったのか首をかしげる。

　篤樹はというと、壁に背を預けてスポーツドリンクを飲みながら、女子部員に囲まれる私をおもしろそうに眺めているだけだ。元はといえば、篤樹が言い出してこんなことになったのに、自分は見てるだけで高校生にお任せなんて納得いかない。

　力加減がわからず、何度も右手から矢を取り落としながら、私はチラッと篤樹を振り返った。すっかりくつろいで休憩モードの篤樹と真逆に、私は変な緊張から首筋や額に妙な汗を滲ませていた。

　私の視線に気付いた篤樹が、唇だけ動かして、『ガンバレ』と言っているのがわかる。

　そうは言われても……これ、なかなか難しいぞ!?

　弓と矢をうまく持つこともできないのに、まったく無に等しい運動センスをカバーする集中力など出せるわけがない。

　それでもみんなに言われた通りに身体を動かしていたら、なんとか引き分けることはできた。

　左手で弓を押して、右手で矢を番えた弦を引く。引く力についていけず、綺麗に肘を伸ばせない。両手がプルプルと震える。しっかり引き切って、この状態で的を狙わなければいけないのに……とても力を保てない。

「ひゃっ……」

〝会〟に入り切れないまま、右手から矢が離れてしまった。当然矢は的には当たらず、中途半端にヘロッと飛んで、ほんの十メートルほど先の土の地面に落ちた。「あ～」と漏れる女子部員たちの声に、なんだか自分が情けなくなった。

「澪さん、ドンマイ！　まあ、最初はみんな結構こんなもんだよ」

　変な慰められ方をして、私はただ苦笑いした。

　すっかり汗ばんでしまった額を手の甲で拭いながら、ふうっと肩で息をする。

「みんなすごい……結構力いるんだね……」

　篤樹があんなに美しい所作でサラッとやってのけるから、こんなに力がいるなんて思わなかった。新たな発見ができたのは嬉しいけれど、まったく飛ばなかった矢を見つめるとちょっと悔しい。

「的に届けば、気持ちいいんだろうね……」

　つい肩をすくめながら笑って見せると、私の背後で床がギシッと軋む音を聞いた。私だけじゃなく、周りを囲んでいた女子部員も同時に振り返る。

「ちょっとどいて」

　こちらに歩み寄ってきた篤樹に声をかけられた子が、飛びのくように道を開けた。まるで花道を通るかのように、篤樹が私のほうに歩いてくる。

「的に届くと、すげえ気持ちいいよ。感覚だけでも味わわせてやるから、来い。澪」

　そう言って、矢を一本自分の手に取りながら、篤樹が私の背後に回った。

「な、なに……？」

　私は慌てて篤樹を振り返る。

　篤樹は自分の唇に人差し指を当てて私を制すると、弓を持った私の左手に自分の左手を重ねた。堂々とした篤樹の動作に圧倒されたかのように、女子部員たちは大きく息をのんで……。

「きゃあ～っ!!」

　悲鳴のような、黄色い歓声に包まれる。鼓膜を震わせるその声と、背中に感じる篤樹の体温に、私はビクッと身体を強ばらせた。

「あ、篤樹っ……！」

　ドッドッと高鳴り始める鼓動に煽られるように、頬に血が上るのを感じる。まさにさっき私が妄想した通り、篤樹が私の背後から両手を取って、指導しようとしている。

　みんなが見てるのに、こんなにくっついて指導を受けるなんて恥ずかしい。だって、顔も熱も近い。胸が打ち鳴っているのが、みんなにも聞こえてしまいそうで苦しい。

「篤樹、もういいからっ……」

　ギュッと目を閉じてそう叫びかけた時、篤樹の低い声が耳元で聞こえた。

「腹引っ込めて。肩甲骨真ん中に寄せるようにして、肩を開く。ほら、胸張って」

　耳をくすぐる心地よい声に誘われるように、私は言われた通りに胸を張って背筋を伸ばす。

「そうそう。顎引いて。俺が力貸してやるから、お前はちゃんと手を添えてろ」

　私を後ろから抱きしめるような姿勢を取りながら、弓構えの動作を簡単に作り上げていく。そして、弓矢を持つ私の手をしっかりと支えながら、そのまま持ち上げた。

　弓を射る時に篤樹がいつも纏う、キーンと音が鳴るような張り詰めた空気が、弓道場全体を覆っている。あれだけ騒いでいた女子部員も、いつの間にか私と篤樹から大きく距離をおいて、遠巻きに見守りながら息を詰めているのがわかる。

　肩越しに感じる篤樹の視線から、さっきまでのからかい半分のふざけた空気は感じられない。背中に感じるぬくもりからも彼の〝真剣さ〟が伝わって、激しく打ち鳴っていた私の鼓動も少しずつ治まっていく。

「澪、大きく息吸って。吐きながら引き分けるぞ」

　篤樹の呼吸に溶け込ませるように、私も大きく息を吸った。そして、大きく吐きながら、両拳を開く。弓を引き切って、矢はまっすぐ的に狙いを定めている。

　私の腕はさっきのようには震えない。ちゃんと篤樹が私に力を貸してくれているから、さっきは堪え切れなかった〝会〟の姿勢をとることができていた。

「……いくよ」

　囁くような篤樹の声と同時に、弦を引いた右腕が伸ばされた。私の手を離れた矢が、シュッと空気を切って的目がけて飛んでいく。

「あっ……！」

　目で行方を追い続けた矢はちゃんと的に届いて、端っこにバシッと音を立てて突き刺さっていた。

　それを確認した後、篤樹が小さく息をついて構えを解いた。彼の残心を自分の身をもって感じながら、私も大きく息をつく。

　両手から篤樹の手が離れて、背中からぬくもりが消えた。慌てて身体ごと振り返ると、篤樹がとても満足そうに目を細めて、私の頭をポンと叩いた。

「ど？　気持ちよかったろ？」

　小首をかしげて訊ねられて、私は大きく首を縦に振って頷いた。

「うん！　ありがとう、篤樹！」

　ちょっと興奮しながら笑顔で篤樹にお礼を言うと、私たちを見守っていた女子部員から盛大な温かい拍手が沸き起こった。




　それから小一時間ほど弓道場で過ごして、部員たちが帰宅した後、篤樹の着替えを待って、私たちも道場を出た。

「……ねえ、篤樹」

　表の玄関に鍵をかける篤樹の手元を見つめながら、私はついボソッと呟いた。わずかに顔を横向けた篤樹の視線が、私に降りてくるのを感じる。

「本当に……ああいう指導、後輩にやってたの……？」

　実際にやってもらってみると、私でも的を射る気持ちよさは満喫できたし、効果的に技術指導ができることは納得できた。だからこそ、篤樹も普通にやっていたのかと思うと、どうしても胸がモヤモヤする。

「は？」と口を大きく開けて、篤樹はきょとんと私を見つめていた。そして次の瞬間、ブッと吹き出して笑い出した。

「はははっ……澪、妬いてんのか？」

「篤樹っ！」

「十年以上前のただの部活の後輩に？」

「う……だって!!」

　あまりに豪快に笑われて、恥ずかしさのあまり不機嫌になってしまう。

　だって、本当にドキドキしたからこそ、篤樹が他の女の子にもそうやって教えていたかと思うととても嫌だ。

「や、ヤキモチくらい焼くよっ！　私、篤樹の彼女なんだからっ……」

　真っ赤な顔でそう言って、キュッと唇を尖らせると……。

　篤樹が、フッと背を屈めた。西の空に傾く夕日が少し陰ったのを感じた瞬間、篤樹の唇が軽く私の唇に触れた。

「っ……」

　すぐに離れていくぬくもりを目で追いながら、私は無意識に両手で口を覆っていた。

　篤樹が、ふわっと柔らかく微笑む。そして表情とは逆に、割と乱暴に私の頭をガシガシと撫でた。

「……あ～、ヤベ。お前、マジかわいい」

　ちょっとふて腐れたような小さな呟きを耳で拾って、頬がカッと熱くなるのを感じた。

「けど、別に妬く必要ないと思う。……やったことあるの、男の後輩だし」

「……え？」

「当たり前だろ。そもそもあんな指導、女にやったら、ただのセクハラだろうが」

「えっ……」

「……さっきのは、澪だから特別」

　そう言って、篤樹が私の額を軽く指で弾いた。

「痛っ……」

　反射的に両手を額に移動させてから、私は何度も瞬きして、私から顔を背ける篤樹を見つめて……。

「嘘っ……！　もしかして、みんなして私を騙してたの!?」

　初めてそこに気付く。

　篤樹だけじゃない。周りにいた現役女子部員も。寄ってたかってみんなで私をからかってたなんて!!

「俺のほうはそういうつもりはなかったんだけど。まあ、好奇心旺盛なお年頃だし。見たかったんじゃないの？　俺と澪がラブラブしてるとこ」

　クックッとおもしろそうに肩を揺らす篤樹に、私の方は顔から火を噴きそうだった。

「ひ、ひどいっ……!!」

「まあ、減るもんじゃないし、いいじゃん、あのくらい」

「なっ……」

　あまりに愉快そうな篤樹に微妙な温度差を感じる。

「私は嫌だよっ。あんなの恥ずかしいっ」

「だから。本当にヤバいとこはもちろんキープアウト。……っつーか、あれでも十分自制してたって」

「十分って……。いったいどこがよ」

　私の一歩前で立ち止まった篤樹が、ニットの上から羽織ったパーカーのポケットの中で、道場の鍵をチャリッと鳴らした。そして、私を肩越しに振り返る。

「……汗ばんだ澪のうなじにキスしたい衝動」

「なっ!?」

　際どいことを口にする篤樹にギョッとして、私は反射的に自分の首に手を当てた。口角を上げて微笑む篤樹に、思わず警戒心あらわにじっとりとした目を向けてしまう。

「そんな目で見るなよ。だから、ちゃんと自制したって言ってるだろ」

「あ、あの時篤樹、そんなこと考えてたの!?」

「……あの時どころか、澪といる時はいつもそれと同レベルの欲情抱えてるよ。俺は」

　どこか開き直ったようなあっさりした言い方をして、篤樹がクルッと私にまっすぐ向き直った。

　篤樹の背中から夕日が射し込んできて、彼の茶色い髪が金色に光って見える。その凛とした美しい姿に、私の胸がドキッと大きくリズムを狂わせる。

「……道場は、昔から俺にとって神聖な場所だったんだけどさ。最近、本当に神がかった場所だなって思うようになった」

　パーカーのポケットに両手を突っ込んで、篤樹はスニーカーの爪先で軽く地面の土を蹴り上げる。そして、静かにそう言うと、私の背後の道場にまっすぐ目を向けた。

「なんだろ。……ここに澪を連れてくるたびに、どんどん澪のこと好きになる」

　照れ隠しのようにちょっと早口で言い切る篤樹に、私の鼓動は高鳴っていく。大きく開いた目でただ篤樹を見つめると、彼は肩をすくめてクスッと笑った。

「……多分自分で思う以上に、俺、お前に本気で惚れてんだろうなあ……」

　そんなこと言われたら、たまらない。

　私は弾かれたように篤樹の胸に抱きついていた。篤樹がしっかりと私を受け止めてくれる。

「……篤樹。それは、私も一緒だから」

　頬に彼の胸のぬくもりを感じながら、ちょっと掠れた声でそう言った。篤樹は黙ったままで、私の肩に腕を回してくれる。

「私はここで初めて篤樹に恋したから。私にとっても大事な場所で、ここで篤樹と過ごしてるといつも、篤樹のこと大好きって気持ちが溢れ返ってきて、止まらなくなる」

　そう、いつもいつも……。私はここに来ると、篤樹に好きだと言わずにはいられなくなる。

　高校生になったばかりの私は、ここで篤樹に一目惚れした。想いは募るばかりで、生まれて初めて、『好き』という気持ちを篤樹に向けた場所。

　大人になって篤樹と再会した私が、二度目の『好き』を抑えられなかったのもこの場所だ。

　そして……絶対に届かないと思っていた恋を、篤樹が叶えてくれたのも――この場所。思い出の中だけでひっそりと息づいていた淡い恋を、運命の恋に変えてくれた。

　篤樹が思うのと同じように、私にとっても、とても神聖で大事な場所だ。

　ここに来ると、もっともっと篤樹のことを好きになる。その想いを逃げずにまっすぐぶつけることができる。

　私の胸に溢れ返る熱い想いが、抱き合う篤樹に届けばいい。感じてくれればいい。心ではそう思うけれど、私は少しだけ篤樹の胸から顔を離して、俯きながらポツリとひと言口にした。

「篤樹、帰ろ？」

「ん」

「……篤樹の部屋、行ってもいい？」

　ドキドキしながら、篤樹を探るような声で呟く。途端に、クスッと小さな笑い声が頭上から落ちてきた。

「ふたりになったら、うなじ以外のとこにもキスしていい？」

　からかうような弾む声でそんなことを言いながら、篤樹が私の顔にかかった髪に指を通して、そっと耳にかけてくれる。

　そんな仕草にドキドキして……。

　鼓動を高鳴らせたまま、顔を真っ赤に染めたまま。私は、小さく一度だけ頷いて見せた。










かわいい彼女のハニートラップ　～篤樹サイド～




　中抜けのＧＷの前半は、地方出張で潰された。

　澪と過ごすこともできないまま月が変わって五月に入る。連休後半に突入したけど、たった三日の連休では、ちっともゴールデンな感じはしない。

　しかも後半初日の今日、清々しく爽やかな陽射しがさんさんと降り注ぐ真昼間から、母校の近くの駅前にあるカフェで、俺はなんともうっとうしい男とふたりで向かい合って座っている。

「なあ、いいじゃねえか。俺と篤樹の仲だろ～？」

　弱い冷房が効いたカフェの空気は、練習で汗をかいた後の身体に心地いい。

　冷たいアイスコーヒーで喉を潤わせてから、俺はわずかに身体を横向けて足を組み、シレッと雑誌のページをめくった。

「あ、おい、篤樹！　俺が話してんのに、雑誌なんか読んでんじゃねえよ！」

「聞いてるから。勝手に続けてろ」

　ストローをくわえながら、目だけで促す。

　俺の前で吠え続けるウザい男……高校の部活動からの付き合いの静川が、ムッとしたように腕組みをした。

「なんだよ。別にいいだろ、女の子紹介しろって頼むくらい」

「紹介するだけならともかく、どうして俺が、お前のために合コンセッティングしてやらなきゃなんねーの。そんな面倒なことしたら、俺も参加する羽目になるだろうが」

「自分は幸せだからってなあ、独り占めしてるとそのうち罰が当たるぞ」

　いったいどういう理屈だ。

『俺はお前に幸せを分けてもらった記憶はないぞ』と突っ込みたいのをグッとこらえて、俺は呆れ果てた視線を静川に向けた。

　静川はつい二カ月前、付き合っていた彼女にたった三カ月で振られたばかりだ。

　俺のほうはほぼ同タイミングで澪と付き合い始めた頃だったというのに、会うたびに合コンを頼まれ続け、さすがに閉口していた。

「だから、紹介ならするって。俺が言いたいのは、どうしてそれが合コンじゃなきゃいけないのかってことで……」

「そりゃあ、お前。たくさんのかわいい子と知り合いたいからだろ」

　胸を張って答える静川に、俺はゲスな男でも見る気分でため息をついた。

「あんまりたくさん的狙うと、どれも外すぞ」

「俺は篤樹とは違うの。お前の場合は一発でど真ん中狙えるから余裕だろうけどさ。……見ろよ、周り。腹立たしい。若い女、みんなお前を見てやがる」

「は？」

「あの中で、篤樹がダメなら俺でもいいって考えてくれる子は、いてもせいぜいひとりかふたり……。つまり、俺の場合は自ら積極的に門戸を広げなきゃってことだ」

　俺は雑誌から目を上げて、よくわからない理論をいけしゃあしゃあと論じる静川に、思いっきり蔑さげすむ目を向けてやった。

「……あのな。よく考えろよ。俺は彼女がいるの。いくらお前の頼みでも合コンに付き合えるわけないだろうが」

「なんだよ、ちょっと前までは割と緩々だったくせに、いきなり誠実ぶるなよ」

「人聞き悪い。お前に言われるほど緩かねーよ」

　ムッとしながら反論するが、静川はまったく聞いちゃいない。

「〝異業種交流会〟だと思えばいい。お前だって、仕事の付き合いで他の女と飲むくらいするだろ」

「仕事ならな」

　話にならない、と話題を切り上げようとすると、静川はテーブルに身を乗り出してくる。そして、とても人の悪い笑みを俺に向けた。

「っていうか、いいのか、俺の頼みをそんな無む碍げにして」

「いいんじゃね？　別に」

「……お前が澪ちゃんとうまくいったのだって、俺が一役かんでるんだぞ？」

「っ……」

　そう言われると多少立場が弱くなる。

　認めたくないけど、こればかりは静川の言葉を否定できない。

　俺が今でも高校の弓道場で矢を射ることを澪に教えたのも、俺に内緒で澪を連れてきたのもこの男だ。

　そして……。澪に好きだと告げたあの日も、俺は静川を使った。

　俺への〝貸し〟を、そう簡単に忘れはしないだろう。この男は。

「……っつーか、お前、人の彼女、勝手に名前で呼ぶなよ」

　雑誌を閉じながら文句を言うと、静川は椅子に背を戻してニヤリと笑った。

「いいじゃん、別に。〝澪ちゃん〟ってかわいい名前だよな」

「まあな」

「……あ。じゃあさ～」

　静川は妙にいやらしく口角を上げて表情を歪めた。こんな顔をする時、この男がろくなことを考えていないということを、長い付き合いの俺はいやというほど知っている。そして、予想通り……。

「お前がダメなら、澪ちゃんに頼むわ」

「……はっ!?」

「あ、そのほうがいいような気がしてきた。そりゃあ、女の子の友達が多いのは、女の子のほうだもんな。よし、そうしよう。俺、今でも時々、澪ちゃんとＬＩＮＥやりとりしてるし……」

「ちょっ……待てっ!!」

　言うが早いか、さっそく携帯を取り出す静川にギョッとして腰を浮かせると、俺はその携帯を奪い取った。

　非常に不本意だけど、確かに静川には恩義がある。その意識は俺より澪のほうが強いはずだ。だからこそ、静川本人から頼まれたら、澪はきっと無碍にはできないだろう。

　かといって、俺が知らないところで澪に静川の合コンに絡んでほしくないし、俺が絡むわけにもいかない。

　――なんなんだ、この追い詰められた感は。

　不愉快になって、俺は向かい側の静川を睨みつけた。

　静川のほうは、俺の心の葛藤を完全に見透かして、勝ち誇ったように笑っている。

「携帯。返せ」

　まっすぐ俺に向けてくる手。返したら速攻で澪にＬＩＮＥを送るとわかっているから、簡単には返せない。

　仕方がない。こうなったら……。

「……わかった。条件がある」

　深いため息をつきながらそう言うと、静川が促すように首をかしげた。

「陰でこそこそしないで、俺の前で澪に話つけろ。澪が嫌がったらそこで話は終わり。……もしＯＫしたら、その合コンには俺も行く」

　気分は最悪だ。だけど、今はそれ以外にいい考えが浮かばない。

　俺も腕組みをして、静川の返事を待った。いいように言いくるめられてる気がしないでもないけれど、背に腹は替えられない。

　すると、静川はさらに強気に畳みかけてきた。

「いいよ。その代わり、俺のほうも条件がある」

「お前が条件付けられる立場かっつーの」

「まあ聞けって。合コンに本物の恋人同士が参加してたら、そりゃあ他の参加者は興きょう醒ざめじゃねーか」

　俺は姿勢を保ったままで、チラッと静川に視線を投げた。

　まあ確かに、静川の言い分も一理ある。

「お前が来るのはいいけど、当日は篤樹も澪ちゃんも、ただの参加者に徹すること」

「……え？」

「もちろん、ふたりともフリーのふりしろ。じゃなきゃ、お前の参加は認めない」

「な、なにっ!?」

「当然、隣同士に座るのもなし。いいムード作るのも禁止。白けるから」

　本気で絶句した。なにか言い返したいのに、口がパクパクと動くだけで、肝心な言葉は出てこない。

　それでも、澪が断ればそれで済む話だと思っていた俺が甘かった。




「え？　合コン……？　篤樹がいいなら、いいんですけど……」

　その日、友達の結婚式に出席していた澪と、夜になって居酒屋で合流した。

　静川が両手を合わせて頼み込むと、澪は戸惑った表情を浮かべながら、隣に座る俺にチラッと目を向けた。

　意外とあっさりした澪の反応に、俺は平静を装って飲んでいたビールを思わず吹き出しそうになった。『澪っ!?』と俺が声を出す前に、静川が万歳して「やった～!!」と叫ぶ。

「あ、でもですね。私の親しい友達って、割と結婚早い子が多くて……呼べる子は限定されちゃうんですけど……」

　そう言って苦笑する澪に、静川が向かい側から身を乗り出した。

「え？　だって、澪ちゃんいくつ？」

「……俺たちのふたつ下なんだから、今年二十七に決まってるだろ」

　ため息を抑えながら枝豆をつまみ上げる。

　澪の代わりに俺が答えると、静川は頬杖をついて澪の服に目を遣った。

「そうだった。あ、今日も結婚式帰りだったっけ？」

　その言葉につられるように、俺も澪に横目を向ける。

　澪にしては珍しい明るいペパーミントグリーンのノースリーブワンピース。華やかなレース使いで、一見してパーティー仕様だとわかる。剥き出しの華きゃ奢しゃな肩に、白いストールを羽織っていた。

　俺の視線には気付かず、澪は静川に向かって頷いた。

「実はこの一年で六回目だったりして……」

「へえ～。そりゃ多いね。女の子ってそんな早いのか？」

「いえ、私の周りは特に早いと思います。でもそういうわけなんで、静川さん好みの子がいるかどうか……」

「そこは気にしなくていいって。でも、そっか……。周りがそんなに早いなら、澪ちゃんの友達、結婚意識してる子多いかな」

　手を叩いて喜ぶ静川に、俺は本気でギョッとした。

「……お前、合コン相手に本気で結婚求めてるのか？」

　目を丸くして訊ねると、静川は憤ふん慨がいしたようにビールを飲み干した。

「別に、合コンかどうかは関係ないだろう。言ったろ、出会いの門戸を広げるの。俺たちだってもうアラサーなんだぞ。それに最近、上司がうるさいんだよ。役付になる前に身を固めとけってね」

「……ふ～ん」

　一応高校時代からの〝親友〟の静川が、そんなことを本気で考えていたとは。世せ知ち辛がらいな、なんて思いながら、俺は枝豆をくわえた。

「ふ～んって。お前は考えてないの？」

　逆に呆れたように言いながら、静川は、並んで座る俺と澪を交互に見遣る。

　その視線を真っ向から受けて、思わず澪と顔を見合わせた。

「あ～、俺はないない」

　やけに好奇心に満ちた視線を蹴散らすように、俺は手をヒラヒラさせてみせた。

「転職したてで、そんなことせっつく上司もいないしな。ありがたいことに」

　……っつーか、静川のヤツ、澪を前にしてなにを言い出すんだ。

　そりゃ、考えるとしたら澪しかいないけど、まだ俺たちは付き合って三カ月しか経ってないっていうのに。

　俺の隣で澪も、ちょっと困った表情で俯いている。

「……まったく。澪ちゃん、ドライな彼氏で大変だね～。もういっそ俺にしない？」

　俺の返事を聞くと、静川は眉間に皺を寄せて深いため息をついた。その上、妙に冷めた目を俺に向けて、澪にそんなことを言い出す始末だ。

「静川、ふざけんな」

　俺がじろっと静川を睨みつけると、澪も苦笑いしていた。

「もう……、なに言ってるんですか、静川さん」

　それにつられて静川も「やっぱり本気にしてもらえないか」と笑い出した。

　俺はなんとなくおもしろくない気分のまま、再びビールのジョッキを手にする。

　澪がＯＫしてしまえば、そこからは完全に静川のペースだ。俺が黙って耳を傾ける中で、静川と澪の間で合コンの話は進んでいった。
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　ＧＷのそんなやりとりからたった二週間で、静川念願の合コンが実現した。

　週の真ん中、早帰りしやすい水曜日の夜。ちょっとシックな雰囲気が漂う、オフィスからほど近い繁華街の和風ダイニングの座敷席。合コンは男女五人ずつで行われた。

　澪がどういう繋がりで集めたかは知らないけど、静川が集めた男側の面子に、俺が知ってる顔はない。最初の自己紹介で聞いた会社名から想像するに、大学時代のサークル仲間か仕事の付き合いで声をかけたというところか。

　全員にビールが行き渡ると、静川の音頭で乾杯した。

　静川に言い含められた通り、俺と澪はテーブルの端と端に離れて座っていた。

　澪の隣は、なんだかやけに雰囲気のある眼鏡スーツの男。カチンとグラスの淵を軽くぶつけて乾杯する様子が、やけに距離が近くて気になるけど、澪の向かい側に静川がいることでなんとか堪える。

　少し時間が経ったらそれとなく席を移動して、早々に澪を連れて店を出てしまえばいい。

　自分にそう言い聞かせて落ち着こうとしながら、俺はグラスのビールをグッと煽った。

「篤樹さん、お酒強いんですか？」

　隣に座っていたゴージャスな巻髪の女が、俺を覗き込むように、いきなり名前で呼びかけてきた。妙に舌っ足らずで媚びたような口調で、睫毛をエクステで盛りまくった女。

　俺、本気でこういうの受け付けないんだよな～と引きながら、営業マンとしていやでも身についた愛想笑いだけは浮かべておく。

「いや、それほどは」

「え～。でもこのくらいは大丈夫でしょ？」

　合コン慣れしてるのは見え見えだ。コイツ本当に澪の友達か？と勘かん繰ぐるうちに、空になったグラスにすぐ次が注がれる。瓶を傾けているのは俺の正面に座っている女だ。

「篤樹さん、超イケメンですよね～。ほんとに彼女いないんですかあ？」

　隣の女とはまた違った媚びを売るショートボブ。

　シレッと『いる』と言ってしまいたかったけれど、俺と逆側の端っこから、静川が牽けん制せいするような目を向けている。

「……いないよ」

　仕方なく、そう答えた。途端に、「え～!?」と甲高い声が湧き上がる。

「本当に!?　ね、どんな子がタイプですか？」

「今までに付き合った彼女って、どういう子だったんですか？」

　矢継ぎ早に畳みかけられて、一瞬本気で怯みそうになる。

「あ～……」

　返事を濁しながら一番離れた席に座る澪を見遣ると、一瞬合った目がすぐに逸らされた。

　きっと澪のことだから、静川の〝条件〟に忠実に、俺との関係を隠し通そうとしているんだろう。目を逸らしたタイミングで眼鏡の男に話しかけられて、ハッとしたように反応を返した。眼鏡男は割と話上手なのか、澪もそれなりに楽しそうに見える。

　っつーか……なんだ、あの笑顔。俺と再会した頃の仕事中の澪みたいに、無表情で淡々と受け流してればいいのに……。

「……明るくて華やかな子」

　わずかにムッとしながら澪と真逆なタイプを口にすると、途端にふたりの女はテンションを上げた。

「そうなんですか!?　私、いつも友達に明るくて楽しいって言われるんです！」

「ふ～ん。そういう子といると気分も華やぐよ」

　さらに吐き気がしそうなお世辞を続けて、心の中では『むしろ騒々しいくらいだ』と付け加える。

　色めきたつ女ふたりに冷ややかな視線を向けながら、俺はグラスを手に澪に目を遣った。

　眼鏡男との会話はさっきよりも盛り上がっている様子なのに、向かいに座っていた静川の姿がない。テーブルの端っこで、澪と眼鏡男ふたりの世界が勝手に創造されつつある。

　さすがにイライラして気が気じゃない。

　ちょっと距離近すぎじゃないか？　あれ……。

「……あ～。堺さかいのヤツ、完全に澪ちゃん狙ってるな」

　ハッと顔を上げると、静川が俺の横に割り込むようにして座り込んだ。

　睫毛エクステがムッとしたように唇を尖らせる。けれど俺が静川の言葉に反応するのを見て、肩をすくめて他の席に移動していった。

「なんだよ、澪を狙ってるって」

　助かった、とホッとしながらも、今の静川の言葉が引っかかる。

　静川はニヤニヤしながらふたりのほうに目を向けた。

「堺ってな、俺の知り合いの中じゃ、一、二を争うハイスペック男なんだよね」

「は？」

「高学歴、高収入、実家は江戸から続く名家。勤務先は超一流銀行。見た目はお前ほどじゃないけど、まあそこそこで悪くない。女から見て、結婚相手としては申し分ない」

　あれが？とちょっと面食らいながら、焦りに任せて勢いよくテーブルの端に顔を向けた。そして、思わず目を剥く。

「って、なっ……！」

　あの男っ！　どさくさに紛れて澪の手に……！

「ほら、冷静に冷静に。篤樹と澪ちゃん、今夜はただの他人の約束だろ」

　腰を浮かしかけた俺の肩を押さえ込みながら、静川がシレッと止めた。

「おまっ……」

「堺な、澪ちゃんみたいな子がタイプなんだよねー。まあ、女の子にとって優良物件には違いないし。今はお前と付き合ってても、お友達としてキープしておくにもオススメ」

「キープって……ふざけんな、澪はそんな……！」

　周りをはばかって声が大きくなるのを抑えるだけで精一杯だ。

　しかも、聞き捨てならないひと言。キープとか……澪は絶対そんな女じゃない。

「けど、お前、澪ちゃんの前で、『ないない』って言ったろ？」

　あっさりと言い放つ静川に、俺は反射的に言葉に詰まった。

「あれ聞いて、澪ちゃんがどんな気持ちだったかとか、考えねーのか？　お前」

　どこか非難めいた静川の口調に、俺はただ目を見張る。

「あれは別にそういう意味じゃ……」

　言い返す言葉が、意志に反して弱まっていくのは自分でもわかる。

「まあ、まだ付き合い始めたばっかりだしな」

「そうだよ。わかってるなら……」

「でも、これっぽっちも考えてないって受け取れる言い方でもあったよ？」

　なにげなく放った言葉を思い返して、俺は戸惑いながら澪に視線を投げた。

　少し腰を引き気味にしながらも、澪は眼鏡男と合コン開始からずっと楽しげに会話している。

「篤樹……澪ちゃんには、話したんだろ？　前の彼女のこと」

　それまでとは明らかに口調を変えて、静川は俺を窺い見た。

「え？」

　突然変わる話題に、俺は困惑を隠せない。

「話したけど。それが今なんの関係が……」

「この間、お前が席外した時に、『まだダメなのかなあ』って、澪ちゃんぼんやり呟いてたから。どうしたのか聞いたら、ごまかされたけどね」

　訝しい気持ちになるのを抑えながら、俺は黙って静川の言葉の続きを待った。

「やっぱり気にしてるんじゃないの？　お前の元カノのこと」

　チラッと横目を向けられて、俺は無意識に目を見開いた。

「な、なんで。もうとっくに終わってるし、そもそもアイツと結婚の約束してたわけでもないんだぞ」

「お前にとってはそうでも、どう思うかは澪ちゃんの捉え方の問題だからなあ」

　肩をすくめてサラッと言う静川に、俺もグッと息をのむ。

「いつもは気にしないようにしてるみたいだし、俺がフォローすることでもないしね。だけど、まあ……この合コンは、俺からお前へのちょっとした意地悪」

　思いがけない静川の言葉に動揺しながら俺は眉を寄せた。

「……堺、絶対に澪ちゃんのこと気に入るだろうと思って呼んだんだ。他の男に言い寄られる澪ちゃん見て、お前平気なのか？」

「え……？」

　思わず聞き返す俺に、静川は頬杖をついて顔を向けた。

「惚れられてるからって、余裕かましてると、痛い目見るぞ」

　意味深にトーンを下げた低い声に、一瞬ドクンと鼓動がリズムを狂わせた。

　痛い目って……。

『なんだよ、それ』と声を上げそうになった時、俺はギクッと身体を強ばらせた。

　俺の視線の先で、眼鏡男が澪の髪に触れている。さすがに戸惑った表情で、澪がかわそうとしている、けれど……。

「なっ……」

　眼鏡男が逃げようとする澪の肩に腕を回して抱き寄せた。

　さすがにカッと頭に血がのぼる。俺は反射的にその場に立ち上がっていた。

「……悪い、静川」

　まっすぐ澪を見つめたまま、ふたりに大股で近付いていく。そして、澪に触れる汚らわしい腕を掴み上げる。

「いてっ……」

　眼鏡男がギョッとしたように振り返り、俺を仰ぎ見た。澪も大きく目を見開いて、突然踏み入った俺を見てオロオロしている。

「澪に触るな」

　それだけ言い捨てて、俺は男の手を払い捨てた。その代わりに澪の肘を引いて、無理矢理立ち上がらせる。

「あ、あつ……でも」

　気付けば、合コンメンバー全員が俺と澪を注視していた。

　ざわめくメンバーの目に晒されて混乱しながらも、澪は静川を気遣うように視線を向ける。静川は黙って頬杖をついたまま、澪に向かってヒラヒラと手を振ったかと思えば、俺には鋭い瞳を向けてくる。

「篤樹。ちゃんと大事にしてやれよ」

　はっきりと向けられたそんな言葉に、澪が一番慌てている。

「し、静川さん！」

　静川がそれ以上言うのを止めようとする澪の背中を押して、店の出口に向かいながら、俺は静川を振り返った。

「……サンキュ。静川」

　グラスを手に取る静川は、俺たちには背を向けたまま、軽く右手を上げるだけだ。それを見てつい口元を緩めて笑いながら、俺は澪とふたりで堂々と合コンを後にした。




　澪の手を引いたまま、広い歩道を行き交う人の群れを縫うように、脇目も振らずにひたすら歩く。澪との歩幅の差を考えてやる余裕はない。

「篤、樹っ……」

　少し息を弾ませながら、澪が俺の一歩後ろから呼びかけてきた。

「ねえ、待って！　あんなふうに出てきちゃって、静川さん大丈夫かな」

　ほとんど叫ぶように問いかけてくる澪に、意識がピクッとささくれ立った。

　この状況で。……こんなに俺に嫉妬させておいて、静川の名前を口にするか、と思ったら、どうしようもなく焦れた。

　澪が優しいのはよくわかってるけど、たとえ静川でも、今は彼女の口から男の名前は聞きたくない。

　スクランブル交差点に差しかかる。信号待ちの人混みの最後列について足を止めると、澪がホッとしたように息をついて、俺の隣に並んだ。

「ねえ、篤樹……」

　俺のスーツの袖をキュッと掴んで、飛び出してきた店を気にして後ろを振り返っている。

　そんな澪の肩をグッと掴んだ。驚いたように、澪が俺を振り返る。その瞳がようやく俺に向けられるのを確認して、澪の後頭部に手を回した。そのまま力任せに引き寄せる。

「え……？」

　目を閉じる一瞬前、大きく見開いた澪の瞳に、俺だけが映っているのを見つけた。それでも満足できず、もっともっと瞳の中に踏み入るように、俺は澪の唇を奪った。

　一瞬、澪の身体が強ばるのを感じた。周りの名も知れぬ通行人のざわめきが一際大きくなったのを感じた。冷やかすような口笛も聞こえてくる。

「んっ……、篤樹っ……!!」

　澪の手が俺の胸に置かれた。その手に力がこもり、俺を引き剥がそうとしているのが感じられる。触れ合う唇の隙間で、焦ったような澪の声が漏れた。

　それでも俺は唇を重ねたままで腕に力を込めた。強引にこじ開けるように開かせた唇から、舌を差し込む。逃げる澪を追いかけて濃厚に絡めとった。澪の抵抗を感じるけれど、そんなものは全部力で飲み込む。

「や、やだ、篤樹！　みんなが見てるからっ……」

　キスの合間で声を途切れさせながら、澪が必死にそう叫んでいる。そんな声も聞いてやれない。

　薄く目を開いて、澪の瞳を射抜いた。

「いいんだよ。見せつけてるんだから」

「なんで……」

「澪は俺のものだって、世界中の人間に知らしめてやりたいんだよ。……だから、堂々としてろ」

　澪の頭を掻き抱きながら、キスを深めていく。

「む、無理だってば……！　恥ずかしいっ……」

　澪の声が混乱と羞しゅう恥ちのせいか、涙声になっていく。

　いつの間に信号が変わったのか、人の群れが動き始めている。酔客の冷やかし交じりの口笛が通り過ぎる。痛いくらいの視線も感じるけれど、止めてやれない。

　恥ずかしがる澪を好奇の視線から隠すように抱きしめて、何度もキスを繰り返す。そのうち、彼女の身体からわずかに力が抜けるのが伝わってきた。

　それを感じて、俺は澪から唇を離して、胸の中にぎゅうっと強く抱きしめた。

「澪。言っとくけど、俺も、お前のものだから」

　髪を撫でて指先に通しながら耳元で囁くと、澪がピクンと身体を震わせた。そして、戸惑ったような目をして、おずおずと顔を上げる。

「篤樹……？」

「だから、堂々としてろ。余計な心配しないで、黙って俺に愛されてろ」

　涙目の澪に、言い聞かせるようにそう言った。俺を見つめ返す澪の瞳が揺れる。

「……それで、いいの？」

　ためらいながら確認してくる澪に、俺は苦笑いした。「バーカ」と唇の先だけで呟く。

「そのぐらいの気持ちがなきゃ、こんな道端で熱烈なラブシーンなんかできねえよ。……俺だって死ぬほど恥ずかしいんだから」

　信号は再び赤に変わって、信号待ちする通行人の視線が遠慮なくビシバシと突き刺さってくる。

　さっきまでの熱が少し落ち着いてしまうと、さすがに顔から火が噴きそうで、俺は澪から右手を離すと、自分の顔に当てて覆い隠した。

　澪が俺を見上げたまま、きょとんと目を丸くしている。これだけたくさんの人の群れの中心で視線を一身に浴びて、台風の目にでもなった気分だ。

「お前まで見てんな。……行くぞ」

　猛烈な照れの極きょく致ちのあまり、乱暴に澪の腕を引くと、交差点にクルッと背を向けた。そのまま人混みの中を逆行して、人通りの少ない通りを選んで歩を進める。

　今度は澪も大人しく俺についてきてくれた。

「篤樹。ごめんね」

　ふたりで並んでいても邪魔にならないくらい通行人の姿が減ってくると、澪が俺の横顔を見上げながら、ボソッと呟いた。

「なにが？」

　俺が澪に視線を落とすと、彼女がそっと肩をすくめた。

「さっきの……実は、ワザとなの」

　ちょっと言い淀みながら俺から目を逸らす澪を見つめて、俺はピタッと足を止めた。

「は？」

「えっとね……さっきの合コンで、私が話してた人。ほんとは私のことなんかちっとも興味ないんだけど、最初からお願いして仲良さそうに振る舞ってもらってたの」

「……え？」

　なにを言われたのかわからない。

　俺は目を見開いて、短い言葉で聞き返すだけだ。

「静川さんにね、『ヤキモチ焼いてばかりじゃなくて、篤樹に妬かせるくらいのことしてやろうよ』って言われてね。つまり、サクラってヤツ」

　さすがに後ろめたいのか、澪の声は尻すぼみになり、そのうち目が明後日の方向をさまよい始めた。

「……なんだと？」

　額に手を当てて、めまいがしそうになるのをなんとか堪えた。

「……ごめんなさい」

　澪が俯いて、消え入りそうな謝罪をする。

　俺は混乱した思考を元に戻すのに精一杯だった。

　騙されてた。俺が。静川と結託した澪に。

　ヤキモチだ？　ああ、それが目的なら、ふたりの罠は大成功だ。けど、俺のほうはヤキモチなんてかわいい感情で終わらない。もっともっと醜みにくくて、ドス黒い嫉妬に灼かれそうだったというのに。

「……ふっざけんな！」

　カッとして、思わず声を荒らげた。俺の目の前で頭を下げたまま、澪がビクッと肩を震わせる。

「そんなことのために、お前あの男に髪触られて肩抱かせたってのか!?」

　思い出して口にするだけでも、腸はらわたが煮えくり返りそうだ。澪も慌てたように顔を上げる。

「違……あれは私もちょっと驚いて……！」

「ちょっとかよ!?　俺のほうはあの眼鏡をぶっ殺したい気分だったよ！」

「う……ごめん……」

　さっきとは違う意味で涙目になってしょぼんとする澪を見下ろしながら、俺は大きく息を吐いて、なんとか落ち着きを取り戻そうとした。

　――ったく。普段はそんなことできない大人しい女なのに。まさか俺が取り乱すほどの罠を仕掛けるとは。

「許さない」

　澪の頭上にひと言だけ落として、俺は澪の横をすり抜けて先を歩き出した。

「篤樹！」

　本当に泣きそうな澪の声が俺の背を追ってくる。

「ごめんね、ごめんなさい。もうこんなこと絶対しないから……！」

　追いかけてくる足音に、俺はピタリと足を止める。そして、ポケットに手を突っ込んで上半身だけで振り返った。

「そんなに俺の気持ちを探りたいなら、疑う余地がないくらい教えてやる」

「……え？」

　俺の一歩後ろで立ち尽くしたまま、澪が今にも泣き出しそうな顔で目を瞬かせた。

「一晩中寝かさずに、朝まで鳴かしてやるから、覚悟しろ」

「……ふえっ……!?」

　俺の言葉の意味を噛み砕くように一瞬の間を置いた後、澪はなんとも間抜けな声を上げた。

「言っとくけど、今夜ばかりはお前に拒否権ないから。なにもかも俺の好きなようにやらせてもらう」

　そう言って腕を伸ばすと、澪の頭をグッと引いて抱き抱えた。そのまま連行するように歩き出す。

「ちょっ……！　篤樹、待って！　今日はまだ水曜日だし、それはちょっと……!!」

　仕事を理由にして、澪が俺の腕の中で無駄な抵抗を示す。

「明日の会議中、寝てていいから」

「～～!!」

　澪は絶句しながらジタバタと足掻き続けているけど、知ったことか。

　澪の身体をしっかりと抱え込みながら、俺はあんなにあっさりと彼女の罠に嵌はまった自分を省みる。

『惚れられてるからって、余裕かましてると、痛い目見るぞ』

　静川の言葉がさらに追い打ちをかける。

　澪と付き合ってまだ三カ月足らずだ。もちろん、本当にまだ本気で結婚を意識したことはなかったけれど……。

　俺の胸の高さにある澪の頭を見下ろした。

　暴れまくってくれたせいで、柔らかい髪がグチャグチャだ。

　それを見ながら、騙されたこともどうでもいい気分になって、俺はつい口元を綻ばせた。

　――まだ早いとか。呑気でいられる余裕はすぐになくなるかもしれないな。

　心の中で言葉にして、そのまま胸に刻み込む。

　やられっぱなしで不本意ではあるけれど。澪相手じゃ、俺のほうが平気でいられなくなる。

　そんなことを考える自分が割と嫌いじゃなくて、俺はついクスッと笑った。

　都会の夜。ポツポツと明かりが灯る高層ビルが立ち並ぶオフィス街のど真ん中で、俺は明日の外出予定を思い出していた。

　一年くらい先。来年のことを考えて、帰りに式場でもリサーチしてみようか。次のデートあたりで、澪をそれとなく連れていってみてもいい。

　そうやって、俺と澪が同じ未来を意識するようになったら……。

　ゆっくりと、同じ速度で心を震わせて響かせ合って過ごしていたら、一年なんかあっという間に過ぎるだろう。

「澪」

　少しだけ腕を緩めてやると、真っ赤な顔をした澪が、抗議するような目で俺を見上げてくる。そんな澪に苦笑しながら、ひと言、ボソッと呟いた。

「好きだよ」

　虚を突かれたように目を丸くして足を止める澪を腕から解放して、俺は再びスタスタとひとりで先を進み出す。

「あ、篤樹！」

　次の瞬間、まるで体当たりするかのように、澪が俺の右腕に抱きついてきた。

「わ、私も好きっ」

　そのままきゅうっとコアラのように固まる澪に、愛しさだけが込み上げてくる。

　――まったく。澪には敵わない。

　かわいい彼女が仕掛けたハニートラップ。

　仕方ないから、一生嵌まり続けてやろう。

　彼女相手なら、それも決して悪くない。
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　このたびは、私のベリーズ文庫三作目をお手に取っていただきまして、ありがとうございます。

　この作品は、『ヒロインが頑張ってヒーローを振り向かせる』恋愛物が書きたい！という思いから生まれた作品です。ベリーズ文庫の売れ筋の設定とは異なり、サイト受けもそれほど良くなかったので、書籍化は正直意外でした。大人の恋愛物ではありますが、書いているうちに『どうもオフィスラブっぽくない』と感じ、書き上げた時には、『大人の青春ピュアラブだわ』と思ってました。

　そんな作品なので、不安と期待が入り乱れる中での書籍化となりました。が……。

　個人的に、澪と篤樹のカップリングは相当気に入っています。

　前半は、イケメンだけどチャラい篤樹に振り回され流される澪。後半は、一途に突っ走る澪にほだされる篤樹……と、立場逆転する展開も好きです。篤樹の『チャラさと男気と色気を融合させた男』と、実在したらすご過ぎる（!?）設定も、私の作品にはあまりなく、かなり新鮮な気持ちで楽しく書くことが出来ました。

　今回、本編が短く、書籍化に当たり加筆必須だったので、番外編を二本書きました。

　澪サイドはすんなり書けたものの、篤樹サイドで、彼の魅力を存分に書き表せるネタがどうしても浮かばず、苦戦しました。実は、番外編を書く上で、担当さんに『ネタがないよ～！』と、初めて泣きつきました。ＬＩＮＥでやり取りしてるうちに、ポッと浮かんでくれましたが……。そうして書き上げた篤樹サイドの番外編は、自分では大満足の出来です。

　最後になりますが、書籍化に当たり、お力添えいただきました皆様へ。

　相変わらず最強の担当編集、倉持さん。今回初めてご一緒させていただいた編集協力の妹尾さん。カバーイラストは四回目の競演となる椎名菜奈美さんです。澪と篤樹を最高に魅力的に描いてくださって、とても嬉しいです！　篤樹のピンストライプスーツとか散らばった書類とか、都会のオフィスラブっぽく、とても新鮮でした。（実は椎名さんに恋愛物でスーツの男性を描いてもらったのは初めてでした……！）

　そして、サイトで応援くださった読者様。本当にありがとうございました。

　また次の作品をお届けできる日が来るのを願って……。
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